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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【　Episode 13　緋色のチヤレンジヤー挑戦者・スカーレツト　】
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「──風穴開けるわよ。戦やるってんなら」

　アニメ声優のように愛らしい声で……

　私を見上げつつ、神かん崎ざき・Ｈ・アリアが言う。

　ピンクブロンドの長い髪をツインテールに結った彼女は、ただの人間であるにもかかわらず私たちを見つけ、尾行し、マンションに侵入してきて──

　今、小さな手に似合わぬ大型拳銃ガバメントを私の顎あごに突きつけている。脳を貫つらぬく射角で。

　銃器が発明されてから、異能はおびただしい犠ぎ牲せいを払って防弾の式しきを編み出してきた。

　だが、防弾式の大部分を無効化する銃弾を人間たちも開発している。

　それが今アリアの銃に籠こめられているという、法ホ化ー銀リ弾ー。

　ただの銀弾に呪まじないをかけただけの代用品も流通しているが、純正の物は架か齢れい４００年以上の十字架から削けずり取った純銀で被ひ甲こうした対魔弾だ。言うまでもなく、この弾はそれだろう。

　絶対量が少なく実戦で見る事は希まれとはいえ、その弾を私の式で完全に止めることはできない。

　つまり彼女が今トリガーを引けば、私の頭は弾はじけ飛ぶのだ。

「あたしたちは超ス能テ力ル者スを警戒するけど、あんたたちはただの人間をナメてるわよね」

　アリアは私を、部屋の隅すみに押しやり──『刻ときの結晶』を掛けられて眠る静せい刃じとアリスベルが背中合わせで座ったベッドに、両手を突かせた。

　これは、獣けものの名を冠する私たち妖あやかしが取りたくない……屈くつ辱じよく的な体勢だ……！

　慣れた手つきで私の髪や口、胸の間、ドレスの中と素早くボディーチェックをしたアリアは、ごりっ、と、改めて後頭部に銃口を突きつけてくる。

「質問１。あんた『貘ばく』よね？　質問２。そこの座ったまま死んでる２人は何？　質問３──戦う？　降りる？　交こう渉しようはできないわよ。あたし、言葉より弾の方が出やすいタイプなの」

　異能の間でも『敵には回したくない』と言われるこの武装探偵は、どうやら私を初めて見るようだが──私が相まみえるのは、初めてではない。近い未来、神こう戸べでも襲おそわれている。

　後手に回らぬよう、私はアリアを気絶させるべく脳衝撃デイスラプトの式を放とうとして──

　途中で、止やめる。止めざるを得ない。

（……色イロ金カネ粒りゆう子し……！）

　この室内に、色金粒子が舞っていたのだ。

　これがどの種類かは判然としないが、璃リ璃リ粒子・瑠ル瑠ル粒子・緋ヒ緋ヒ粒子といった色金粒子とは、電波のように目には見えない超能力阻害粒子ステルスジヤマー。

　それが飛散する中では異能の式しきは成功率が下がり、失敗の仕方によっては自滅を招く。

（なぜだ、ついさっきまでは発生していなかったのに……！）

　何者かに狙そ撃げき銃じゆうのレーザーサイトを当てられている鵺ぬゑも粒子には気づいたらしく、アンゴラウサギのヌイグルミ姿で周囲を見回している。

　──まさか、このアリアが？　いや、そんなハズはない。色イロ金カネ粒りゆう子しとはまさに天候と同じ、自然現象のようなもの。その生成は古今東西あらゆる高名な異能が挑んで、実現できなかった事なのだ。『刻ときの結晶』で眠る静せい刃じとアリスベルを死体と見間違えるようなシロウトに出来る業わざでは到とう底ていない。

（つまり私は偶然、このタイミングで色金雨あめに遭あったというわけか……なんという悪運だ！）

　こうなってはもう、絶ぜつ界かいに引きずりこむ事もできないぞ。私は異能の式に頼らねば、神かん崎ざき・Ｈ・アリアには勝てないのだ。それは神こう戸べでも経験した事。となれば──

「先さき程ほどの質問、１だけは言葉でお答えしよう。その通り。私は貘ばくだ」

「……２と３は？」

「行動でお答えする」

　私の言葉に促うながされるようにして……眠っていた静刃が、ゆっくりと目を開けていく。

　薄うす暗ぐらい寝室で輝く、その右の瞳ひとみの色は──紅あか。
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　バーミリオンの瞳だ。

　さっきボディーチェックの辱はずかしめを受けた時、私は既すでに寝室の隅すみから『刻ときの結晶』を構成する四角錐ピラミツドの頂点となるピンを１つ足で外している。

　つまり、もう刻の結晶はキャンセルされ──静せい刃じとアリスベルは覚かく醒せいしているのだ。

（色イロ金カネ粒りゆう子しの影えい響きようを受けにくい異能の術はある。外部の力を利用しない、独立充式魔具スタンドアローンだ──法ホ化ー銀リ弾ーもそうだが、妖よう刕とうもその一つ……！）

　静刃の目にアリアが気づいた瞬しゆん間かん、バッ！

　ベッドから妖刕を取った静刃、それとギリギリまで寝たフリをしていたアリスベルが左右に分かれて跳とんだ。

　床に着地するより早く、身を捻ひねったアリスベルのスカートから環かん剱けんが飛び出す。

　アリスベルは瞬時に組み上がった環剱をウェストで保持せず──新体操のフープのように、手首に引っ掛けて体の外で大きく振るった。

　そしてその延ばした腕の先で、刃やいばが振り下ろされた瞬間──

　──バスッ！

　アリアは右手の銃で私の脚あしに発砲しながら、赤い防弾セーラー服の背に隠していた小こ太だ刀ちを抜刀した。抜いた動作でアリスベルの環剱と切り結び、火花を散らしながら受け流す。

「うっ……！」

　法化銀弾の衝しよう撃げきに下半身が砕けたようになった私は、その場に這はいつくばり──

「──獏ばくっ！」

　アリスベルは一瞬こっちに意識を取られたが、すぐさま環剱を右手首から左手首へと渡して第２撃を振るう。

　それも刀で受けたアリアだが、アリスベルの環剱は武器としては珍しいもの。アリアは戦い難にくそうに眉まゆを寄せ、斬ざん撃げき範囲が大きく重い環剱に戸惑う様子を見せた。

　さらに、彼女の背後では──

　……バキ、バキバキッ……バキッ……

　体の各所から筋きん繊せん維いの圧縮される音を立てて、静刃が妖刕を抜いている。

　もうすっかり妖刕と馴な染じんだのか、その表情はあの少年らしいものから一変し、獰どう猛もうそうな貌かおに変わっている。

　いけるぞ。大金星だ。

（──各国で異能を狩かった女じよ傑けつ、神かん崎ざき・Ｈ・アリアを──討ち取れる！）

　色金粒子が弱まったら脚を治して加勢しようと、私が恋レン函カンのあるリビングを見た時──

　──ガシャンッ──ヒュボッ！

　窓の割れる音と、空気の破は裂れつする音が同時に響ひびいた。

　今のは、超音速の弾が至近を通過した音。この部屋を狙ねらっていた、狙そ撃げき手しゆだッ……！

　鵺ぬゑが討たれたかと案じた私の視界に、とんでもない物が飛び込んでくる。

　それは、アンティークの戸と棚だなから粉々になって飛び散る──私の、恋レン函カン……！

「……ッ！」

　なんという……洞どう察さつ力りよくの鋭い狙そ撃げき手しゆだ！

　狙撃手は鵺ぬゑに戦闘能力が無いと見抜き、既すでに攻撃対象を変えていた。そして私の視線だけで、あれが私にとって極めて重要なものであるという事を理解して──破壊したのだ。

　恋函は、そう易やす々やすと作れるものではない。

　箱自体は何でもいいのだが、その内部に莫ばく大だいな式力ちからを注ぎ込み、さらに酒のように２年ほど『寝かす』必要がある。散らばったチョコレートを拾い集めても、私は式力を恋函を作る事に使い切ってしまうだろう。その後、飢き餓が状態で２年もの長い時間は生きられない。

　つまり恋函の破壊は、私にとって命の危機。

　だが──呆ぼう然ぜんとしている場合では無い。この件の対策は後で考えるべきだ。

　命を賭とした戦いは、今、この室内で続いているのだから……！

　鵺が大おお慌あわてでベッドの下に逃げる中、前に出た静せい刃じが、

「──衡コ王オウ殺サツッ！」

　自分に銃を向けたアリアに対して、妖よう刕とうを突き出す。

　静刃は妖刕の『表示ガイド』に導かれ、知らずにやっているのだろうが──衡王殺は敏びん捷しような相手を討つ技。妖刕を箸はしのように揃そろえ、敵に２本平行な切せつ創そうを付ける技だ。切創と切創は近すぎると縫ほう合ごうができず、肉が腐くさり、軽傷を負わせただけでも後々死に追いやる事ができる。

　だが、静刃は完かん璧ぺきなタイミングでアリアの首元を撫なで斬きったハズなのに──

　ツインテールを振るったアリアは、それをコンマ数ミリ差で躱かわしていた。

（『表示』を上回る動き……だと!?）

　恋函が破壊された事に愕がく然ぜんとするヒマも無く、私は再び我が目を疑う。

　アリアは自分の動きが妖刕に先読みされる事を逆に先読みして、予測を裏切る動きを超人的な反射神経で実現したのだ。初めて戦うハズの妖刕に、もう対応するとは……！

　──だが、斬れずとも良い。静刃は時間を稼かせげばいいのだ。

　彼女が静刃に対応した瞬しゆん間かんから、アリスベルは荷電粒子砲メビウスの準備に入っている。あの式しきは失敗しても式力が散さん逸いつして光弾が出来ないだけで、自損被害に繫つながりにくい。粒子雨あめの中でもイチかバチか使ってみる価値はある式だ。

　そして、アリスベルが浮き輪のように構えた環かん剱けんの上を──

　──クルッ、クルッ、クルッ──

　回っているぞ。黄こ金がね色いろの光弾が。

　アリスベルは式力を上う手まく纏まとめられており、あと数秒で撃てるサイズにできる。

　だが、その瞬間──静刃と戦っていたアリアが、警戒心を籠こめた目で振り返った。

　赤紫色カメリアの瞳ひとみは、ハッキリと光弾を見み据すえている。

　きっと──分かるのだ。彼女には、直感で。

　詳細は分からなくとも、大局が分かるのだ。この場で最も危険な存在が、あれだという事が。

　荷電粒子砲メビウスに気づかれた事を悟った静せい刃じが、アリアの行く手を阻はばむように回り込んだ時──

　──タンッ──！

　アリアはその静刃の肩を跳ちよう馬ば台だいにして跳とび上がり、その場跳びで半はん捻ひねりのバック宙を切った。

　そして空中で──小こ太だ刀ちをブラウスの背に納刀。右手で静刃に３連射。さらにスカートから漆しつ黒こくのガバメントを抜銃。左手で静刃に３連射──という早はや業わざを披ひ露ろうし、妖よう刕とうで弾丸から身を護まもる静刃を足止めした。

　さらに次の瞬しゆん間かん、彼女は──私が初めて見た、『荷電粒子砲メビウス破やぶり』を見せた。

　ストンッ、と──

　環かん剱けんの輪の中に、割り込んだのだ。アリスベルと向かい合わせで。

　そして環剱の上を滑る光弾を小指で示し、

「多分だけど、これ、内側には撃てないんじゃない？」

　と、驚おどろくアリスベルに不敵なウィンクをしている。

　──正解だ。荷電粒子砲の射出は、遠心力に依よる。つまり環剱の内側だけは安全地帯なのだ。

　だがそんな所に敵が入ってくるなど、アリスベルも、私も、想定した事は無かった。

　バスバスバスッ！　バスバスバスッ！

　容よう赦しやなく、至近距離でガバメントがアリスベルを撃つ。１発目はスカートの上から太だい腿たい部ぶを撃ったが、居鳳いのう高の制服が密ひそかに防弾加工されていると分かると──ブラウスの上から腹部をメッタ撃ちにしていく。

　アリスベルは逃げようにも、環剱の中なので逃げられない。

　光弾が散さん逸いつし、立ったまま意識を失ったアリスベルを前に──しゅらっ。

　ツインテールで二重螺ら旋せんを描えがき、アリアは静刃の側に振り返りながらしゃがむ。

　ピンクブロンドとブルネットのツインテールが交こう錯さくする中、しゃがむ動作と同時進行で二丁拳けん銃じゆうから空から弾だん倉そうを排出し、スカートに納めていたロングマガジンを再さい装そう塡てんしている。

　その間、僅わずか０・７秒──この貘ばくでも、彼女の動きの全すべてを理解できない程ほどだ。

　パンッパンッ！　と、単セ射ミで放たれたガバメントの弾が──

　静刃がベッドの枕まくら下したから取り出したレイジングブルを、弾はじき飛ばす。

　さらに、バスバスッ！　バスッ！　バスッ！

　アリアは倒れるアリスベルを背景に、静刃を撃って後退させていく。

　その撃ち方は銃撃というより、格闘技の打撃に近い。揺らぐ静刃の重心を見て、一撃ごとに不利な体勢に追い込んでいる。まるで何ｍものリーチがあり、.45ACP弾の威い力りよくを持つパンチを放てる、チャンピオン級のボクサーのように……！

「一応、日本にも改正銃刀法ってものがあるのよ？　その歳としで持ってるって事は武ぶ偵ていでもない限り無免なんだろうけど、レイジングブルの４５４カスールとなるとチョット大目に見れないわねぇ」

　まさに……悪夢でも見ているかのような光景だ。

　私が手塩に掛けて育てた魔ま剱けんが、命懸けで産み出した妖よう刕とうが……

　手も足も出ずに、２人とも、倒れた。

（……これが、『緋ひ弾だんのアリア』……！）

　倒れたアリスベルと静せい刃じに二丁拳けん銃じゆうを向けたアリアが、半分だけ振り返って──

　赤紫色カメリアの瞳ひとみで、私に流し目してくる。

「悪人には見えないけど、仲よくするつもりもないわよ」

　さらに私の頭部、耳の少し上には、さっきからずっと狙そ撃げき銃じゆうのレーザーサイトが当てられている。こうなっては……降参するより他ほかにない。

「貘ばくあんた、この子たち……超能力者特区ステルスＳＡＲから連れ出してきたわね？　摩ま周しゆうか、居鳳いのうか、神かみ澱おりあたりから。いけない子だわ」

　クルクルと二丁拳銃を回してからレッグホルスターに収めたアリアは、私に対超能力者用の手て錠じようをかける。念のためか、三重に。

　なぜ彼女に強きよう襲しゆう逮捕されたのかすら、分からないまま──私は座り込む。

　アリアはベッドの下から小こ太だ刀ちで鵺ぬゑを搔かき出し、スカートのポケットに閉じこめる。そして静刃とアリスベルにも手錠を掛けた、その辺りで──

　──急に、ムスッ。

　への字口になった。

　その理由は……すぐ分かった。

　もう１人、この場に侵入者が現れたのだ。

　ブレザーを着た、若い美男子──

「……不知火しらぬい……あんたはどれだけ、あたしから奪うばえば気が済むの」

　その青年の方を見すらせずに、アリアが憎にく々にくしげに呟つぶやく。

「ゴメンね。これも僕の仕事なんだ」

　不知火と呼ばれた青年は、ニコッ、と穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

「神かん崎ざきさんは強者を警戒するけど、僕みたいな弱者への警戒が甘いよね」

　さっきの彼女のセリフを真ま似ねしながら、不知火は私のそばに歩み寄ってきて──手つきだけ紳士的に、立たせてくれる。

（二重尾行……）

　神崎・Ｈ・アリアは私を尾つけていたが──

　この不知火という優やさ男おとこに、尾けられていたというワケか。

「それに神崎さん、この３人を捕まえても交こう渉しよう材料にはならないよ。この人たちは特別なんだ。だから、身柄をもらっちゃってもいいかな？」

「不知火しらぬい……ここも譲ゆずってあげるから、とにかくキンジを返しなさい。パートナーを取るのは武ぶ偵ていのタブーよ」

　ぽす、とアリアは鵺ぬゑを野球ボールのように投げて不知火に渡している。

「不当な事はしてないよ。彼には依頼を受けてもらっただけ。２年の夏にサッカーを手伝った報ほう酬しゆうにね」

「……面白くないジョークだわ。まだ弾はあるのよ？　狙撃手レキも怒るかもね」

　ツインテールを結った髪飾りがツノのように見える、鬼武偵に凄すごまれても──

　まるで恐怖の感情が欠落しているように、不知火は笑顔のまま「おおこわ」と肩をすくめただけだった。




　マンションから夜の駐車場に下りると、初雪はまだ微かすかに降り続いていた。

　逆に、色イロ金カネ粒りゆう子しはウソのように止やんでいる。通り雨のようなものだったのだろうか。

「いやー怖かった。神かん崎ざきさんは割と気軽に味方も撃つからね」

　不知火のセドリック・セダンの助手席に私、後ろに静せい刃じとアリスベルが乗せられる中……

　私は手て錠じようをねじ切って逃げようかとも思ったが、近くに得え体たいの知れぬ狙そ撃げき手しゆもいるワケだし、不知火の護衛らしい何者かの監視の目も感じる。私たちから武器を奪うばわず、あまつさえ静刃に黒套コクドまで持たせたのは──抵抗しても絶対押さえ込める備えがある、という意味なのだろう。

　何より、私も手負いの静刃とアリスベルを置いて逃げる事はできない。

（今は機会を窺うかがった方がいい……不知火は不気味な男だが、アリアほど敵対的な感じもない。形としては救ってくれたワケだしな）

　防弾布のドレス越しに撃たれた脚あしの内出血を快癒式ラジエルで治す、私の肩に──

　ふわっ……と、マンションから持ってきたらしいショールを運転席の不知火がかけてくれた。

　まるでホストのような、女なら誰だれでも胸をときめかせるであろう優やさしい手つきで。

「……どこへ連れていくつもりだ？」

「答えはすぐ分かるから、答える必要はないかな。ただ、一つ忠告しておくよ。ここから先、この時代の君たちにとって良くない選せん択たくはしないようにすべきだ」

「……どこまで知っている、ボウヤ」

「知る権限がある所までだよ」

　不知火が車のキーを回すと、エンジン音が……明らかに、日につ産さんセドリックではない。多分、メルセデス。走り出した途と端たんに分かるが、足回りも最高級品だ。

　こういう平凡な車を装よそおった高級車を所有する人種は、限られる。

　税金で働く、金持ちの人間──政治家か、高級官かん僚りようだ。

　不知火は年齢から見て、おそらくその使いだろう。

　ルームミラー越しに見た静刃とアリスベルは、それぞれ黒套と不得手な快癒式ラジエルで銃撃によるダメージからの回復を図っているようだった。

　だが、その表情は暗い。

　特にアリスベルは、必殺の荷電粒子砲メビウスをアリアに攻略されたショックで涙ぐんですらいる。

　さらに良くない事に、２人は戦闘中から今に至るまで、連携が取れていない様子だ。

　アリスベルは静せい刃じを労いたわるような仕草を時折見せるが、静刃はどこか冷たい。

　これは、多分……あのムダに終わってしまった刻ときの結晶のために、私がアリスベルの恋心を横おう奪だつしたせいだ。２人の関係がギクシャクしている。あれではチームワークも働かないだろう。

（ますます、思い切った動きはできないな。今は、流れに身を任せるしかない）

　溜ため息いきをついて助手席にもたれ、スポーティーにシフトを操る不知火しらぬいの運転ですぐ着いたのは──旧山やま手て通りから折れて松しよう濤とうを跨またいだすぐ先、同じ渋しぶ谷や区内の……神かみ山やま町ちようだった。

「『先生』のご自宅は文化財登録もされてるから、壊さないようにね」

　警察官が常駐する正門の先、マンガやアニメに出てきそうな──洋館の敷地内で、私たちは車を降ろされた。

　しかし……先生、と来たか。そう呼ばれる職種は限られる。もう間違いないな。

　私はこの豪ごう邸ていを知っている。『庶しよ民みん感覚が無い』とテレビ報道されていたのを見ただけだが。

　不知火や静刃たちと共に入った、邸内で──思いのほか現代的なホールから──飴あめ色いろの扉を開けた先、大部屋に移動させられる。

　──その部屋に、『先生』は居いた。

　夕暮れ時ぐらいの光度の、室内。

　暖炉がある部屋特有の、少し乾燥した室内の空気。

　舶はく来らいのテーブルにはダビドフの葉は巻まきを置いたクリスタルガラスの灰皿があり、室内バーには洋酒のビンが並んでいる。

　壁かべに並ぶ写真は──皇族とも縁えん戚せき関係を持つ、栄光の一族の系譜を物語るもの。

「おお、着いたかね。ご苦労だったよ、不知火くん。夜も遅いんだし、君はもう帰りたまえ。校長先生みつちやんに、よろしく」

　髪を七三分けにし、テーラーメードのスーツを一いち分ぶの隙すきも無く着こなした──70歳近いとは思えぬほど若々しい男が、歩み寄ってくる。

　この表情、この声、特徴のある唇くちびるの歪ゆがみ。偽にせ者ものではない。

　元・内ない閣かく総そう理り大臣──麻あ相そう玄げん朗ろうだ。

　壁かべ際ぎわの暖炉を半円状に囲み、室内に揃そろっているメンツは……テレビでたまに見る宮く内ない庁ちよう次長、女性タレント議員の、環かん境きよう副大臣……？　それと、バーカウンターに若い男が２人。

　不知火は私たちに一つウインクしてから立ち去り、元総理は、

「あー、キミたち、掛け給たまえ。今日は冷えるだろう。それと、未さ来きの事はねェ、言わない方がいい。私が聞くと環境破壊が過ぎるそうだから」

　フレンドリーな笑顔で、面食らっている静せい刃じとアリスベルを暖炉そばのソファーにつかせる。

　そして同時に『君たちが未来から来た事を知っている』と宣言してきたな。これは……鵺ぬゑと静刃の戦いを祈いのり経由で自衛隊が知って、元総そう理りに情報が伝わった、といったところか。

　私は、頼るように私を見てきた静刃とアリスベルに、

「……お望み通り、『予言』はするな。歴史に影えい響きようを与えても、必ずその埋め合わせが生じる。誰だれかが儲もうかれば、誰かが損をする。大勢の命を救えば、別の理由で大勢が死ぬ。自分のせいでそれが起きるのは、気持ちのいいものではないだろう。口を滑すべらせそうなら、黙っていろ」

　と、釘くぎを刺しておいた。

　するとそこに、バーカウンターから２人の若い男たちが口を挟はさんでくる。

「玄げん朗ろうさん、気にすんなよ」

「言いそうになった時は、言えなくする」

　少々物ぶつ騒そうな物言いに、私はその２人を横目で睨にらむ。

　それぞれ、シングルブレストと三ツ揃いスリーピースのスーツをセクシーに着こなした優やさ男おとこだが……

　この貘ばくの目は、人の僅わずかな動きからその裸が想像できる。その内側に秘めた、引き絞られた筋肉が丸見えだ。鼻でも、彼らの体に染しみついた火薬のニオイがハッキリ嗅かぎ取れる。

　そして酒のグラスを手にしつつもこちらに張り巡らしている、痺しびれるような殺気。

　この、知性と屈強さを兼ね備えたムードは──

（──公こう安あん０課）

　２０１３年の神こう戸べで私を倒した、獅し堂どう・遠とお山やまと似たムードがある。あの２人ではないが……この時代に抹まつ殺さつ・国外追放される運命にある、公安０課の男たちと見て間違いないだろう。

「済まんねェ、どうも。若い衆は最近運動不足で、血気盛んなんだよ」

　苦笑いして場の空気を和なごませ、なんと自ら私たちにコーヒーを配ってくれた麻あ相そう氏だが……

　０課がいる以上、この元総理やここの要人を人ひと質じちに取って交こう渉しようする手は打ちづらいだろう。

　定かではないが、他ほかにも得え体たいの知れない──異能の気配が、この邸てい内ないには潜んでいるしな。

　それに何より、この時代の幼い静刃やアリスベルに手出しされても困る。敵対的な行動は、取るべきではないな。

「野党になってからは、文もん科か省を使って特区から超能力者を借りる事ができなくなってね……だけど、『不連続体』だっけ？　君たちみたいな例外は、今の私でもコンタクトできる貴重な存在なんだ。不作法だったかもしれないが、ここは一つ、私に免じて許して欲しい」

　麻相氏は自じ虐ぎやく的に目を細めつつ、暖炉そばのソファーに掛けた。

　そして脚あしを組み──様さまになっているので、失礼な感じは全くしない──テーブルから葉巻ダビドフを取り、マッチで自ら火を付けている。

　そして紫し煙えんをくゆらせながら、ちら、と私を見上げてきた元総理に……

「……お初にお目に掛かる。私は貘ばく雲くも居い昇のぼりの時とき得え。そっちは立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル、原はら田だ静刃。そちらの自己紹介は不要だ──皆、有名人だからな。政権交代の憂うき目に遭あわれて、お忙しい御おん身みと存じる。駆け引きは抜きでいこう」

　私はそう告げながら、自分も着席した。

　使いの少年・不知火しらぬいを使って私たちをこの場に連れてきたという事は、彼は何らかの交こう渉しようを持ちかけるつもりなのだろう。

　先のセリフも、異能を雇いたいという意味。そのように、聞こえたしな。

「先に対価を要求しよう。『私たちは元いた所へ還かえりたい』。掛け値無しで、それだけだ」

　イニシアチブを取る形になった私の発言に、静せい刃じとアリスベルは「？」という顔をしているが……

　向こうは皆、政治家。この唐とう突とつな交渉の持ちかけを、何ら不思議と思っていないようだ。

「それは……私たちもお手伝いしたいのです。不連続体を元いた時代に戻すのは、自然環かん境きようを元に戻す事ですから」

　環境副大臣のタレント女史が、前のめりに協力的な事を言ってきて──

「これは話が早いな。ケンカになるかもと思って、旧０課を呼んだのは恥ずかしかったねェ」

　ははは、と、麻あ相そう氏も笑う。

　元総そう理りは私、静刃、アリスベルを見回してから宮く内ない庁ちよう次長に何かを目で促うながし、

「じゃあ、その対価をまず見せよう。帰る道は、あるんだよ。未完成だがね」

　宮内庁次長がテーブルの上に出した、白木の箱を指で示した。

　箱が開かれると、中には──紫むらさきの絹けん布ぷと白い真ま綿わたで守られた、エメラルドグリーンの宝石が収められている。葉が揺れるような遊色のある、その石は──

（アクアステル……！）

　何者か、妖あやかしの──骸むくろであり、魂たましいでもある石。その欠片カラツトだ。

　それが分かった静刃とアリスベルも、揃そろって息を吞のんでいる。

「貘ばくさん……だったかな？　君は知ってるだろう。国会議事堂の地下には、お社やしろがあってねェ。これはその御ご神しん体たい──『護ご國こく』の一部、64分の39なんだな」

　……！

「ごッ、護ご國こく乃の[image: たつ]たつさまが……崩ほう御ぎよあらせられたというのか」

　あまりの事に、私は眼めを見開いてしまう。

　護國すなわち護國乃[image: たつ]とは──龍りゆう。鳳おおとりと同じ正しよう伝でん妖よう位いに在あり、風ふう水すい学がくでいうところの地脈を守る……言わば、『日本の守り神』の１柱だ。

　[image: たつ]たつは人々の愛国心や郷土愛を１絲０・０１％ずつ、しかし１億人から集めて食べる。そしてその絶大な式力ちからを使って国家レベルで大地の安あん寧ねいをもたらす、心優やさしい妖の王おう妃ひなのだ。

　地中に住まわれるため、その麗うるわしい姿を見る事は希まれだが……理知的で争いを好まず、およそ総すべての妖に敬愛されている。

　それが、このような御お姿すがたになられてしまったとは。

「政権交代の折に、国絡がらみの異能の面々には争いが生じてねェ。その内乱に乗じて、不慣れな新内ない閣かくが隙すきを見せたところに──諸外国から、異能のテロリストが雪な崩だれ込んできた。公こう安あんのエキスパートたちも巻き込んだ戦いで……ここの２人は生き残ったが、大勢死んだよ。護ご國こくはその争いの中で、こうされてしまったんだ」

　語りながら、いつしか麻あ相そう氏の目つきと口調は真しん摯しなものに変わっていく。

「今の与党は、異能に疎うとくてねェ。護國の件も、中国人に国宝が１つ壊されたぐらいに思っていて……こういうオカルト話より、マニフェスト破りの言い訳とマスコミ対応に腐ふ心しんしとるよ。護國は我々、野党有志で復元を急いでいる所だ」

　だが、失言で有名な彼は今も──少し、口を滑すべらせてくれたな。

　やったのは中国系の異能か。

　私がそれに気づいた、その時……風ふう水すい師しを母親に持つアリスベルが、

「──天脈・地脈とは、長周期で自然に切れるものです。その際には必ず災害や戦争が起きる。[image: たつ]たつはその周期を延ばし、切れ方を和やわらげる存在だと聞きました。それが不在のままでは……」

　と、不安に耐えきれず尋たずねてしまう。

「このままでは地脈は断たれ、災わざわいの規模が大きくなるのだ。物によっては、未み曾ぞ有うの危機になるだろう。それがどのような危機かは、過去に天脈や地脈が断たれた時の災害から類推するしかない。たとえば１９５９年の伊い勢せ湾わん台風や、１９２３年の関かん東とう大震災だ」

　元総そう理りの言葉に──アリスベルは冷や汗を浮かべたものの、なんとか真顔を保ったが……

　同じことに思い至った静せい刃じが、激しく顔をこわばらせてしまう。

　麻相氏は２人の表情から、

「……起きるのだね。君たちの年齢から見て……２０１３年頃ごろまでに、この国に、国家存亡の危機が。だが、それが何なのかまでは決して言わないように。それは今度こそ、君たちの手に余る出来事だろう」

　鋭くそれを見抜き、眉み間けんに皺しわを寄せた目を閉じ、「せめて我々が、その前に解散総選挙まで持ち込めればいいんだが……」と呟つぶやいて、辛つらそうに葉は巻まきを一吸いした。

「日本の若者は政治に対してニヒルだから、君たちにも信じてもらえないとは思うがねェ……私は、政治家は常に公人、国のために働くべき者だと考えている。私は日本のために、護國を元に戻したいのだ。そこには何の私利私欲も無い。国家権力の後ろ盾だてが無い今、それは無む謀ぼうな戦いではあるのだが──既すでにそこの旧０課を含め、あらゆる手段を使って護國の欠片かけらを各地で集めさせている。しかし、人材にも限りがあってねェ。特に、『異能』ってやつは」

　本題に入ろう、という感じで目を開いた元総理は、

「──そこで、君たち３人に、その欠片かけらの１つの奪だつ還かんを手伝ってもらいたい。甦よみがえった護國なら、君たち不連続体を未来へ還かえす事もできるだろう。──どうだね？」

　ほぼ最短時間で、事情の説明と条件の提示を終えた。

　確かに──『刻ときの結晶』ぐらいなら、護ご國こく乃の[image: たつ]たつほどの式力ちからがあれば容た易やすく実現できるハズだ。

　そして[image: たつ]は、話の通じる御お方かただとも聞いている。

　困っている妖あやかしを見れば、助けてくれるとも。

　御お身体からだの一部となるアクアステルを奉ほう献けんした暁あかつきには、厚かましくもそのような御願いをすることも許されるだろう。

　また、私は今初めてその欠片カラツトを見たに過ぎないが、生前の[image: たつ]に会った妖は多い。

　そこは鳳おおとりとの大きな違いだ。[image: たつ]の情報は不確かな伝説ではなく、信頼性の高いもの。

　[image: たつ]の力による帰還は、可能性の高いセンと言えよう。

　そして……この話には、もう一つ大きな利点がある。

　それは恋レン函カンを破壊され死の危機にある私を、永らえる事ができるという点だ。

　恋函を今作り、保管しておけば……刻の結晶なり何なりで戻った２年後に回収する際には、『寝かし』の期間を終えた恋函が完成している事だろう。

「──ご提示、ありがたく思う。この件、私・アリスベル・静せい刃じの３人で相談する。しかし、その前に１つ聞いておきたい。私たちが奪うばい返すべき欠片を持っている相手は、誰だれだ」

「陸上自衛隊だよ」

　隠し立てせず、麻あ相そう氏はそう答えてくる。

「陸自……だと？」

「正確にはその一部だがね。日本は今、報道されてるより遥はるかに混乱しているのだよ。陸自の東部方面隊、第１師団第１戦車大隊の巻まき一佐──この男は、日本の核武装、日米安保の破は棄き、日中軍事同盟を企たくらんでいる」

　私が話に乗りかかっている事が分かり、麻相氏は少し口調を和やわらげたが……

　その語る内容のとんでもなさには、

「ちょッ……な、なんだよそれ……！」

　静刃が咽むせて、コーヒーをこぼしてしまう。

　私も驚おどろき、冗談かと一いつ瞬しゆん思うが……そうではないようだ。

「なぜそのような輩やからを野放しに。暗殺は得意だろう、旧０課そこの２人が」

　呆あきれた私の問いかけに、元総そう理りはフレンドリーな笑顔を見せる。

「貘ばく、君も民間人だなァ。いいかね、思想は変えられるが、頭の良さはなかなか変えられない。巻は変わり者だが天才でね、将しよう棋ぎでいえば飛ひ車しやのように貴重な男なのだ。駐米外交官の経験もあり、物事を世界規模で考えられる点も面白い。生け捕りにして自陣につかせるべき人材なのだよ。まァ、とにかく行方ゆくえ不明の欠片かけらのうち１つは、巻かその仲間が持っている」

「その仲間、とは……？」

「今回君たちを使いたい理由はだね、巻に荷担する異能がいるからだ。後で写真等のデータを差し上げるが、名前は殲チエン。中国の──『藍ラン幇パン』という秘密結社の一員だよ。巻まきが欠片かけらを渡して守らせるとしたら、彼女だ」

　麻あ相そう氏は……やはり、政治家だな。

　私たちの事をよく調べてある。

　この時代のアリスベルは私と共に日本を流る浪ろうし始め、鳳おおとりの欠片カラツトを持つ自衛官や武装探偵とも戦っていた頃ころだ。彼らが調べたアリスベルのデータを、元総そう理りはこの交こう渉しようの前に入手したのだろう。その情報を、話の終盤でカードのように切ってくる辺りも上う手まい。さすが一国の首相を務めた男だけのことはある。

　藍幇──という言葉を聞いてアリスベルがどんな表情をしたかは、見るまでもない。

　これで一層、私たちも退ひけなくなってきたぞ。

「巻と殲からの欠片奪だつ還かんには、すでにエージェントを１人任命してある。だがこの者は若く、１人ではうまくやれないだろう。君たちが力を貸してやってくれ。私からは以上だよ」

　麻相氏はソファーに深く掛け──

　黙っていた高官たちを見回して葉は巻まきをくゆらせながら、自分も、黙る。

　待っているのだ。私たちの、回答を。

　私は──

　恋レン函カンに生じるチョコレートの事を思うと、何もかもを忘れて首しゆ肯こうしてしまいそうになる。

　だが今の私はその恋函を作るためにも、欠片奪還の戦いではアシストしかできない。実質、静せい刃じとアリスベル、そしてそのエージェントとやらの３人だけで戦わねばならない事になる。

「アリスベル、静刃。私は、この話……お前たちに、受けてほしいと思う。詳細は言えないが、これが私にとって生存の危機を脱する可能性のある話だからだ。そして今、私は戦える式力ちからを有していない。命懸けで戦うのはお前たちだ。だから、そのお前たちに委ゆだねる」

　受けなければ受けないで、ここで麻相氏側の手勢と戦う事になるだろうが──

　その時はその時だ。獅し堂どうと遠とお山やまの代わりに、ここの２人と刺し違えてやろう。

　と、私なりに覚悟を決めていると──

「……貘ばく。私を助けたあなたを私が助けることに、何の遠えん慮りよもいりませんよ。受けましょう。私はあなたと……せ、静刃君を、守りたい」

　アリスベルはセリフの最後の辺りで、暖炉に火ほ照てる頰ほおをさらに赤らめつつ言った。

「──それに私は、藍幇と聞いた以上は逃げません。受けて立ちます」

「ありがとう、アリスベル……」

　私に頼りっきりだった１周目のこの時代から、すっかり成長したような事を言うアリスベルを……私は少し抱だき寄せて、それから……静刃の方を見る。

　静刃は、

「──俺おれは、厭いやだ」

　首を横に振って、コートの中の妖よう刕とうを小さく蹴けった。

　旧０課の２人が、微かすかに視線を寄よ越こす中──静せい刃じは、こう続ける。

「だが、厭いや々いや、吞のむ。未来に還かえるためにな」

　拗すねるように視線を暖炉に落とし、アリスベルの方を、見ずに。

　そこで旧０課の男たちがどこか嬉うれしそうに静刃を見つめた光景から、私は感じ取る。

　この場に流れる──公こう安あんのエリートたちが、若い才能を面接しているような──もう一つの意図のようなものを。
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　フェニックスが復活と死を連ねた、悪夢のような４月28日……祝日の29日、そして居鳳いのう高に登校した30日……あたしたちは、静刃たちを待った。

　だけど、静刃も、アリスベルも、貘ばくも、還ってはこなかった。

　Ｘ組ではセアラも八や九く藻もも努めて平へい穏おんを装よそおっていたけど、静刃とアリスベルが欠席した事に少なからずショックを受けているようだった。職員室のそばの廊下で彼女たちの話を盗み聞きしたところ、異能の生徒が行方ゆくえ不明になるのはよくある事らしいが……無事に還ってくる例は、希まれらしい。

　その日の放課後、快晴の夜空の下もと──

　あたし、キリコ、矢や子こ、それと矢子に事情を聞いたらしい原はら田だ祈いのり……やたらカワイイ静刃の妹が、瑠る姫きの呼びかけで新校舎の屋上に集まった。

　瑠姫ハニーリズは何やら萌もえキャラ化されたカラスみたいなヌイグルミを抱かかえ、床に描かいた多重円・多角形複合式しきの魔法陣の上に立っていて……

　仕事は早いタイプなのか、あたしたちを出迎えると挨あい拶さつもそこそこに対策協議に入った。

「鵺ぬゑは『過去の静刃を殺す』と宣言して暦こよみ鏡かがみに消えたわ。つまり、16年以内の過去に行ったと考えられてよ。ビビ、時間跳ちよう躍やくの式について知識があるのは私とお前ぐらいのものだけど……お前は現状をどう考えるかしら？」

「……たとえば鵺と静刃たちが行ったのが、10年前だとしても──この３日間、26歳の静刃が還ってくる事は無かったわ。16歳のまま、コールドスリープ系の手法で還ってきてもいない。事象だけ見れば、遭そう難なんしているような状態に見えるわ」

　腕組みして答える私に、瑠姫は黒いヌイグルミを抱だっこしたまま頷うなずく。

「そう。原田たちは今ここに自力で還って来られずにいる。そしてさらに問題なのは、過去の原田たちの存在が２重になった事なのだわ。これは危険な事よ」

　瑠姫の言葉に、「危険……？」と、矢子に寄り添う祈が心配そうにタレ気味の目を弱らせる。

「時間とは自然の一部。自然には自己修復力がある。同じ人が２人いる状態が続くと、自然は『本来いなかった方』を消しにかかってくるのよ。ＳＦのようにパッと消える事はないけど、事故死、病死、戦死、あらゆる死の確率が日に日に上がっていき……その死から逃れる事は、いずれできなくなる」

「つまり……この時間軸上では、静せい刃じたちはもう死んだというわけね」

　あたしがそう言うと、瑠る姫きが再び頷うなずき──

　矢や子こと祈いのりが、顔をこわばらせた。

「──だから言ったであろう。御お鳳とり様を眠りから醒さますなどという不ふ遜そんを犯してはならぬと」

　突とつ如じよ、瑠姫が抱だっこしていたヌイグルミの萌もえガラスが喋しやべった。

　貘ばくのアルパカ姿を見ていたとはいえ、あたしたちはビックリして後ずさる（キリコ以外）。

　一方の瑠姫はキリッとした表情のまま、

「原はら田だたちは鳳おおとりを使って」「御鳳様と呼べ、御鳳様と」「お前たちを生き返らせた。お前たちはその恩に報むくいるため、原田たちをこの時代に甦よみがえらせるべきよ。それには私も助勢するわ」

　途中で萌えヌイグルミにツッコまれながらも、マイペースに宣言してきた。
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「狙ねらうべきは『過去に跳ちよう躍やくした16歳の原田たちが、まだ生きている過去』。その時代から今へ、原田たちを引っ張り戻すのよ。ただ時間跳躍は魔女マツキや魔法少女マツキーナがタブーにしてきた式しきだから、どうすればいいのかすら分からない。だから時間跳躍に偏へん見けんのない──妖あやかしに頼る事にしたのよ。これはアリスベルたちが成せい層そう圏けんで大欠片を奪うばった『鴉からす』を降こう霊れいした、私自作の依より代しろよ。鴉はそもそも精神しか無い妖だから、今はこれが鴉本体だと思いなさいな」

　と、瑠る姫きは両手でヌイグルミを前に突き出す。

　黒い競泳水着みたいなのを身につけ、黒髪ロングの側頭部から後ろ向きの黒い翼つばさが生えた、ギョロ目の萌もえキャラは……

「妾わらわは人間がキライだ」

　あたしたち人間を前にして、そんな事を言ってくる。

「今日きよう日びの人間は汚けがれておる。不平不満を貯ため込み、体が芯しんからドス黒くなっておる。人間はもっと物事に『熱狂』し、発散して、この瑠姫のようにキレイになるべきなのだ」

「瑠姫のように……？」

　あたしが眉まゆを寄せると、

「妾は、瑠姫は人間の例外と思っておる。瑠姫はいつも自分に『熱狂』しており、ストレスというものを感じた事がない。芯が、キレイだ」

　なぜかドヤ顔の瑠姫に持たれながらの、萌えガラスこと鴉からすは……

　持ち主と同じで言ってる事が理解しづらい点はあるけど、かつて憑ついていた瑠姫とは今でも良好な関係にあるみたいだ。

「よって、妾は瑠姫の唱えに応じ──特別に『神かみ隠かくし』の式しきを執り行ってやろうと思う。蒙もう昧まいなる人間ども、熱狂的に感謝せよ」

「……神隠し……って何」

「鴉は言葉が古めかしいから、代わりに私が説明してあげてもよろしくてよ。神隠しとは──英名を『スピリット・アウェイ』。ほんの数秒だけ時空に扉を開けて、特定の人物を攫さらう技よ。重要なのは、その際、対象のいる時間や空間が無視されること。鴉が静せい刃じやアリスベルを指定して神隠しを行えば、過去の静刃たちを攫ってこれる。過去の世界から見れば静刃たちが突然消える、まさに神隠しだけど……私たちから見れば、ここに静刃たちが突然現れる──救出の手段になるわ」

　自分の式でもないのに胸を張る瑠姫に、魔術に詳しくないらしい祈いのりが顔を明るくしたが──

「その代わり、この式を執り行うのには莫ばく大だいな魔力が必要となるわ。私たちは魔力の源となる贄にえを、鴉に捧ささげなければならなくてよ」

「そう来ると思ったわ。妖あやかしと人は大たい抵てい、ギブ＆テイクの関係になるから。で、何が欲しいの」

　あたしがちょっとカラスを突つつくと、

「妾は『熱狂』を所しよ望もうする。げに甘かん露ろなるは乙女の熱狂で漉こした式力ちからぞ。お前たちよ、乙女を66人、同時に熱狂させよ。その暁あかつきには、神隠しを執り行ってしんぜよう」

　──なるほどね。

　コイツも……鵺ぬゑや貘ばくと同じ、人間の感情の一部を喰くらう妖の一種なのね。それも、ただ感情を食うだけじゃなくて、感情で漉した『魔力』だけを食べる一段上のグルメなんだわ。

　そして、あたしはすぐに思い至る。鴉の要望に応こたえる術を。

　人を熱狂させて……つまりトランス状態にして魔力を引き出す行為は、人間も昔から行っている。いわゆる──

　──黒ミサだ。
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　俺おれは──巻き込まれて、振り回されて、流されている。

　異能たちの戦いに巻き込まれ、気持ちの上ではアリスベルに振り回され、進む道は大人おとな達の作った流れに流されている。

　どんなに、斬きり合いに強かろうと……

　俺は運命に対しては、なされるがままの、ただのガキなんだな。

『さっそく君たちと一緒に戦うエージェントに面会しておきたまえ。ただ、向こうはちょっと人見知りなところがあってねェ。えーっと、原はら田だ……静シズ刃ハ君だっけ？　君が一対一で会うのがいいだろう』

　漢字を読むのが少々ニガテらしい元総そう理りに促うながされ、俺は１人──

　２０１０年ではまだ営業していた赤あか坂さかプリンスホテル、その離れにある旧館の車寄せで……運転手つきの議員公用車を降りた。

　今夜は微かすかな雪に加えて霧きりも出てきており、寒さは肌はだを切るようだ。

　だが、神かん崎ざきアリアに撃たれた打だ撲ぼくを癒いやすために黒套コクドを着てきたおかげで、顔の上半分以外は暖かい。黒套には冷暖房の機能もあるからな。

　白しろ壁かべ・黒屋根の歴史ある旧館を見上げ、俺は……

「──鵺ぬゑ。お前はいいのか。[image: たつ]たつのアクアステル奪だつ還かんの件は、お前も一いち蓮れん托たく生しようなんだぞ」

　コッソリ貘ばくに渡してもらっていた、アンゴラウサギの鵺に囁ささやく。

　携帯電話のストラップとしてブラ下がっている鵺は、

「いいんだじょ、いいんだじょ。妖よう刕とうは凶事の生産者。人間同士が戦えば、新たな恨うらみ辛つらみが生じる。鵺は苦しみもがく人間がダーイスキなんだじょ。人の不幸は蜜みつの味。デュフフフ」

　……ヨダレ垂らしてやがる。ヌイグルミのくせに。その水分はどこから出てんだ。

　これから組む事になる、得え体たいの知れない人物──間違いなく、異能だろう──と１人で会えという元総理を信用しない態度も取れず、貘やアリスベルは連れて来られなかったが……

　代打で異能アドバイザーとして連れてきた鵺は、人格が根ね腐ぐされしてる悪女。元々は俺たちを殺した仇きゆう敵てきだ。しかも軍門に降くだった後も反省の態度があまり見られない。

　こんなのに頼らなきゃならない俺たちも、元総理と同じ人材不足だな。

「ちゃんとストラップのフリしてろよ。寒くてもクシャミとかするなよ」

　鵺に念押しし、背の妖刕を確かめて、霧の向こうの赤坂プリンス旧館に入っていくと……

　貸し切りにされていた館内入口には、『早乙女さおとめ様・原田様御お席せき　２階・トリアノン』と立て板が掛けられてあった。

（お仲間は、『早乙女さおとめ』ってヤツか）

　静かな館内……金色の刺し繡しゆうが為なされた赤あか絨じゆう毯たんの上を、黒套コクドのブーツで歩き……２階。

　そこのレストランの中央にある丸テーブル、俺おれ側から見て横向きの席に──そいつは、いた。

「……ッ……！」

　その姿に。

　言葉が、出なくなる。

　年齢は俺より１つほど下に見える。横顔から分かるが、すごい美形だ。

　髪は長く、いわゆるポニーテールに結っているが……中性的な顔つきのせいで、男か女かは分からない。だが、俺が絶句したのはその辺が理由じゃない。

　一つだけ、ハッキリ分かったからだ。コイツのことが。

（コイツは……！）

　俺の黒套と似たデザインの、金色のバックルやボタンがあちこちにある白いロングコートを着て……銀ぎん鞘ざやのサーベルを携たずさえている。左腰に、２振り。

　絶句したまま近付きつつ、見えたが……カップ形をしたサーベルの鍔つばには、イバラの彫金がある。妖よう刕とうの鍔にある唐から草くさの彫刻と同じ、断絶警報インデイケーターを鳴らす時に光る部分だろう。

　俺の右みぎ眼めに表示ガイドが見えてくるが、表示されなくても分かる。

（──『妖刕』だ……！）

　妖刕は、俺１人じゃなかったんだ。

　白いテーブルクロスの掛けられたテーブルの対面トイメンに、驚きよう愕がくの表情で俺がつき……

　俺とそいつが、初めて視線を交わす。

　目め尻じりのツリ上がった、鋭い目。表情もキリッとしていて、サムライのような印象を受ける。

「……」

　近くで見てもやたら美形なので、俺が緊張して黙っているところに──「お飲み物は？」といつの間にか近付いていたウェイターが尋たずねてきた。

「──カリフォルニア・ウェンディ、アールグレイで。シュガーシロップは不要だ」

　白い妖刕が、喋しやべった。

　男口調で、なんだか分からん呪じゆ文もんみたいなセリフを。

　声は高いが、年齢的に見て声変わりしていない可能性も無くはない。性別はまだ分からんな。

「原はら田だ様は、お飲み物をいかがなされますか？」

　俺の名前を勝手に知ってるウェイターに、

「……水でいい」

　こういう高級な場に慣れてない俺は、適当に答えるしかない。

　すると、そんな俺をバカにするように微笑した白い妖刕は、

「では私も、ミネラルウォーターで。ガス抜きでな」

　と、キザな態度で注文し直した。

　男だろうと女だろうと、腹が立つな。美形に鼻で笑われると。

　なんにせよ、コイツの第一印象は悪いね。

「……まさか、黒い妖よう刕とうがいたとはな」

　白いオープンフィンガーグローブをした腕を組んで、そいつは俺おれを見下すように言ってくる。

「お前が白いんだろ。いろいろ聞きたい事はあるが、まずは名乗れ」

「人に名を尋たずねる前に、まず自分が名乗るのが作法じゃないのか？」

　いきなりケンカ腰だよコイツ。ガキめ。

　俺はお前より年上だぞ、という言葉がノドまで出かかったが……ここは年上が折れてやるか。年下相手に即ギレしてちゃ、俺の男が下がるしな。

　微妙に睨にらみ合う俺たちの間で、ニコニコ顔のウェイターが『CHATELDONシヤテルドン』とラベリングされた瓶びん詰づめのミネラルウォーターをグラスに注ついでくれた。

　スッ、と白妖刕がグラスを持ち上げたので、乾杯の仕草かと思って俺がグラスを前に出すが──それには応じてこないで、

「上げるだけでいい。グランメゾンのグラスは薄うすい。割れるぞ」

　と、また鼻で笑いやがった。いちいちカンに障さわる野郎だ。何だよグランメゾンって。

　で、結局、ミネラルウォーターで乾杯か。洋風な水みず杯さかずきだな。

「原はら田だ静せい刃じだ」

「早乙女さおとめ刹せつ那なだ」

　名前……

　からしても、男か女かよく分からないな。

　だがどちらにせよ、早乙女も俺と同じような血みどろの運命を経てここに来たのだろう。

　自己紹介抜きでもそれを物語る、触れれば斬きれそうな──シャープなムードがあるぜ。

「……」

　会ったは会ったが、別にこのイケ好かないグランメゾン氏と喋しやべる事も特にない。ので、俺は──時間つぶしに、テーブルの小皿に２つ置かれてあったチョコレートを１つ食べる事にした。

　ここは高級店だ、きっと高級品なんだろう。食っておかないと損した気分になるしな。

　というわけで、俺はそれをボリボリやって水で流し込む。

　味は、割と普通のアーモンドチョコだったのだが……

「──お前は節制が足りないな」

　なんか、ツッコんできたぞ。俺に、早乙女が。

「何がだ」

「チョコレートなど高カロリーで甘いだけのもの。私は絶対、断じて、口にしない」

　何コイツ。

「じゃあ２個あるけど、もう１個も貰もらうぞ」

　と、俺おれは貧乏人根性でそれを黒套コクドのポケットに入れる。

　あとで貘ばくにあげよう。あいつチョコ好きだし。

　それでポケットが膨ふくらんだので、鵺ぬゑのストラップつきの携帯を別のポケットに移した時──

　そのヌイグルミを早乙女さおとめが一いつ瞬しゆんまじまじと見てきたので、バレたか……？　と一瞬思ったが、

「……アンゴラウサギのストラップ？　子供じゃあるまいに。幼稚な男だな」

　なんだ。また突っかかるポイントを探してただけか。

　だけど早乙女お前、よくアンゴラウサギだって一目で分かったな。動物に詳しいのかな。

「不ふ摂せつ生せいで幼稚なだけじゃない。警戒心、注意力、テーブルマナー、言葉遣づかい、全すべてがなっていない。麻あ相そう先生の見込み違いだ。お前は──妖よう刕とうを名乗るのもおこがましい、ニセ妖刕だ」

　トドメに、偽にせ物もの呼ばわりと来たか。

　お前こそマナーがなっちゃいねえぞ。

「組むまでもない──ニセ妖刕、お前は私の足手まといになるに違いない。私は今までずっと１人で戦ってきたし、陸自の巻まきごとき１人で暗殺できるのだ。そもそもな」

「俺だって物ぶつ騒そうな話に巻き込まれたくはない。だがご指名も受けたし、[image: たつ]たつへの頼み事もある。退ひかないぜ」

「お前の事情など知ったことか。いいから、麻相先生に辞退を申し出ろ」

「イヤだと言ったらどうする」

「力尽ずくで辞退させる」

　そう言うより先に──

　早乙女は座ったまま、銀ぎん鞘ざやの妖刕に触れていた。

　準潜在能力開放セミオープンアクト。それを始めやがったんだな。

「……お前の第一印象は最悪だぜ」

　やむなく、俺も妖刕を意識して──準潜在能力開放セミオープンアクトを始める。３％……４％……

「奇遇だな。私も同じ事を思っていたところだ」

　がちゃんっ、と、早乙女はテーブルに拳けん銃じゆうも出した。

　まだ一皿も料理が出てないってのに、短気なヤツだ。

　表示ガイドで分かる。オイルが丁てい寧ねいに塗布されて青光りしている黒い拳銃は、スミス＆ウェッソン、Ｍ＆Ｐ・Ｒ８、.357マグナム。銃口近くの銃身下部にオプション増設のためのレールがある、現代的な銃だ。

　マグナム弾を使うリボルバー式拳銃なのに、最新素材を活いかしたその装弾数は何と８発。

　俺のレイジングブルより３発も多い。

　早乙女は横倒しにした銃Ｒ８からシリンダーを一いつ旦たん引き出し、パチンッ、と、暴発防止のために抜いていたらしい初弾を装そう塡てんした。そして、チャッ。銃を振るように裏返して、シリンダーを銃本体に収めてる。

　……カッコいいな。今度レイジングブルを使う時、マネしよう。

「まずは８％でお相手しよう」

　Ｒ８をヒップホルスターに収めた早乙女さおとめが言う『８％』とは、準潜在能力開放セミオープンアクトの事。

　自分の全能力を、通常の４倍に上げるという意味だ。

「俺おれも、降りかかる火の粉は払わせてもらうぜ」

「それでいい。自衛と専守防衛は日本の法でもあるからな。ただし言っておこう。私は今まで55戦、異能に負けた事がない。自分が強すぎて退屈なくらいだ」

　そう言って、早乙女はイスにふんぞり返る。

　なんとも尊大で、好戦的な……

　なるほど、妖よう刕とうに好かれそうなヤツだよ。

「──退屈は良くないよな。じゃあ、その退屈から解放してやるぜ。今夜はお前の無敗記録が終わる夜だ」

「では、今夜決めよう。白と黒、どちらの妖刕が強いか」

　これは……

　……同族異種、瑠る姫きハニーリズと矢や子こさんの戦いのような、黒と白の戦いだ。敵味方の色は、あの時とは逆になってるけどな。

「３分だ。３分後、お前は私の足あし下もとにひれ伏している」

「奇遇だな、俺も３分でお前をブッ潰つぶしてやる」

　お互い、妖刕の力で獰どう猛もうさが増してきたか……

　言葉遣づかいが、荒くなってきている。なるほど、その辺のシステムは大体同じ──

（──ッ！）

　バッ！　と、突とつ如じよ。

　体操競技の鞍あん馬ばみたいなアクロバティックな動きを見せた早乙女が──白いコートを翻ひるがえしてテーブルの上に片手で逆立ちした。

「斧フ踵シヨウ嶽ガクっ！」

　そしてまっすぐ高く上げた踵かかとを、俺の脳天目がけて振り下ろしてくるッ。全体重を乗せて、車でも叩たたき潰せるような勢いで！

　──ガツッッッッッ──！

　俺はクロスさせた両腕で早乙女の『胴回し踵落とし』を受け流し、ダメージを半減させる。

　早乙女の踵が落ち、高そうな丸テーブルが粉々になって室内に散った。

　受け止める事は──できなかった。

　もしそうしていたら両腕がワリバシのように折られ、肘ひじからもげていただろう。

　すぐさま、パンパンパンパンッ！　とＲ８から発砲音が上がり、とっさに頭部を守った俺おれの両腕に、爆はぜるような着弾の衝しよう撃げきが連鎖する。

　蹴けり技とマグナム弾の連撃で、室内を滑すべるように窓側へ後退させられた俺は──

　今上げた腕で、そのまま背の妖よう刕とうを２本共抜いた。２刀を構える腕に力が籠こもり、バキッ、バキバキッ……！　腕、背、脚あし、全身の筋肉から、車のタイヤを絞るような音が上がり始める。

　潜在能力開放オープンアクトだ。コイツは、準セミじゃ対応しきれない──

「──抜いたなニセ妖刕。妖刕同士の戦いは先に抜いた方が不利。お前は負けたも同然だぞ」

　……なるほどね。

　お互い、３分しか戦えないワケだからな。勉強になるぜ。

「それに私は、刀を握る手つきからその人間の大体の力量が分かる。もちろん、お前の事もな。お前は……妖刕として未熟。その一言に尽きるよ」

　テーブルの瓦が礫れきを踏み越えて、早乙女さおとめが一歩、こっちに踏み出してくる。

「どうせお前は斬きられるのだから、あまり不規則に避よけてくれるなよ？」

　いつの間にか拳けん銃じゆうを収めた早乙女は、左手の親指で……ピッ。

　喉のど笛ぶえをカッ切る仕草を見せた。俺の首を刎はねる、と、脅おどしてるのだ。

　そいつもカッコいい威い嚇かくだな。いずれパクってやろう。

「ヘタな所を斬られると、一刀の下もとに死ねないから、痛いぞ」

　と、早乙女さおとめが左腰に揃そろえて提さげた２刀のサーベル──俺おれのより随ずい分ぶん洋風な、『妖よう刕とう』──を、抜く。
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「私は──不器用なのでな」

　冷れい酷こくそうに微笑ほほえんだ早乙女の右みぎ眼めが、青く、光り始める。既すでに赤く光っている俺の右眼と同様に。そんな所まで瓜うり二ふたつ、早乙女もバーミリオンの瞳ひとみ──『表示ガイド』の使い手ってワケか。

　早乙女。お前には視みえてるんだな。俺の斬きり方が。

　俺にも──視えてるぜ。







【　Episode 14　白い妖刕　】




　早乙女の剣術は、蹴けり技とサーベルを併用する、明らかに通常の対人用ではないものだ。

　リーチではこっちが勝まさっていたが、早乙女は切り結んだ刀を受け流してから──異常に重い蹴りを入れてくる。

　表示によれば、ヤツの白い編み上げブーツには純金が仕込まれてるらしい。俺は攻めているにもかかわらず、体勢を崩され、窓側へ後退させられていく。

　盾たてにするために、俺も高そうな丸テーブルを蹴り上げるが──

「──ヤッ！」

　そのテーブルを蹴り割った早乙女は、さらにアクロバティックな跳とび二段蹴りを俺の正面に叩たたき込んでくる。

　砲弾２発を喰くらったような衝しよう撃げきがあって、ガッシャアァァァアァン！

　俺は背中で窓を突き破り、赤あか坂さかプリンス旧館の２階から転落させられた。

　霧きりの中で４分の３回転し、どちゃっ、と刀を握った両りよう拳こぶしと両足で着地するが──

　実は、これは俺の妖刕の作戦通りだ。

　戦うなら屋外の方がいい。

　黒套コクドはこの宵よい闇やみに紛まぎれるが、早乙女さおとめの白いコートは目立つ。表示ガイドがあるとはいえ、俺おれたちは片目は肉眼。保護色は戦闘に大きく影えい響きようする。それでなくても外は霧きりで視界が悪いしな。

　より暗い所で待ち伏せしてやろうと、フェンスを越えて移動する俺は──

　霧の中、敷地外に出た。足あし下もとが固い。道路……ここは国道２４６号線、青あお山やま通りだ。

　ここも暗いが、道を渡った向こうにはもっと暗い建物の影がある。

　よし、そこで早乙女を仕留めてやる。

　と、俺がガードレールを跨またいだ時──

「妖よう刕とうは折れず、曲がらず！　敵に背を向ける臆おく病びよう者もの──お前は、妖刕失格だッ！」

　赤あか坂さかプリンスのフェンス上から、追いついてきた早乙女が飛びかかってくる。

「……ッ！」

　振り向いた俺の妖刕と、早乙女のサーベル。計４本の妖刕が鎬しのぎを削けずって火花を散らし、鍔つばと鍔がぶつかり、オープンフィンガーグローブの手首と手首が絡からみ合う。

　次の瞬しゆん間かん──

　──ガスンッ！　と、後ろ頭を激しい打撃が襲おそった。殴なぐられたのかと思ったが、俺の後頭部を打ったのはアスファルトの車道。

　目が回って、表示も歪ゆがむが──

　組み合った瞬間、早乙女は俺の右足を払って前に出させ、ロックした右手首を下げさせ、左手首を上げさせたのだ。全く同時に、電光石火の素早さで。

　早乙女は──素早い。

　俺が１動作する間に、３動作は出来ている。

　そして、不器用を自称するくせに器用だ。

　その代わり、潜在能力開放オープンアクト同士で組み合って分かったが……身体からだが細く、俺より筋力が無いようだ。リーチも短い。

（つまりパワーでは俺、スピードでは早乙女、ってとこか……）

　車道をさらに退さがりつつ立ち上がった俺が、そんな分析をしていると──表示──警報アラート──

　──ドンンンッ！

　真横から高速でブチ当たってきたデカい何かに吹っ飛ばされ、俺の体は宙に跳はね上げられた。

　さっきは黒套と暗闇で保護色を使おうと思ったが、それが裏目に出た……！

　青山通りを走行していた、自動車──車道上の俺が見えなかったらしいトヨタ・ソアラに、ほとんど減速ナシで撥はねられたのだ。

　だがそこは俺も妖刕。黒套の守りにも助けられつつ、撥ね上げられた勢いを活いかして信号の支柱に刀を引っ掛ける。そして、クルッ……と、車用信号の上にしゃがみ姿勢で乗った。

　信号が俺の右みぎ眼めと同じ赤色になり、『113km/h』と、撥ねられた時の車のスピード──余計な表示が視みえた。スピード違反だぞ、ソアラ。

　銃を出して俺おれを追ってきた早乙女さおとめに、

「早乙女。赤信号だぜ」

　そう言い残し、黒套コクドを翻ひるがえした俺は更さらに信号機の上空へと跳ちよう躍やくする。ケガの功名──霧きりでよく見えないが、上にはもっと暗い建造物があるぞ。

　跳とびながら見下ろすと、俺の人間を超えた動きを見た早乙女は、それと戦うのが楽しいのか……切れ長の目を細めて、ゾクッと来たような笑みを浮かべている。

　笑うことに慣れてないのか、その笑顔は硬く、ぎこちなく、笑顔なのに冷たい怖さがある。

　そして、タンッ！　信号が青になって突っ込んできたホンダ・インテグラを踏み台にして、信号機・車道用ライトと次々にサーベルを引っ掛け、段違い平行棒の要領で上へと追ってきた。

　そして──道路の上の建造物、そのフチで２人の妖よう刕とうが対たい峙じする。

「──打ち首にしてやる」

　そう言った早乙女の刃やいばが光り、そのナナメ下からの光源が……車だと分かる。

　一難去ってまた一難。

　暗くてよく見えなかったが、ここは首しゆ都と高こう４号線。高速道路。その防ぼう音おん壁へきの上じゃねえか。

「俺をか？　いかがなものかと思うぜ、出来もしねえ事を言うのは」

　俺は、ペッ、と血の混じったツバを吐き、妖刕を構える。

　そして、早乙女の方へ駆ける──

　──と見せかけて真横に跳び、高速を走るデコトラに跳び乗った。

　ゴロゴロッ、とコンテナ上を転がりつつ右刀を納刀して、レイジングブルを抜く。ここは、表示ガイドを頼りに銃撃戦だ。と、思ったが……

　トラック後方の早乙女は、俺のマネをして後続の石油タンクローリーに跳び乗ってやがる。

　濃のう霧むで視界が悪い中、あれを撃つワケにはいかないぞ。

　霧のせいで、さらに──道の先がどう曲がっているのか分からず、意外な方向にトラックが揺れる。

　それで俺の足がフラついたのを見逃さず、早乙女は併へい走そうする形になったタンクローリーからデコトラに跳び移ってきた。

　すかさず降り注いでくる早乙女の斬ざん撃げきを、表示に従って妖刕で弾はじき──前方から迫る標識を横へ、下へ、また横へと避よける。

　トラックのカラフルな電飾が霧を彩いろどり、足あし下もとに光の玉が幾つもあるような光景だ。

　粉雪も視界に流れ込んでくる。まるで絶ぜつ界かいみたいな、幻げん想そうじみた空間だな。

　トラックの後方に俺を追い詰めた早乙女が、左右のサーベルをハサミのように構え──

「──傾かし巍ぎ十じゆう字じっ！」

　俺の頭部を切断しにかかってきた。ので、

「──傾かし巍ぎ十じゆう字じッ！」

　発声で発動するその技を、俺おれも出す。

　ＸＸ字に闇やみを切り裂さいた４本の妖よう刕とうが、交点で激突して火花を散らし──

　体重差・筋力差に物を言わせた俺が、早乙女さおとめを弾はじき飛ばす形になった。

　表示ガイドでその展開を先読みできていたらしい早乙女は、空中で抱かかえ膝ひざ後転を切る。白いロングコートを尾羽根のように翻ひるがえし、コンテナ前方に着地──する事が分かっていた俺は、既すでに助走しており──表示のタイミングに合わせ、

「──虚コ弾ダンッ！」

　インパクトの瞬しゆん間かんに筋骨を硬直させて肉体を砲弾と化す、追撃のドロップキックを見舞う。

　早乙女はコンテナから斜め前方に転落する……事も表示で予測していたか、サイドミラーにサーベルを引っ掛け、ブランコのように側面からコンテナ上へ戻ってきた。

「……やるじゃねえか、早乙女」

「……お前もな、ニセ妖刕」

　そう応じた早乙女は──ハリウッド映画ばりのアクションにも、息一つ切らしてはいない。そのお美しいお顔にも、汗一滴かいてないよ。こっちはけっこう、息が上がってるんだけどな。

「私の妖刕は今、私が勝つ確率を90％前後と予測している。降参しても構わないぞ、ニセ妖刕。それとも、１割ほどの少ない確率に賭かけて戦うか？」

「１割？　いいじゃねえか。そのくらいじゃないと、博ばく打ちは盛り上がらねえぜ」

　デコトラが四よつ谷やへ向かう都道４０５号線と分ぶん岐きし、トンネルに入った時──

　──リリッ、リリッ、リリッ──

　俺の妖刕の鍔つばに描えがかれた模様が、赤い明滅を始めた。

（断絶警報インデイケーターッ……あと１分しかないぞ）

　早乙女のサーベルにも同じ機能があると見るべきだが、まだ警報を鳴らしていない。ヤツの方が遅く抜刀しているからだ。

　──時間切れになったら、俺が負ける。

　ここで戦っていても埒らちが明かない。当初の作戦通り、もっと暗所へ行かないと。

　だが、見上げたトンネルの天井にもライトは灯ともっている。それに舌打ちした時……その光が途切れて、深い闇が見えた。

（……夜空？）

　目を凝こらすと表示も出た。この闇は、空だ。

　このトンネルは浅く、部分的に地表に大きく穴が開いており、溝みぞみたいな構造になっているようだ。

　そして今、上は真っ暗。

　何らかの、都心には珍しい『灯あかりの無い施設』の下を通過しているらしい。

（……勝機だッ）

　いま上に出れば、勝てるぞ。

　とばかりに、俺おれは思いきり屈かがんでから──バッ！　と黒套コクドを鳴らして跳とび上がる。

　表示ガイド通りの放物線を描えがき、ちょうど地上の柵さくを跳び越えた瞬しゆん間かん──

「また逃げるかッ、卑ひ怯きよう者ものめ！」

　俺を追って跳んだ早乙女さおとめが、空中で組み付いてきたッ……！

　暗い場所に落下する間、組み付いたままの早乙女は膝ひざ、肘ひじなどリーチの短い打撃をこまめに叩たたき込んでくる。俺も腕や脚あしでブロックするが、打撃は全すべて鋭く正確に臓器を狙ねらってきてる。表示の助けもあるんだろうが、元々かなり武道をやりこんだ人間の動きだ。

（コイツ、息を吐くように攻撃してきやがる……！）

　だが、取っ組み合いなら力に勝まさる俺にも分ぶがなくはない。

　潜在能力開放オープンアクトの馬ば鹿か力ぢからで早乙女を振り回し、上に乗る形で──

　──バサバサッ──ドサッ！

　俺と早乙女は……バラの低木を掠かすめて、うっすら雪の降り積もった地面に落ちた。

　表示で分かる。ここは政府が海外からのＶＩＰを招く、赤あか坂さか迎げい賓ひん館かん。そのバラ園だ。

　俺は闇やみの中で早乙女に馬乗りになり、上から胸を押さえつける。

　その瞬間すでに２人はお互いの首に妖よう刕とうの切っ先を向けようとしていたが……

「……ッ……！」

「……っ……」

　……揃そろって、動きが止まってしまった。

　や、やわらか……い……

　俺が押さえつけた、早乙女の、胸が。

　サラシか何かで押さえつけているとは思われるものの、確実に、柔らかい膨ふくらみがある。

　これは……この胸は、その……

　俺が赤くなって硬直していると、早乙女の胸がさらにプクーッと膨らんで──からの──

「────破ハ廉レン恥チ者ものぉぉぉぉぉぉぉ────っっっっ[image: ]」

　こ、吼コウ破ハだこれ！

　すっかり忘れてた轟ごう音おん技わざをモロに受けた俺がひっくり返り、後ずさった早乙女がサーベルを持ったままの腕で自分の胸を押さえた時……

　そのサーベルの鍔つばに描かれたイバラの模様が、リリッ、リリッ、と鳴り始めた。青色に光りながら。

「……早乙女、お前……」

「何だその態度は。ニセ妖刕」

「いや、その……お前、女だったんだな」

「──いつから誤解していた？　私は自分が男だと言った覚えはないぞ」

「済まない。謝る」

「何に対してだ」

「だってその、今、身体からだを……胸を、摑つかんじゃっただろ」

「気にするな。私は女を捨てている」

　と言いつつ少し声が震ふるえてる早乙女さおとめは、雪を踏んで立ち上がると──

　白薔薇アイスバーグのバラ垣がきを背に、ぽい、ぽい。暗い夜空へ左右のサーベルを放り上げた。そして白いロングコートの左ひだり裾すそだけを広げるようにして銀ぎん鞘ざやを傾け、チャキッ、チャキッ。両サーベルが落ちてくるのに任せて、両方を鞘でキャッチしてる。

　美男子がやってたらブン殴なぐりたくなるような、キザな動作だが……

　早乙女が美少女だと分かると、そのカッコ良さは何だか魅み力りよく的に思えてしまう。

　とにかく──早乙女が納刀したので、俺おれも……断絶警報インデイケーターを鳴らし続ける妖よう刕とうを、納刀する。

　もう、戦う空気じゃなくなっちまったしな。

「……本気で私を斬きりにきていない事は、分かっていた」

　ツン、と鼻の高さがよく分かるソッポを向いて、早乙女がそんな事を言ってくる。

「俺も同じ事が分かってたよ。お前、腕を試してたな？」

「そうだ。抜刀時はＧ９ぐらいの存在感があるな」

「Ｇ９……って、何の単位だ？」

「そんな事も知らないのか？　こんなのと組まされるとは……麻あ相そう先生は気まぐれで困る」

　こっちだって……

　こんないけ好かないヤツ、しかも女と組まされるなんて、困った話だ。

　だが陸自なんぞと戦うなら戦力は多いに越したことはないし、いま分かった事だが早乙女の強さは信用できる。

「だがニセ妖刕。誇っていいぞ。抜刀した私と２分20秒も戦えたのは、お前が初めてだ」

　この。何度もニセ呼ばわりしやがって。

「……これで終わったと思ってんのか」

「安心しろ。終わったとは微み塵じんも思ってない。お前とは、いずれ必ず決着を付けさせてもらう。それとも今から準セミで、私と殴り合うか？　言っておくが私は合あい気き道どう、空から手て、柔道、日本拳けん法ぽうの覚えもあるぞ」

「お、俺だって……プロレスを少しかじってる」

　こないだ矢や子こさん・祈いのり姉妹とフロでな。

「──ニセ妖刕よ。やむを得ず組むにあたって、事前に言っておく。私は日本の敵を討つ事を最優先する、日本のための戦いくさ部べだ。たとえお前が犠ぎ牲せいになろうとも、夷い狄てきを討つ事を優先する。従って、私たちの間には友情は無い方が良い。私は、誰だれとも、友情を結ばないのだ」

　ツンツン睫まつ毛げの目をツリ上げた白い妖刕、早乙女は……

　キリコ級の変わり者だな、こりゃ。

　ちなみに、アドバイザーとして連れてきたのに一言も喋しやべらなかった鵺ぬゑをコッソリ確認すると……鼻チョウチン膨ふくらませて、寝てやがった。よく寝れるもんだな。ていうかシメたろか。
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　興奮・恍こう惚こつのあまり変性意識状態の一種──いわゆるトランス状態になった（かつ、魔力を有する）者からは、その感情で変質した魔力が漏ろう出しゆつする事が経験則で知られている。

　それ狙ねらいで人々を集めて行われるのが、『黒ミサ』。

　集団を大興奮させる、そのパーティーの内容は……歴史的には宗教絡がらみだったり、エッチなやつが定番なのだが……そういうのは人集めに難なん儀ぎするので、今日きよう日びは流は行やらない。

　現代でよく行われるのは、オペラやライブといった音楽系の催もよおしだ。

　それを居鳳いのう高で開かい催さいできれば、鴉からすが欲しがる『乙女66人分の熱狂』による魔力を捧ささげる事も不可能じゃないだろう。

「──私たちの仲間内にプロのアイドルがいたのは、不幸中の幸いね」

　今は目を開けたまま眠っているらしい鴉を抱だっこして、瑠る姫きがポスターの束を運んでくる。

　イラストが得意だった祈いのりが描かいた、あたしたちのライブの告知ポスターだ。

　黒ミサは扇動役に異能がいればいるほど魔力が多く取れる。だからキリコに裏方を任せつつ、あたし・矢や子こ・瑠姫と、それに祈も加えた４人グループのライブという形を取ることにした。

　グループ名は瑠姫が奇跡的にセンスを発揮して考えた『Nu-ヌ・Mă-マ・Uitaウイタ』──ルーマニア語で勿忘わすれな草ぐさを意味する名前にした。

　その花言葉は、『遠いあなたへ』。

　今のあたしたちの静せい刃じたちへの想おもいがこもった、悲ひ愴そうだけどいい名前だわ。

　開催は人のテンションが上がりやすい満月の夜を狙って──約３週間後の、５月25日。

　こうしている内にも、あたしたちは刻一刻と過去の静刃たちから遠ざかっている。ノンビリとはしていられないのだが、ズブの素人しろうとを舞台に立たせ、客を熱狂させるとなると……練習に３～４週間は要いる。どんなに厳しいレッスン日程を組んだとしてもね。




　まずはライブ開催の許可を取ろうと──代表のあたしと瑠姫は新校舎１階の職員室に行き、Ｘ組担任のセアラと八や九く藻もにポスターを提出した。

　彼女らは居鳳高の教師だ。あたしたちが静刃たちを助けようとしてる事は見抜いているハズなので、二つ返事で許可してくれて、あわよくば協力してくれる事も期待していたのだが──

「うーん、別のイベントにしてほしいかなー。ほら先生、バチカンの出だから……」

　このライブが『黒ミサ』だとすぐ看破したらしいセアラは、微妙な表情で首を横に振った。

　パックの稲荷いなり寿ず司しを散らかった机で食べつつの八九藻も、あたしたちのポスターに渋しぶい顔をしてる。

「ウチも反対や。こういうのはな、しくじると逆に災さい厄やくが降りかかるんやで。昔、花はな神楽かぐら──まあ日本土着のこういうイベントやけどな、それにしくじったせいで逆に赤せき痢りが蔓延はびこった村もあったんや」

「それに、これってつまり学校のみんなに『力を分けてくれ』って意味でしょ？　みんなもう、お互いを警戒してる仲で……そんなの、来てくれないんじゃないかしら？」

　と……

　２人はこの方法に難色を示している。

　ポスター貼はりの段階で躓つまずいてしまったあたしと瑠る姫きは、困り顔を見合わせ……どう説明したものか、思案に暮れる。

　そして最終的には──「そこをなんとか！」と食い下がる形で、

「……１回だけやぞ？　お前らは問題児やからな。あぁ、セアラ先せん輩ぱい。うちが見張って、ヤバそうやったら中止させますんで」

　という譲じよう歩ほを、八や九く藻もから辛かろうじて引き出せた。




　部活どころか同好会ですらない『Nu-ヌ・Mă-マ・Uitaウイタ』には、公式に練習できる場所がない。

　だから仕方なしに旧校舎の裏に集まったんだけど、体操服姿の矢や子こと祈いのり……はいいとしても、レオタードで現れた瑠姫にはツッコむ気力も湧わかないわね。

　音おん響きよう機材も無いので、スピーカー機能もあるらしいキリコの髪飾りをスマホとBluetoothで接続して代用する事にした。

　場所もない、機材もない、オリジナル曲もない、練習時間もない。ないない尽くしの現状に、矢子・祈・瑠姫は不安げだ。人間スピーカースタンドのキリコだけは、マイペースにボーっと突っ立ってるけど。

　あたしは皆の前で胸を張り、

「どんなグループも、最初は路上からだから」

　と、静せい刃じのいない共同戦線コミユニテイのリーダー代理として励はげましてから──

「本番までは24日しかないわ。それまでに最低６曲、歌とダンスをマスターしてもらうからね。多いとは言わせないわよ。今日きよう日び、プロはライブ１回で20曲とかやるもんなんだし」

　そう説明したところで、おずおずと祈が顔の横に右手を立てた。何……？　と思って見てたところ、どうやら挙手らしい。その手が、プルプル震ふるえている。

「祈、質問？」

「は、はい。あの、い、祈、は……舞台の上に立ったりしたら、したらって考えただけで……っぷ。ぷぇ……」

　気弱そうに眉まゆ尻じりを下げた祈は、そのまま口を押さえて……

　その場に女の子座りしてしまった。

「何。どうしたの急に。あんた持病でもあるの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　あたしの問いかけに答えたのは、その祈いのりの隣となりにしゃがんで背中をさすってやってる矢や子こだ。

「あ、あのね。ここに来る前に私が話を聞いたんだけど……祈は市いちヶが谷や女子小学校の音楽会で舞台に上がった時……転んじゃって、全校生徒に下着を見せちゃったトラウマがあってね……舞台に上がるって考えただけで、具合が悪くなっちゃうみたいなの」

　──な、何よその、狙ねらい澄ましたようなライブへの向いてなさっぷり……！

「じゃ……じゃあ祈はまず、あたしたちの前で歌う事から練習しなさい。あんたみたいに顔も声もカワイイけど、あがり症って子は割といるのよ。そういう子は少ない人数の前で練習してから、次第にお客さんを増やしていって慣れさせるものなの。特にこの曲は、パラソルで顔を隠して始めるやつだから。恥ずかしくないわよ。よしみんな、まずはこの曲から練習よ」

　と、あたしが手本を見せてあげようとスマホをタップする。

　そしてキリコの赤いボールみたいな髪飾りから、『Umbrellaアンブレラ』のイントロが流れると……

「あら、リアーナ？　好みのアーティストよ」

　歌えと言ってもいないのに、瑠る姫きが勝手に『Umbrella』を歌い始めた。

　それが──それが……っ……

（……おっ、女ジャイアン……！）

　──音おん痴ちだわ。それも天性の音痴……！　聞いていると不安になってくる何かがあるレベル。ほんとにボエーって言ってない？　この黒魔女。

　きっと……いつも呪のろいの歌ばっかり歌ってるから、そのクセが抜けないのかもだわ。ヤバい、矢子が耳を塞ふさいであげてるのに、祈が失神しかけてる！

「やめて、やめて！　とりあえず歌は後回しでいいからっ。先にステップだけ教えるわ！」

　瑠姫の口を手で塞ぎ、曲を最初に戻し──

「こうよ。前、前、足首を返して、後ろ、後ろ……はい、まずはこれだけ。誰だれでもできる事」

　と、あたしは最初の数秒分だけステップを踏んで見せる。

　全身をいっぺんに動かすダンスは、最初から全部覚えなくてもいい。まずは足の動かし方、次に手という具合に分解して覚えさせるのが、初心者が踊れるようになるコツなのだ。

　なんとか祈も起立させ、もう一度曲を最初に戻して──

　３人に、今のステップを踏ませてみるが……

「あ、あれ……？　やっ、やっ」

　今度は、矢子か……！

　一目で分かる。

　これ、運動音痴というやつだわ。

　人に言われて意識しちゃうと、体の動きを制御できなくなるタイプ。クラスに１人はいる、行進すら右足と右手が一緒に前に出ちゃうアレな子のパターン。

　スキップやケン・ケン・パーより簡単にできるこのステップが……矢や子こにはできないのだ。

　ていうか、なんで──足をもつれさせて、こっちへ来る!?

「こ、ちゃ！」

　深夜アニメみたいに躍動する、１ｍはあってもおかしくない羨うらやましいバストが──

　あたしの顔面に正面衝しよう突とつしてきたっ。

「──んぐッ！」

　その瞬しゆん間かんは何かに目覚めてしまいそうなほど、信じられないほど気持ちよかったのだが……

　矢子の下敷きになった瞬間、あたしの右足首に痺しびれが走った。電流とは違う、激しい痺れが。

　その痺れはすぐ、絶望的な激痛に変わる。

　──前ぜん距きよ腓ひ靱じん帯たい断だん裂れつ。居鳳いのう総合病院でその診断を受けたのは、それから数時間後の事だ。
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　早乙女さおとめとの『腕試し』があった夜……

　代だい官かん山やまのマンションに帰ると、東京７区──渋しぶ谷や区から選出された衆議院議員の名で、俺おれとアリスベルが近所の中高一いつ貫かん校こうに通えるよう手配したとのファックスが届いていた。

　おそらく俺達を普通の少年少女として偽ぎ装そうするために、元総そう理りが手を回したのだろうが……個人的には、嬉うれしい話だ。

　２年半後、普通の学校に通う機会を大人おとなたちに奪うばわれた俺としてはな。

　その後すぐにクロネコヤマトで宅配されてきたブレザーを着て、俺とアリスベルは翌日──家から徒歩７分ぐらいの旧山やま手て通りにある、都立渋谷高校に登校する流れとなった。

　昨晩の雪をすっかり解かした朝日の中、

（……これが、普通の高校……！）

　俺はガラにも無く目をキラキラさせて、そのコンクリート打ちっ放しの校舎を見上げる。

　居鳳高と比べると遥はるかに狭く、校門から校舎まで数歩しか無いが……

　それがいかにも都心の高校って感じで、逆にカッコいいぞ。

　そして何より嬉しいのは、次々と男子が登校してる事だ。それだけで得えも言われぬ安心感がある。ほんと同性はサイコーだぜ。あらぬ誤解を受けそうだから、声には出さないけど。

　なお、貘ばくがどうしても持っていけとうるさかったので、俺はやむを得ず妖よう刕とうを弾けもしないギター……レスポールのソフトケースに入れて持参している。その辺は異能離れできてなくて、ちょっと気分が壊れるよ。

　やや派手めの女性担任・浜はま松まつ先生に連れられて、１年Ａ組に入ると──

　妙な時期に男女ペアで転入してきた俺とアリスベルに、クラスの注目が集まる。

　先生が黒板に『原はら田だ静せい刃じ』『立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル』と書いたら、その時点でクラスから歓声じみたどよめきが起きた。アリスベルの名前が、皆さんのお気に召したっぽい。

「はい、じゃあ２人とも自己紹介をお願いね」

　先生がそう言い、アリスベルが俺おれを立てるように後ろに下がったので……

「──原はら田だ静せい刃じです。神か奈な川がわ県から来ました。このクラスでは短い間になりますが、よろしくお願いします」

　俺は努めて爽さわやかに、特に男子を見回しながら自己紹介をした。誰だれとも友情を結ばないとかぬかしてた早乙女さおとめのアホとは違って、俺は友達に飢うえてるんでね。

「はいじゃあ質問タイム。３分ね」

　割と適当な感じの浜はま松まつ先生に促うながされて、１人が手を挙げたが……チッ。女子だよ。

「それ、ギターですよね？　軽音楽部に入りますか？」

　違います。呪のろいの刀です。ギターなんか弾けないんで入りません。ちなみにボク未来人。

　──などと真実を語るワケにはいかないので、

「えーっと……これは『なんちゃって』で、実は全然弾けないんです。これから、個人で習うつもりで……」

　やんわり断ると、何人かの女子がヒソヒソ話をしてる。

　どうも、軽音楽部の女子が多い様子だ。軽音が流は行やってたのかな。２０１０年では。

　俺の回答が不可解だったせいか、他ほかの質問は特に続かず……

「はい、じゃあ次。立たち花ばなさん」

　３分経たってないのに空気が重くなってきたので、アリスベルに強制バトンタッチとなってしまった。

「立花・氷焰ビーニヤン・アリスベルです」

　すっ、とアリスベルが前に出ただけで──

　男子も女子も「かわいい！」「美人！」「かわいい……！」「美人」「かわいい！」とざわめきたってる。よく聞いてみると、２種類の同じことを言ってるだけなんだが。

（そりゃあ、アリスベルは文句なしの美少女だけどさ……）

　いかがなものかと思うぜ？　冴さえない俺とキラキラしてるアリスベルとで、そこまで露ろ骨こつに態度を変えるのは。

　ただ、なんとなく男子の空気は……アリスベルを高たか嶺ねの花だと判断したか、一歩ならず二歩、三歩引いている感じだな。

　アイドルや女優に対する反応に近いムードだ。

「出身は香港ホンコンですが、国こく籍せきは日本です。名前は少し複雑なのですが、姓せい・姓せい・名めいの二重姓で、前の学校ではイングリッシュネームの『アリスベル』で呼ばれていました」

　この異国情緒溢あふれるツカミに、クラスはアリスベルへの好感度を爆上げした様子でガヤガヤ。

　ンだよ。俺の『神奈川県から来ました』はスルーだったくせに。けっさらうぞ。

　ちなみに、校則的にはそんなにキビシイ学校ではないようなのだが──

　アリスベルは髪の色から靴くつまでたまたまキッチリ校則に合ってて、早くも模範生のムードが漂ただよっている。仕草から滲にじみ出る育ちの良さと合わせて、そこも印象を良くしているみたいだ。

　でもまあ、貘ばくが夜なべして針仕事してたのを見てるから俺おれは知ってるが……

　コイツ、スカートの中に刃環物剱を隠し持ってるんですけどね。校則違反どころか銃刀法違反の。




　ギターケースを掃除ロッカーに立てかけて受けた初授業も終わり、昼休みになった。

　妖よう刕とうは順調にぼっち化してく俺を気き遣づかったか、健気けなげにも『クラスの会話から分かった担任のアダ名：レディース』などと表示をしてくれている。

（妖刕にすら心配されてるが……俺は不連続体とか言われてる未来人なんだ。目立たない方が無難だろ？）

　と、俺は孤立気味な事を自分の中で合理化しておく。

　なので、アリスベルがお弁当を教室で一緒に食べましょうと誘さそってきたのにも……俺は異能として目立たぬよう、屋上近くの階段の踊り場に連れ込んで食べる事にした。

「静せい刃じ君、いきなり授業中にウトウトしてちゃダメですよ？」

　２人きりになった途と端たんに声のトーンを柔らかくして、アリスベルがお小言してきたよ。

　ちなみにアリスベルは次の時間が体育という事で、この時代には辛かろうじてまだ都内にも現存していたらしい紺こん色いろブルマーの体操服姿で正座している。なお妖刕情報によると、来年度からこの学校でも女子の体操服をハーパンに変更するんだそうだ。しなくていいのに。

「そう言われてもなぁ……これ、ある意味１学期から２学期へ飛び級で転入してるワケだろ？　同じ高１とはいえ、難しくて分からないんだよ」

　一方、難なく授業についていけてる様子だったアリスベルは、

「そう言うと思いました。ですから、英語の補習をモーレツにしてあげますよ」

　ぱっつん前髪の下、ニコニコさせた目にダテ眼鏡めがねをかける。

　ちなみにコイツは英語の授業で指されてペラペラ喋しやべり、クラス中をどよめかせてた。助動詞canの過去形couldをcoldと読み間違えて赤っ恥をかいた俺とは天と地の差だったね。

「can-could, will-would. 助動詞にも過去形はあるのです。これは中学で習う事ですよ？」

　アリスベルは俺をしごくために作ったらしい補習教材を広げてきたが、

「……休み時間は休ませてくれよ」

　俺はキレイな字の並んだノートを押しのけ、アリスベルが作ったローストビーフ・サンドをがっつく。そんな俺の目を奪うばうような美少女顔で微笑ほほえんだアリスベルは、サンドイッチを少ししか食べないでいた。

　聞けば、身体測定が近いのでダイエット中なんだそうだ。

　……こういうとこ、所々、普通の女子高生らしいんだよな。アリスベルって。




　そんな転校初日を終えて、２人で代だい官かん山やまのマンションに戻ると──

　貘ばくが日中辞書を片手に、Windows7のノートＰＣを開いていた。ネットで調べ物をしていたらしく、蘋ひん果か日につ報ぽう（香港ホンコンの新聞だ）のキャプ画像を印刷したりもしている。

　俺おれたちに気づいた貘は、ブレザー姿のアリスベルに……

「──アリスベル、落ち着いて聞け。諸しよ葛かつ静せい幻げんが……今日、死んだらしい」

　シリアスな声で、振り返らず告げてきた。

　その話に、廊下を歩いていたアリスベルの足が止まる。

「……確かですか？　今は２０１０年の12月ですよね」

「そうだ。１周目の歴史では２０１０年の６月に死んだハズなのが……どうも、半年ほど長く生きていたらしい。死亡のニュースを見るまで、それに気づかなかった」

　何やら不ふ穏おんな会話をしているようだ。

「藍ラン幇パン関係者の話か？」

　俺が妖よう刕とうギターケースをウォークイン・クローゼットに入れつつ尋たずねると、

「ええ。ただ……この人物は──私の両親の仇かたきを、藍幇の内部抗争で消した人物でもあります。敵の１人には違いないのですが、間接的には恩人と言えなくもありません。人格も優すぐれた人物だったらしいのですが、香港藍幇のトップに立った２００８年末頃ごろから癌がんを患わずらっていたとか」

「藍幇には穏健派と過激派がいて、諸葛は穏健派の筆頭だ。その死後、後任人事で香港藍幇のトップに就任したのは、彼に感化された曹ツアオという少女のハズだったのだが……この新聞では、そこが過激派の急きゆう先せん鋒ぽう・董ドンになっている。董は魔術師で、日本への侵攻を声高に主張している厄やつ介かい者ものだ。子飼いの異能も強く、中国共産党幹部との繫つながりも強い男だよ。この大幅な変化は──諸葛に何らかの不連続体が接触し、延命させるような影えい響きようを与えたのだろう。藍幇から、歴史破壊の無限連鎖が起きつつあるぞ」

　アリスベルの話に続けられた貘の話が、より不穏な内容になっていく。

「何だよ、歴史破壊って」

　俺が眉まゆを寄せる中──貘の胸の谷間に挟はさまっていた鵺ぬゑが、こっちを見てくる。

「歴史とは自然。時間を跳ちよう躍やくした、地球の自然と矛む盾じゆんする存在──『不連続体』によって引き起こされた不自然な出来事は、玉突き式に増えていく事があるんだじょ」

「……よく分からないぜ、鵺。お前は時間の学問に詳しいのかもしれんが、俺はそういう話のシロウトなんだ」

「要するに、地球に起きた『不自然』は、人体に入った細菌みたいなものだと考えろだじょ。一いつ旦たんは増えて、宿やど主ぬしを病気にしたりする。貘が言ってたような矛盾も、地球の免めん疫えき反応で元に戻るまでは──一旦は猛もう威いを振るうかもしれないって事だじょ。この辺の反応は、人の目から見ると星単位で行われているみたいだからにゃあ。なもんで実は……宇宙から来た隕いん石せきとかもこういう問題を時たま起こすんだじょ」

　……ダメだ。

　俺おれには、鵺ぬゑの語尾に『だじょ』以外に『にゃあ』がある事しか明確には理解できなかったぞ。

　あとはまぁ、俺なりの解釈だと──

　地球史とは生化学的なもので、時間や宇宙を跳とび越えてやってくる異物は不自然な出来事を雑菌のように増ぞう殖しよくさせ……歴史を引っかき回す事がある。

　って事かな？

「具体的には、この件は俺たちにどう絡からんでくるんだ？」

　俺がＰＣを指して、そう訊きくと──

　今度は貘ばくが、少し口ごもるように言う。

「２周目の藍ラン幇パンは、１周目の藍幇より凶悪化しているのだ。麻あ相そう元総そう理りが言っていた、陸自のクーデター計画に藍幇が荷担しているという話も……偶然ではなかったのかも……」

「貘、私の事を伏せなくても構いませんよ」

　冷静な表情のアリスベルに促うながされた貘は、さらに……

「凶悪化した藍幇から、この時代の──13歳のアリスベルに、刺し客かくが派遣されるかもしれない。立たち花ばな家は藍幇と対立していたから、１周目の歴史でもその計画はあったのだ。この時代の私はそれを傍ぼう受じゆしていたが、費用対効果が見込めないという事で曹ツアオが却下していた」

「おい……その話は、さすがに俺にもマズさが理解できるぜ。どうすりゃいいんだよ」

　アリスベルの代わりに俺が慌あわてて尋たずねると、割と何にでも答えをくれていた妖あやかしコンビは──

「分からんじょ。サイコロの目が予測できないのと同じで、カオスに立ち向かうことはできんのだじょ」

「『どうすればいいのか』は……済まぬ静せい刃じ、アリスベル。私にも分からぬ。だが大局的にはバランスを取るべきだと思う」

　──２人揃そろって、曖あい昧まいな回答をしてきた。

「……バランス？　どういう事だよ貘」

「藍幇側で細菌が増殖しているのならば、別の細菌である私たちがそれを駆除するのだ。ちょうど、抗生物質のようにな。具体的には『誰だれでもいいから藍幇の過激派を倒せ』という事だ」

　そこで俺はようやく、苦笑いしながら──

　額に小さく冷や汗を浮かべつつも冷静なフリをしている、気き丈じようなアリスベルの背中を小さく叩たたいてやった。

「経緯は複雑だが、作業は単純だったな。ちょうど今、俺たちはその仕事を請うけ負ったところじゃねーか。巻まきと組んでる藍幇の殲チエンとかいうのを倒せば、貘の言ってる事も──一石二鳥で、やれるってワケだろ？」

「静刃君、ごめんなさい……私のせいで、こんな話にまで巻き込んでしまって……」

　本当に済まなそうなアリスベルの、ぱっつん前髪の下の上うわ目め遣づかいが──

　ズルいほど可愛かわいくて。

「あ、謝るなよ。いつもの事じゃねーか、俺おれが巻き込まれるのは」

　俺はドキッとしてしまったのを隠すためにも、少し意地悪くソッポを向いてしまうのだった。




　数日後の、放課後。校舎と校門の間、短いアスファルトの道で……

　学校指定のダッフルコートを羽織ったアリスベルが、手を息で温めながら俺を待っていた。

　スカート内に環かん剱けんを隠していようと、まっすぐな性格の優等生で帰国子女で可愛くて88Ｄのアリスベルは今やみんなの憧あこがれ。下校中の男子はチラ見しながら、女子は笑顔で挨あい拶さつしながら前を通り過ぎていく。妖よう刕とうギターが不審なせいか未いまだに友達ができない俺とは大違いだ。

「あっ、静せい刃じ君。一緒に帰りましょう。ツタヤさんに寄っていきますよ」

「あ、ああ。それは構わないんだが……」

　俺は表示ガイドで視みえる、いま横を通り過ぎた女子たちのヒソヒソ話──『転校生同士、ぜったいデキてるよね』『もう一緒に住んでるらしいよ』──に、眉まゆをひそめる。

　実は、けっこう俺とアリスベルの関係はクラスで話題になってるらしいのだ。俺に男友達がなかなかできないのは、人気のアリスベルのカレシという事にされて、やっかまれてるせいもあるっぽい。

（実際には、はぐれ異能の２人……一緒に戦う仲間ってだけなのにな）

　しかしアリスベル的には、妙なウワサを立てられても悪い気はしてないらしい。俺が小声で「妙なウワサになってるぞ、俺たち」と伝えたら、ちょっと赤くなって「いいじゃないですか。静刃君はイヤなのですか？」との、回答に困る、ドキッとするような事を言ってきてから……きゅ。と、答えずにいる俺のコートの裾すそを小さく摑つかんできた。

「……」

　思わせぶりなアリスベルをコートで引っぱるようにして、無言で歩きながら──

　俺は、台だい場ばの観かん覧らん車しやでの事を思い出してしまう。

　この香港ホンコンの小公主プリンセス・アリスベルと……俺は、ほんの数日前、あそこで……キス、してる。

　あの時は確かに、俺にはアリスベルの──愛が感じられた。質は違えど、今もだ。

　だけど、あの日、あの後。

　俺は観覧車から降りたアリスベルから、それが一切感じられなくなっている事に気づいた。

　──いきなり、赤の他人が愛あい想そを振りまいてきてるように思えて──

　ゾッとすると同時に、強いショックを受けた。顔には出さなかったけれども。

　きっとアリスベルは、俺のことが好きじゃなかったんだ。それを俺が狭い場所に追い詰めて、無理やりにキスした。貘ばくの指示通りに雰ふん囲い気きを作って、陥おとしいれるような形で。

　俺は……

　悪いことをしたんだ。きっと。

　今のアリスベルの態度だって、いつ突然変わるとも限らない。あんな思いはもうしたくない。

　正直に言うと、怖いんだ。期待させられてから、あの時みたいに感情を翻ひるがえされるのが。

　だから俺おれは──アリスベルに対して、素直になれない。

　ほんとは引き寄せたいのに、突き放してしまう。それはとても辛つらくて、虚むなしい事だ。

　４月から来た体に、12月の寒さがキツく染しみ入る中──俺とアリスベルが、校門を出る直前。

「……モーレツ……！」

　アリスベルが、何かを感じ取ったように立ち止まった。

　コートを摑つかまれている俺も、立ち止まらされる。

「どうした」

『いえ、その。少し──不可解な気配が……』

　念話テレコで返してきたアリスベルは普段ツリ気味の目を弱らせ、かなり混乱した様子で……俺の妖よう刕とう入りギターケースを見ている。

　何だ？　その気配とやらは、妖刕と何か関係があるカンジのものなのか？




　関係──アリ。アリもアリ、大アリだ。アリスベルの異能レーダーも大したもんだぜ。

　キョロキョロしながら学校内を歩き回るアリスベルについて行った先は──都立渋しぶ谷や中学。

　うちの高校に併へい設せつされている、一いつ貫かん校こうの中等部だった。

　その３階でまだ授業をやってたプログレッシブ・クラス、いわゆる特進クラスの教室に……

（さ……早乙女さおとめ……ッ！）

　白い妖刕こと、早乙女刹せつ那ながいたのだ。いち、女子中学生として。

　クラスは……１年か。

　１つ２つ下に思えたが、３歳も下だったんだな。かなり大人おとなっぽい見た目の子だよ。

　──しばらく、俺たちは廊下の窓から中１のクラスを覗のぞき見する。

　杢もくグレーのセーラー服に黒ストッキングの早乙女は、もう高１の俺より難しい内容の授業を受けているようだ。しかも先生に「みんなもトップの早乙女を見習え」的に誉ほめられてる。

「あのポニーテール。あれが……この前、俺と赤あか坂さかで戦った白い妖刕だ」

「どうりで……あの子の制服の中から、静せい刃じ君の妖刕と似た気配がしていますよ」

　世渡り上手じようずなヤツめ。俺のより短いサーベルの妖刕を、うまく服の中に隠してるんだな？

　しかし、アイツと俺たちが同じ一貫校に通ってるのは──麻あ相そうサンの計らいなんだろうな。とはいえ、向こうの方が俺たちより先にここに通ってた感もある。ってことは、早乙女は元々ご近所さんでもあったワケか。縁は異な物だな。

　特進クラスでは７時間目まであるらしい授業が終わると……優秀な子たちでもガヤガヤしてくるものだが……

　早乙女さおとめは誰だれと喋しやべるでもなく、浮いてる感じだ。

　……ププッ。ぼっちでやんの。『友情を結ばない』とか言ってたが、結ばないんじゃなくて結べないんじゃないの？　そりゃ、あんな女おんな騎き士しみたいな性格してりゃ孤立もするだろうよ。

　まぁ、俺おれも人の事は全く言えないんだけどさ。今。




　アリスベル曰いわく、異能は集まると他ほかの異能に感知されやすくなるものらしい。

　不用意に合流して、もし他にも麻あ相そう絡がらみの異能が校内にいたりするとリスキーだ。

　それに、高１男子が中１女子に学校でいきなり声をかけるのも躊躇ためらわれる。

　なので、俺たちはコソコソ隠れたまま……早乙女を尾行してみることにした。

　ヤツは元総そう理りがあてがってくれた仲間だが、ツンツンしてて敵対的。組んで大だい丈じよう夫ぶなのか、どんなヤツなのか、もう少し身辺調査をしておいても損は無いだろう。

（俺以外の妖よう刕とうが、どんな生活をしているのかも気になるしな……）

　階段を下りていく早乙女は、おしゃれしたい盛さかりの女子中学生という身空でありながら──体にも鞄かばんにも、女子らしいアクセサリーが全く無い。武士みたいな雰ふん囲い気きで、ポニーテールがチョンマゲっぽく見えてくるよ。

　で、その早乙女が１階で下げ駄た箱ばこを開けたところ──

　靴くつの上に、封筒入りの手紙があった。

　眉まゆを寄せてそれを開いた早乙女は、一応それを読んでから……怒ったように顔を赤らめて、ビリビリに破いてゴミ箱へ捨てた。そして半ギレの足取りで立ち去っていく。

（何だ……秘密の手紙っぽいな。異能絡みのメッセージか？）

　と思ってそれを拾って見たら、何のことはない。ラブレターじゃねーか。

　いや、何のことはあった。差出人、同じ特進クラスの女子だぞ。

　貼はってあるプリクラは眼鏡めがねの美少女だが、便びん箋せんにはキレイな字で『お姉様になって下さい』とかなんとか倒とう錯さく的な恋こい文ぶみが書かれてる。

（早乙女は美形だからな……ただまぁ、本人にはそのケは無いってことか）

　タジ汗をかきつつ尾行を続けていると、渋しぶ谷やにかかった曇くもり空から小雨が降り始めた。

　早乙女は折りたたみ傘がさを差したが、俺たちは傘がない。

　それでも乗りかかった船という事で、ゴミゴミした小道に入った早乙女を追うと──

　──いない。

　消えた。

「静せい刃じ君、見失ってしまいましたよ」

　──角を曲がり、少し進んだアリスベルがキョロキョロ左右を見回す。

　振り返ったアリスベルの胸元は、ブラウスが雨に湿って……ブラジャーが透けて見えていた。『カップのみイチゴ柄があり、肩ストラップは無地』などとアリスベルの下着の詳細について表示ガイドが出たので、ついそれを読んでしまっていると──

「──今後二度と私の後ろに立つな、ニセ妖よう刕とう」

　っ……！

　俺おれの背後から、早乙女さおとめの声が掛けられた。

　途中から……逆尾行されてたのか。

　異能をなんとなく感知できるアリスベルまで撒まいたとは。

　年下だが、やはり出来るヤツだな。

　振り向くと早乙女は、氷雨ひさめの中、青く光らせた右みぎ瞳ひとみでこっちを睨にらみ付けている。セーラー服の背から出したらしい鞘さや入りのサーベルを左手で握り、すぐ抜けるように右手を空あけて。

（最は初なっから準潜在能力開放セミオープンアクト……戦やる気か……!?）

　と、俺もレスポールのソフトケースを少し傾け、右みぎ眼めを赤く光らせ始めるが──

「……そういきり立つな。アリスベルさんに免じて、今回の無礼は許してやる」

　早乙女は威い嚇かく・警告にとどめ、殺気を収めた。

「──私を知っているのですか？」

　名指しされたアリスベルは大きな目をキョトンとさせ、早乙女に問い掛けている。

「はい。麻あ相そう先生の秘書さんにお聞きしてます。あなたは女だてらに男に負けない、サムライガール。従じゆ一いち位いの妖あやかし・鵺ぬゑ七しつ宝ぽう浮ふ図ず乃の塔とを討ったとのこと……私は、尊敬していますっ」

　早乙女は──アリスベルの手を取り、傘かさに入れてやっている。

　そして目をキラキラ輝かせて見つめてるところを見るに、本気で憧あこがれ、敬うやまってる様子だ。

「御お姿すがたもこんなに可か憐れんで麗うるわしく、学業も成績優秀だとか……アリスベルさんは異能のお手本、お会いできて嬉うれしいです！」

　ていうか早乙女、お前なんで俺にはタメ口のくせにアリスベルには敬語なんだよ。

　そういうあからさまな序列付け、いかがなものかと思うぜ？

「まあ……そんな。でも、そう言っていただける事はとても光栄です。早乙女さん」

　だがアリスベルさんは礼儀正しい子は好きなのか、おだてに乗りやすいのか、早乙女の事を気に入ったご様子だ。

「そこのニセ妖刕に引き回されて、ずいぶん雨に濡ぬれてしまっていますね。お風か邪ぜを召してはいけません。どうぞ、早乙女家にいらしてください」

　早乙女はアリスベルを案内するモードに入るので……

「……あー早乙女。俺も、ついていっていいか？」

　イマイチ空気を読みきれない俺も、訊きいてみた。

　すると早乙女は毛虫でも見るような目で俺に振り返って、

「……勝手にしろ。プライベートを嗅かぎ回られるぐらいなら、むしろ見せてやるさ」

　フンッ、と高い鼻をさらにツンツンさせて、改めてソッポを向くのだった。




　早乙女さおとめの家は目め黒ぐろ区く中なか目め黒ぐろにある、純和風の豪ごう邸ていだった。

　石、砂利、植しよく栽さいで造られた見事な枯かれ山さん水すいの庭まである。俺おれたちの住む渋しぶ谷や区のすぐ隣となりの区とは思えない、落ち着いた佇たたずまいだな。

　その門をくぐり、キレイに磨みがき上げられた玄関に上げてもらったところで……

「……っ……」

　アリスベルが、いきなり足を止めた。

　そして不安げな表情で、俺に耳打ちしてくる。

「奥に……他ほかの異能がいます。でも、なんだか弱々しい……」

　そのヒソヒソ話に気づいた早乙女はアリスベルに向き直り、

「貉らくは悪人ではないですから。ご安心ください」

　微笑ほほえんでそんな事を言ってから、今度は俺を横目で見た。

「──ニセ妖よう刕とう。お前も妖刕の端くれなら知ってるだろう。我々妖刕には大たい抵てい、刀かたな鍛か冶じが憑つく。お前にも貘ばくという妖あやかしが憑いてるらしいな。後で、貘もここに連れてこい」

　そう言いながら、フローリングというか板張りの廊下を進んでいく。

　俺とアリスベルがそれについていくと、早乙女は奥の間に続く襖ふすまをそっと開ひらいた。

　その奥の間は……

　何やら女っぽい、すごくいいニオイのする部屋だ。

　だが、暗い。日光が入らないような間取りの、座ざ敷しき牢ろうじみた個室だ。十畳じようはある空間なのに電灯もなく、細い花はな蠟ろう燭そくが何本か不規則に灯ともされているだけ……その薄うす明かりで、部屋の奥に何本も広げて傾けられた朱しゆ色いろの和わ傘がさが照らされている。

　この部屋の主あるじは、どうやらその奥で光を避けて暮らしているらしい。

「貉は紫外線に弱く、日光にも火傷やけどしてしまうのだ。室内でも、ああして日傘を差している」

　と、早乙女が俺たちを招き入れた暗い部屋の襖を閉じ──奥へ踏み出した時。

「……なんと、刹せつ那なさん。その男性は、妖刕様でありますか？　なんと。なんと。生きている内に、刹那さん以外の妖刕様にお会いするとは……」

　和傘の一つをどけて、雪のように白い肌はだをした和服姿の若い女性が姿を見せた。

　女はキラキラした高級そうなフトンの上に正座して、プラチナブロンドのストレートヘアを広げている。そのアイスブルーの瞳ひとみは若じやつ干かん白はく濁だくしていて、あさっての方に向けられた視線から……どうやら、視覚が無いらしい事が察せられた。

　くりん、と美しい顔の額をこっちに向けた──貉、とやらは……

「妖刕様、はじめまして。それともうお一ひと方かたは、お若い魔女様。お二ふた方かたにはおそらく、妖……貘様か、貂てん様が……お世話になっているのでありましょうぞ？」

　気配か、あるいはニオイか何かでそれが分かるらしい。

　見れば、彼女の金と銀の中間色のような髪には──

　かつて貘ばくが『第２態』になった時に見せたような、ケモノの耳のような盛り上がりがあった。なんとなく、犬やタヌキの耳を伏せたもののようにも見える。

「──彼女は、貉らく。早乙女さおとめ家は代々、国家安あん泰たいのために貉と組んで戦ってきた一族なのだ」

　そう語る早乙女は、貉を見る時だけその切れ長の目つきを和やわらげていた。

　まるで姉を紹介する、妹のような……いや、貘とアリスベルがそうであるように、早乙女と貉も家族のような間柄なのかもしれない。

「妖よう刕とう様は……原はら田だ静せい刃じ様。刹せつ那なさんが『高い潜在能力を持っているよ』と私に大層誉ほめるから、どんな御ご仁じんなのか気になっておりました。これはこれは、立派な若武者ですね……」

「ら、貉っ」

　貉の発言に、早乙女は赤くなって口ごもっている。

　どうやら早乙女は……俺おれと戦った後、陰では誉めてくれていたみたいだな。

　そのあたりで体を少し傾けた貉を、片かた膝ひざをついた早乙女が支えてやっている。

「──貉。ムリしなくていい、横になってくれ。大だい丈じよう夫ぶ。私が必ず、護ご國こく乃の[image: たつ]たつ様に……お前の体を治してもらえるよう、頼んできてやるから。ちゃんと拝はい謁えつできるよう、麻あ相そう先生にも話を通してあるから」

　そう貉に囁ささやいた早乙女の話が、表示ガイドの字幕で見えてきた。

　早乙女は、[image: たつ]のアクアステルを奪だつ還かんした暁あかつきには……

　この貉を元気にしてもらえるようにと、[image: たつ]に頼むつもりらしい。

　日本のため、とか大義名分は掲げていたが──実のところ、もっと等身大の願いもあるんだな。だがむしろ、その方が血の通った人間として信用できるような感じもするよ。

（……早乙女は必ずしも悪人ではない、って事か）

　まぁ、悪人であってもらっちゃ困るんだけどな。強制的に組まされた仲間なわけだし。

　そんな早乙女を、俺が生暖かく見ていると……

「こ、これは……『魔法の門ポルタ・マギカ』ですか？　日本式のものを見るのは初めてです」

　奥に立てられてあった洞どう窟くつの墨すみ絵えに、アリスベルが目をぱちくりさせていた。

「はい。それは『貉らく穴けつ』──昔ローマに住んでいた頃ころに原理を学んだ、和わ洋よう折せつ衷ちゆうの逃とう遁とん門もんです。かの地のヴィットリオ・エマニュエレ２世せい公園にあるのと同じ物でありますよ」

　貉もどうやら貘と同じで異能初心者への配はい慮りよが足りないらしいので、

「……何の話をしてるんだ？　俺にも分かるように──」

　説明してくれ、と言おうとしたらそれを先読みしたらしいアリスベルが、

「これは絶ぜつ界かい橋きようの滑すべり台、その出口です。静せい刃じ君の好きなコンシューマゲームに喩たとえると……ある種のゲームでは、ゲームオーバーになったキャラクターが１面の始めに戻りますよね？　これはそういう、緊急時に異能がここにワープして来られるような式しきなのです。日本や世界の民話でも、異世界などに連れていかれた後に『気がつくと、元の場所にいた』というラストを迎える話がありますが……この式しきを使った実話と思われるものも、間々あるのですよ。ただ、『魔法の門ポルタ・マギカ』はとても高度な式です。この門も、ごく僅わずかな質量……１人分ぐらいしか、人を通すことはできないものでしょう」

　説明は一応、してくれたが……

　使い捨て・片道の、どこでもドアみたいな物かな？

「貉らくさん。あなたは貘ばくと同じか、それ以上の使い手とお見受けしました」

　アリスベルがそんな事を言い、貉をまじまじと見つめると……貉は、

「それも昔のことでございますよ。今は瘦やせさらばえ、死の時を待つばかりのみじめな妖あやかしです。ともあれ、原はら田だ静せい刃じ様。アリスベル様。刹せつ那なお嬢様と、どうか、仲よくしてあげてください。この通りです」

　ぺこり……と、弱々しく、頭を下げてくるのだった。




　貉を紹介してもらった後、廊下に戻ると──くちんっ。

　アリスベルが可愛かわいいクシャミをした。それにつられて、俺おれも、へぷしっ！　と一発放つ。

　元々、雨で濡ぬれていたのを何とかするために上げてもらった早乙女さおとめ家……のハズなんだが、俺は「男はガマンしろ」と早乙女に放置されてしまう。

　で、アリスベルだけ早乙女に服を借りる流れになったのだが、俺だってカゼをひきたくはない。ので、とりあえずは服だけでも乾燥させようと思い、エアコンを探すことにする。

　ところが早乙女家には俺のイメージしてた据すえ付け式のエアコンが無く、各室の天井近くに冷暖房の吹き出し口らしきものがあったりなかったりしている。

（金持ちの家はよく分からん……）

　体に直じかに暖気が吹き付けるようなホットスポットを求めて、ばしん、ばしん、と襖ふすまを開けて部屋から部屋へと渡り歩き──方向感覚が無くなってきた頃ころ、

「……！」

「……！」

　──やっちまった。

　マイナス３年ぶりの、闖ちん入にゆうイベント……！

　俺はアリスベルが１人で着替えている部屋に、思いっきり踏み込んでしまったのだ。

　その時のアリスベルは、早乙女の予備のセーラー服を着ようとしていたのだが──体格差のせいで、スカートは超ミニ状態。ブラウスもつんつるてん＆キツキツでジッパーが上がらず、イチゴ柄のブラジャー、その下半分が丸見えになってしまっていた。

「……！　……！」

　双方、言葉を失った状態で──大おお慌あわてでアリスベルが俺に背を向け、

「…！　……！　…ッ……!?」

　俺おれは後退しようとしたんだが、サッと下げた右足が左足にぶつかってバウンドし──むしろつんのめって前進してしまった。アリスベルを後ろから押し倒すような形で。というか、押し倒しちまったよ……！

　──どさっ。

　四つん這ばいになったアリスベルと、そのアリスベルに後ろから覆おおい被かぶさるようになった俺は、

「！　！　～～～ッ！」

「ッ……！」

　双方改めて、絶句したままジタバタする。

　アリスベルはアリスベルで俺に襲おそわれたと思っているのか、前後に這って逃げようとする。今やイチゴ柄ブラに包まれたアリスベルの両胸は地球の引力で真下に垂れ、ブラウスから[image: ひゃく]％まろび出てしまっている。そしてそれが、這う動作で前後に振り子運動しているではないか。

　降って湧わいたイベント動画をガン見してしまっていた、俺の顔に──

　ばちんっ！　ばちんっ！

　何やらムチのような物が左右から当てられてきてる。これはアリスベルが首をイヤイヤする動作で振るわれた、ツインテール。テールによる背面ビンタだ。新しいなオイ。

「どうかしましたか、アリスベルさん？　音がしたようですが……」

　そこに相変わらずアリスベルには敬語の早乙女さおとめが、ガラッ。

　別の部屋から襖ふすまを開け……たままの姿勢で、目撃した室内の様子に硬直している。

　そして、下から上へ顔を赤面させつつ──

　割としっかり俺とアリスベルの痴ち態たいを見てから、ばしいっ。

　両手で、顔というか目を覆った。

「ごっゴメン！　私はその、し、知らなかったんだ！　２人がそういう関係だという事を！」

　向こうでもブンブンとポニーテールを振り回しつつ、早乙女は似合わない内うち股またになり……

「い、いや！　ちょっとは『そうかもな』と思ってはいたんだが、その、あの！」

　震ふるえる膝ひざで後退していく。ので、誤解は早く解いた方がいいと思った俺が──

「ち、違うぞ早乙女。これは……違うんだッ！」

「……あの……そうなんです、違うんですよ早乙女さん。これはその、ハプニングで……！」

　状況説明を試みたところ、アリスベルも追つい随ずいしてきた。

「えっ……２人はその……えっと、ち、違うのか？」

　顔を覆う指と指の間からこっちをのぞき見つつ、早乙女は『２人は恋仲じゃないのか？』的質問を投げかけてくる。

「違う違うッ！　俺とアリスベルは、お前が誤解してるような……そんな関係じゃない！」

　と、俺が強く否定しながら立ち上がると……

　口をへの字にしたアリスベルに、なぜか強きよう烈れつなカンガルーキックで部屋から蹴けり出された。

　ナンデダヨ。




　その後、早乙女さおとめの持っていた丸首セーターを着た（最初からそれにしろよ！）アリスベルにぎゃおぎゃお雷を落とされた俺おれは……

　料りよう亭ていみたいな漆うるし塗ぬりの座卓を囲んで、早乙女が淹いれてくれた緑茶を飲む。

「おいニセ妖よう刕とう。お前は、その、アリスベルさんと本当にそういう関係ではないのだな？」

　姿勢よく正座した早乙女は妙にそこを念押ししてくるので、何度も否定するのが面倒だ。

「だから違うっつってんだろ」

　しかしこれをあまり強く否定すると、なぜかアリスベルに蹴られたりつねられたりする。

　なので俺は八方ふさがり。とにかくこの話題から逃げようと思って──

「──ところで早乙女。お前、家族とかいないのか？」

　広い家なのに人けがないので、そんな話を振ってみる。

「ここには貉らくと私の２人だ。私はここで、貉の介護をしながら暮らしている」

　早乙女は、肯定も否定もしてこない。

　あまり根掘り葉掘り聞かない方がよさそうなムードだな。

　どうしよう。話題、話題……

「……ああ、ところでこれは何だ？」

　テレビのリモコンに豆本みたいなものが添えられてあったので、俺はそこに脱出口を求める。

「それはリモート・コントローラーの操作マニュアルだ」

「……？」

　言われて見てみると、豆本には早乙女の神経質そうな毛筆で、リモコンの図と『電源入ル』『番組切替』『電源断ツ』などの説明が書かれてある。

　剣の腕も立ち、美形で大人おとなっぽい、特進クラスの優等生──早乙女にも、ニガテ分野はあるんだな。機械オンチなのか。

　矢や子こさんも機械はニガテでリモコンにシールを貼はってたが、それより重症だなコイツは。

「……機械は、キライだ。よく分からない。ああ、機械で思い出したが……」

　と、早乙女は白いガラケーを出してきた。

「携帯電話機の電話番号を交換しよう。迎げい賓ひん館かんではお前が破は廉れん恥ちな事をするから忘れていたし──折せつ角かくなのでアリスベルさんとも交換したいのですが、よろしいでしょうか？」

　そんな余計な発言をして「ハレンチ？」とアリスベルが俺を睨にらむ中、早乙女は……なんと、人のケー番とメールアドレスが列記された手帳を出してきた。

　今日きよう日びなかなか見ないぞ。物理的な『電話帳』じゃねーかそれ。

「なんで紙に書いてんだよ。電話かけるのに手間取るだろ、ケータイに登録しとけよ」

　俺おれがツッコむと、

「よく分からないんだ。機械はキライだ」

　早乙女さおとめは拗すねた様子で、ウォーターマンの万年筆をポケットから取り出している。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった俺は早乙女のケータイを取り上げて、マジで１件も登録がされていない電話帳コマンドを開き、自分とアリスベルの電話番号を登録し、早乙女の電話番号をメニュー・０キーで表示させてこっちのケータイに登録しておいた。

　ぱたん、とガラケーを閉じて早乙女に突っ返すと……

「だ、男子はこういうのが得意なのだな」

　俺が携帯を操作するのをポカーンと見ていた早乙女は、妙にドギマギした様子でそれを受け取った。

「男子は、って。お前のクラスにも男子ぐらいいるだろ。ケータイの話とかした事ないのか」

「男子となんか、喋しやべったことは無い」

　あー。そういえばこいつ、クラスで浮いてたよな。

「……女子とは？　女子の方がむしろケータイいじりは得意だろ。話題にも上るはずだ」

「女子は……ヘンなんだ。私に話しかけてきたかと思えば、私の事が好きだという。それも、その……異性に対するような意味でだ。女にそう言われても困るから、こっぴどくフッてやるようにしている。不可解な事もされるし、『まずお友達から』などとも言われるが、私は友達なんかいらない。妖よう刕とうとして立ち回る時に、足あし手で纏まといになるからな」

　こりゃ浮くよな。

「不可解なこと……って、何だよ？」

「体育の授業の後、私にこぞってタオルを持ってきたりするんだ。タオルなら、自分のものがある。なぜ過か剰じように持ってくるのか、私には理解できないのだ」

「……それは男子的には嬉うれしい事なんだよ。スポーツで汗をかいた後に女子がタオルを持ってきてくれるのは」

　と、俺なりの理解を教えてやると……

「男子は……スポーツの後にタオルを持って来られると嬉しいものなのですか？」

　口をへの字にしている早乙女ではなく、話を横で聞いていたアリスベルが聞き返してきた。

「俺は持って来られた事がいっぺんも無いから、伝聞情報だけどな。早乙女は美形だし男喋りだから、女子たちは脳内で早乙女を男子に置き換えて倒とう錯さくしてんだろ。お前がもっとちゃんと女の子らしくすれば、そういう浮き方もしないですむんじゃないのか」

　人生の先せん輩ぱいとして俺がアドバイスしてやったのに、

「──早乙女家の人間は代々妖刕。妖刕は折れず、曲がらず。強くあるべきだ。身心の強さにおいては、女より男の方が自然に強くなるものだから──私は妖刕を継承するべく、男として育てられたのだ。女である事など、とっくにやめている」

　早乙女さおとめは頑かたくなだ。

　これも、クラスの女子が聞いたら黄色い声を上げて喜ぶセリフなんだろうなぁ。




　電話で呼んだ貘ばくが来るのを、美う味まい茶菓子をご馳ち走そうになりながらダラダラ待っていると……

「フロが沸わいたぞ、入れ。入浴は男が先だ」

　と、早乙女に封建的な命令を下された。

「お前も女やめてんだろ、先に入れよ」

　練り切りを食いかけだった俺おれはフロを後回しにしたがるが、

「生物学的に男の方が先に入れっ」

　菓子とザブトン、さらに俺が座っていたアリスベルの隣となりの空間まで取られてしまった。

　女子２人が仲良くおしゃべりを始めた声を背にトボトボ廊下を歩き、２０１３年の居鳳いのう町ちようにある我が家のより立派なフロ場を探し当てると……

　そこに入った途と端たん、脱衣所と浴場の両方にライトが灯ともった。赤外線感知式らしい。便利だな。

　俺は浴室に入ると、シャンプーやボディーソープを借りて体を洗ってから──天然石張りの浴よく槽そうに浸つかる。氷雨ひさめにそぼ濡ぬれた後とあって、ちょっと熱めなのが素晴らしく気持ちいい。

（早乙女と貉らくも、いつもここに入ってるのかな……）

　あまりの快適さにウトウトしながら、裸の早乙女が裸の貉を洗ってやっている不ふ埒らちな空想をしてしまっていると……

「……ア、アリスベルさん。すごいですね。Ｅカップぐらいありそうです」

「最近また大きくなってきているんですよ。重さも……ほら。下から支えてみてください」

「こ、これは……！　重いですね。格闘戦に障さわりませんか？」

「そうならないように、回転や上下動には気を遣つかっているんですよ」

　……こ、これはッ……!?

　女子２人の声が聞こえてきたぞ？

　俺は空想を現実のものにする新たな異能に開かい眼がんしたのだろうか。いや、違う。だって片方がアリスベルだし。

　どうやら俺はウトウトしている間に、赤外線センサーに『浴室には誰だれも居いない』と判断され灯あかりを消されてしまっていたらしい。

　で、暗い浴場に俺が潜んでいるとは知る由よしもなく、脱衣所に早乙女とアリスベルが来て……今、改めて双方にライトがついたのだ。

　曇くもりガラスを間に挟はさんでいるので、脱衣所・浴場はそれぞれハッキリと向こうが見えない。

　特に俺は浴槽の中。角度的にも向こうから見えてないだろう。そこは不幸中の幸いだったな。

（ていうかお前ら、その、女子同士で胸を触り合うのはアリなのか……？）

　などとその興味深い問いかけを脳内でしている場合でもなさそうだ。逃げねば。妖よう刕とう・魔ま剱けんコンビによる静せい刃じフルボッコ祭りが開かい催さいされてしまう。

　俺おれはタオルを腰に巻きつつ、小さなスライド扉の外にあったプチ露ろ天てんエリアへ逃げる……！

　だが、そこは外そと塀べいと壁かべに囲まれた袋ふくろ小こう路じ。ここから先、どこへも行けねえ。塀を越えた先は公道だ。こないだみたいに車に撥はねられたら、全裸で死亡するハメになる。

　一方、浴場にはアリスベルと早乙女さおとめが入ってきた模様だ。もう戻る事もできないぞ。

（ていうか……寒さみいッ……！）

　湯冷めってレベルじゃねーぞ！　と、俺は足あし下もとに生えてた笹ささの中に屈かがんで耐える……！

　でも俺知ってるよ。アリスベルはキレイ好きなもんで、フロが長いんだよ。

　このままじゃ俺、中なか目め黒ぐろで凍死って事に──

「……何をやっているのだ静刃？　お前たちに呼ばれたので来たのだが……」

　──上から掛けられた声に、顔を上げると。

　大人おとな向けファッション誌の表紙のように洒落しやれた帽子・コート・マフラーでキメた貘ばくが、塀にスタイリッシュな脚あし組みポーズで腰掛けて俺を見下ろしていた。

「んっ……？　風呂場にはアリスベルと、もう１人。あれが早乙女刹せつ那なか？　静刃よ、異性の入浴を覗のぞきたい気持ちは理屈では分かるが……なぜお前まで裸で潜む必要がある？」

「いや、これには訳が……ていうか貘ッ……喋しやべるな！　バレる……！」

「もうバレているから喋ったのだ」

　涼しげなスマイル顔で返してきた貘から、俺が10度・20度・30度……と後ろへ振り向く……と、そこには。

　プチ露天エリアへのドアを開けた早乙女＆アリスベル──妖よう刕とう・魔ま剱けんコンビが赤鬼みたいに赤面し、刃物みたいに目め尻じりをツリ上げ、俺をルックしてロックオン。

　普通の女子なら『キャー！　静刃さんのエッチ！』つって湯船側に逃げてくれるもんだが、

「静刃君には、お風呂ではモーレツに要注意なのです！　この前、下着を盗まれましたし！」

「な、なんという破は廉れん恥ちなッ……！　ニセ妖刕！　この庭を貸してやるから腹を切れッ！」
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　そこはサムライガールのお２人さん。むしろ俺を捕らえに前進してきちゃったよ！

　だが俺も異能戦士の端くれだ。万一に備えて隠し持っていたボディーローションのボトルを２人の足下にぶちまけ、見事、転ばせる事に成功する。その上を跳とび越えて、まずは浴室まで生せい還かんしようとしたのだが──ぎゅむぎゅむ！　ジャンプ中に足首を摑つかまれた。右をアリスベル、左を早乙女に。そして、びったん！　と顔面から浴室のタイルに不時着させられ……

　ぬるんっ、ぬるんっ！

　ローションで滑すべってむしろ素早さが増しているアリスベルと早乙女に、バックマウント──揃そろって馬乗りになられた。背中に密着する２人のオシリの柔らかさは冥めい土どの土産みやげに過ぎず、

「反省なさいッ！」

「この破廉恥者ッ！」

　アリスベルによるダブル・アキレス腱けん固めと、早乙女さおとめによるキャメル・クラッチをそれぞれ極きめられた。裸の女子２人がヌルヌルした全身でやってくれてるとはいえ、痛いものは痛いッ。

　ていうか、このまま腹から真っ二つになっちまうって！　ギブギブ！

　浴室のタイルをバンバンとタップする俺おれの手から、力が抜け……三さん途ずの川がハッキリ見えてきた、その時。

　……グラリッ……

　と、僅わずかな揺れが……

　地震だ。

「！」「!?」

　アリスベルと早乙女は揃そろって、俺に極めていた関節技を解き……震度は３ぐらいのものだが、揺れが長く続いてる事が分かって不安げな表情になっていく。

　そしてしまいには、

「せ、静せい刃じ君……！」「ニセ妖よう刕とう……！」

　と、それぞれ俺の腕や背中に身を寄せてきた。

　これがまた柔らかくてヌルヌルで、得えも言われぬ気持ちよさがあったのだが──

（──ヘンな揺れ方だ。弱いが、深い……）

　シロウト考えで申しわけないが、これは……

　元総そう理りが言ってた『護ご國こく乃の[image: たつ]たつ』が不在なせいで地脈とやらが脆ぜい弱じやくになって、予兆が始まっているのかもしれないな。災さい厄やくの、だいぶ前から。

　地震が収まり、俺おれはシリアスな表情のまま──

　──復活してきたアリスベルと早乙女さおとめによる、ツープラトンのバックドロップを喰くらうのであった。天然石タイルの、浴場で。




　半死半生で風呂から上がると、貘ばくを交えて夕食の時間になったのだが──

　女を捨てていると宣言するだけあって早乙女は料理ができず、店屋物を取り寄せての食事となった。

　赤い和わ傘がさを差した貉らくも車イスで居間まで連れてきてもらい、皆で鰻うな重じゆうや天てん丼どんを食べた後……

「貘様、それと原はら田だ様、アリスベル様。皆様、今夜は泊まっていってくださいまし」

　この豪ごう邸ていに２人っきりで今まで淋さみしかったのか、貉は妙に俺たちを引き留めてきた。

　明日は休日だし、うちのマンションは立地の都合もあってそんなに広くはない。俺とアリスベルにとってもいい気分転換になりそうだったので、俺たちはお言葉に甘える事にする。

　寝間着には、貉が作った和服を着る運びになり……俺は貉の部屋で、インディゴ・ブルーの生地に木もく蓮れんが染め抜かれたカッコいい浴衣ゆかたをもらえた。

　そいつを着付けてもらって、気分よく居間に帰ろうと思った──

　のだが……

　床や襖ふすまの光景がどれも似たような感じなせいで、俺は広大な早乙女家の中でまた方向感覚を失ってしまう。

（日本家屋って、あっちこっちの扉から隣となりの部屋に行けるから……迷路みたいなんだよな）

　確か、こっちだったハズ……

　と、開けた部屋は──明らかに居間ではなかったが、十二畳じようはある部屋だった。

　机や本棚の様子から見て、早乙女の部屋らしい。几き帳ちよう面めんな感じで、綺き麗れいに片付いてるよ。

　おっ、部屋の隅すみには70インチはあろうかって大型テレビがあるぞ。この時代の日本製でこのサイズって事は、逆輸入品とかだろうな。金持ちめ。

　俺が勝手にテレビをつけてみようとしていると、人の気配が──

（げ、早乙女……）

　タイミング悪く、帰ってきやがった。だが俺は同じ過あやまちは二度繰り返さない。

　アリスベルにやってしまったようなハプニングを避けるためにも、大型テレビの裏側に身を隠すことにした。

（見たところ、ここは寝室じゃなさそうだからな。きっとすぐいなくなるだろう）

　と、テレビの裏に座って黙っていると──

　濃のう紺こんのデニムをピッチリと穿はきこなした、私服もボーイッシュな早乙女が部屋に入ってきた。

　ポニーテールもしっかり結い直し、サムライガールその２って感じの凜り々りしい顔で学習机についてるよ。

（お勉強タイムかな……？）

　さっきからノゾキ付いている俺おれだが、元々、早乙女さおとめを尾つけていたのは俺以外の妖よう刕とうがプライベートでどんな生活をしているのか調べるためでもある。

　というわけで、美人女子中学生の夜の生活をテレビの裏から拝見していると──

「……」

　早乙女は自室にいるというのに左右を見回してから、机の引き出しからコッソリ……何やら大だい辞じ泉せんのブックケースを取り出してきたぞ？

　しかし、その中身は辞書ではなく──お菓子だ。ダース、ガーナ、きのこの山、アーモンドチョコ。森もり永なが、ロッテ、明めい治じ、グリコ、各社の有名チョコが揃そろい踏みだ。

　早乙女はその中からアーモンドチョコを選んで、一つ取り出して、食べ……ふにゅーん……と、ウットリした表情になった。

　そんで、嬉うれしそうに足をパタパタさせてる。

（赤あか坂さかじゃ『チョコレートなど、絶対、断じて、口にしない』とか言ってたクセに……）

　本当は好きなんじゃん。

　コソコソ食ってるとこを見るに、自分では「イケナイもの」という認識らしいけど。

　ただ、早乙女はその節制をどこかで破ってしまい……そこからは自分ルールがどんどん甘くなっていった、ってとこだな。あの様子は。

「……ニセ妖刕め。赤あかプリでは、マーブルスクエアのショコラをよくも……」

　こないだ俺が早乙女の分も食っちゃったチョコの件を、まだ根に持ってるようだな。だが、隠し持ってるチョコのラインナップを見るに、割と嗜し好こうは大衆的っぽいけどな。早乙女。

「さて、急がねば。コンテストまで日が無いからな」

　などと独り言した早乙女は、今度は机の下から紙袋を取り出して……

　あっ、今度はアンゴラウサギの鵺ぬゑを見て子供だとか幼稚だとか俺を批判したくせに、動物のヌイグルミを次々に出してきたぞ。クマ、キリン、タヌキ、ラッコ、シロイルカ……ふわふわしたそれらを、机に並べてる。

　そして、さらにスケッチブックを出してきて──

　パステルや色エンピツで、イラストを描かいている。何日もかけて描いているらしい力作で、その内容は……

　も……森の動物たちの、音楽会……？

　少し早乙女がめくって見えた別のページには、白馬の王子様やらドレスのお姫様が目白押し。

　どう見ても学校の課題とかじゃない。

（早乙女……ああいうイラスト描くのが、趣味なのか……）

　しかもコンテストがどうのとか言ってた。

　実際、長年描かいてるのか慣れが感じられて上う手まいタッチだが、いかんせん、センスが古い。

　昭和の、それも昭和中期ぐらいの少女マンガの世界観だぞそれ。

「刹せつ那なよ、今の段階から常に妥だ協きようは許されないぞ。ゆくゆくはプロのイラストレーターとして、仕事として請うけ負うのだから……！」

　などと自分に言い聞かせてるのを聞いた俺おれは、つい──プーッ、クスクスッ……

　……やっちまった！　笑っちまったよ！

「……!?　な、何なに奴やつ……！　に、ニセ妖よう刕とうか!?　なぜそんな所に……はっ……う……！」

　テレビの裏で青ざめる俺──の存在に完全に気づいた早乙女さおとめは、今まで見た中で最もテンパった様子になる。

　そして大おお慌あわてでチョコを、ヌイグルミを、スケブを、お手玉するようにして隠しにかかるが、手が震ふるえて床に散らばらせてしまっている。

　そして前髪で目元を陰にして、ぎし、とイスから立ち上がり──

「……見…た…な……？」

　ゆらり……と、こっちに歩み寄ってきた。

　す、すげぇ……殺気で、早乙女の背後が歪ゆがんで見えるッ……！

「い、いや、その！　見るには見ちまったが、べべべ別に、いいと思うぞ！　カワイイとこもあるじゃんか、お前にも……早乙女ッ」

　しどろもどろでフォローしたつもりが、

「わ、わ、私が、か、か、カワイイ？　そんな事あるワケないだろォッ！　この馬ば鹿か者ものォ！」

　がっ！　テレビの裏から、早乙女は俺を右手で一本釣づり。

　妖刕も持ってないのになんでこんなに腕力あんのコイツ！

　がっし！　ボカッ！　ガスガスッ！　ゴッ！　ゴキッ！

「誰だれにも！　言うなよ!?　絶対！　言うなよ!?　次覗のぞいたら、打ち首！　打ち首ィッ！」

「誰にも！　言わない！　言わないから！　ノドっ、と、おい、目！　目はやめろ！」

　学習机の下に押し込まれて、俺は今回も逃げ場ナシ。

　都市１つ殲せん滅めつできる戦闘力を持つと言われても、素すの状態だと中１女子にもボコられちゃうのであった。




「──朝だぞ。起きろニセ妖刕」

　早乙女邸ていの広い客間で１人、大の字になって悠ゆう々ゆうと寝ていたところ──

　その早乙女に頭をつま先で蹴けられて、起こされた。

「ンだよ……まだ５時じゃねーかよ」

　携帯を見つつ俺が抗議すると、例の白いコートを着てハチマキを締めた早乙女は、

「お前は妖よう刕とうとしてなっちゃいないから、私が稽けい古こを付けてやる。妖刕を持って、来い」

　実にありがた迷惑な事を、昨日のノゾキ２件を引きずってるムードで言ってきた。

　これを断ると、まず間違いなくまたボコられるだろう。

　なので俺おれはアクビを連発しながら黒套コクドに着替え、ブーツも履はき、妖刕を背負い……早乙女さおとめと２人、離れの道場に赴おもむいた。

　朝日も昇りきらない、凜りんと冷えた道場で──早乙女の命令通り、向かい合って正座する。

「……朝からお互いこの中ちゆう二に病びようコートとか、いかがなものかと思うぜ」

　俺がフードの中からボヤくと、

「美しい白套ハクドに何を言うか。お前も黒套がなかなかキマっているぞ。馬ま子ごにも衣装だな」

　早乙女はマジでそう思ってるらしい口調で返してくる。

　これがセンスいいと思ってんのか。やっぱ、ヘンな子だな。

　あとその白いコート、白套ハクドっていうのか。薄うす々うすそうじゃないかなとは思ってたけどね。

　こないだ少し話して分かった事だが、潜在能力開放オープンアクト、表示ガイド、炸サク牙ガ、吼コウ破ハetc... 使ってる妖刕用語、なんでか軒並み同じなんだもんな。

「……だが、お前の黒套には所々にほつれや傷がある。戦っている時に見えたが、妖刕にもだ。まず、武具には常に最高のメンテナンスをしておけ。これは妖刕に限らず、武士として当然のことだ」

　武士じゃねーよ。高校生だ。

　妖刕・黒套には自然治ち癒ゆ力りよくがあるので、手入れなんかできない俺はほったらかしにしてるんだが……スラリ、と早乙女が抜いたサーベルは、鏡のように磨みがき上げられて輝いている。

「さて。じゃあお小言はこれぐらいにして、稽古を付けてやる。立て」

「イヤだ。眠いし、寒い」

　俺が答えると、ガツンッ！　早乙女はいきなり鞘さや入りサーベルで俺の頭を叩たたいてきた。

「痛いてッ！」

「フフッ」

　なんだよコイツ。楽しそうだな。サディストめ。

「ほらニセ妖刕。座位でも脇わきが甘いぞ。そんな事では、すぐ斬きられて死んでしまう」

　ビシ、ビシ、と、早乙女は座ったまま俺の脇腹やら二の腕やらを叩いてくる。

　稽古も好きなんだろうが、どうも……なぜか、俺と２人なのが楽しいらしい。妖刕としてのトレーニング相手、練習台が見つかってテンション上がってんのかな。

「早乙女、こらッ。お前、女のくせに乱暴だぞ。そんなんじゃモテないぞ」

　じゃれてるレベルでも早乙女の鞘打ちは痛いので、俺がセクハラ気味の文句を垂れると……

「モッ……モテるモテないなど、どうでもいい事だッ！　早乙女は──私は日本を守る、刀。だから、恋人なんかいらないのだっ」

「刀にだって鞘さやはあるだろ。少しはしおらしく……痛いてッ！」

「じゃあお前が鞘になれっ。私の両親も、どちらも妖よう刕とうだったのだし」

「何？」

「わっ、わわっ、わー！　無し無し無しだッ、今のは無し！　ほら立てッ！」

　びしびしびししし！　と俺おれを鞘でタコ殴なぐりにした挙げ句、早乙女さおとめは立ち合い形式での訓練を強要してくる。

　いいように叩たたかれて少し反撃するモチベーションが湧わいた俺も、立ち上がって準セミで応じるが……早乙女は剣術の基本技が多彩で、しかもそれを最小限の動作で次々繰り出してくる。

（剣道の覚えがあると、こうも違うんだな……）

　力頼みの戦い方をする俺とは、まるで違うタイプだ。妖刕も早乙女を『けん剣かく客よう妖とう刕』、俺を『けん剣ごう豪よう妖とう刕』とポケモン風の表示ガイドで別タイプにカテゴライズしてる。

「ここで──こう切り結ばされたら、押し合いに応じるフェイントからの吼コウ破ハだ。斬きりづらい相手でも、音からは逃げられない」

　などと、通常攻撃からの妖刕の固有技への連絡も心得てる。勉強になるなぁ。

　しかしその太た刀ち筋すじは全体的に、俺に対して遠えん慮りよが無い。

　手抜きとか手加減とかがニガテな性格なんだろうな。

　早乙女に妖刕で叩かれ、肘ひじ打ちや膝ひざ、白いブーツの足で多彩な蹴けりも沢たく山さんもらった俺は……どたっ……と、尻しりもちをつき……もう、息が続かない。小一時間で、完全にバテてしまった。

「だらしないな。やっぱりお前は、ニセ妖刕だ」

　座り込んだ俺の真ん前で腰を曲げて、見下ろしながら言ってくる早乙女は──

「だが、こんなに私と打ち合えた人間も初めてだ。よくやったな」

　と、切れ長の目を細めて──やたら嬉うれしそうに、一言だけ誉ほめてくれるのだった。
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　初めて会った、貉らくは──

　見れば見るほど、私に似ていた。

　もちろん顔つきや体つきは異なるが、人への憑つき方や依い存そん度どの高さが瓜うり二ふたつだ。その瘦そう身しんは、おそらく炭水化物や蛋たん白ぱく質しつすらもはや自らの血肉には出来ぬがゆえだろう。失明しているのは、長年ビタミンＡを摂せつ取しゆしていないためと思われる。

　私たち『心ここ喰ぐい』は、人の心の味を覚えると──そのあまりの美う味まさに、他ほかの物を食べなくなってしまう。それが長く続くと、消化器官から一般的な食品を分解する酵こう素そが失われていく。つまり、食べ方を体が忘れてしまうのだ。肉体というものから解げ脱だつしている最高位クラスの妖あやかしでもない限り、心への依存は死へのカウントダウンでもある。

　そして、私も……日に日に食べられるものが減っている、のだろう。恋心以外の物を滅めつ多たに食べていないから、推測するしかないのだが。

　麻ま薬やく中毒患者のように瘦やせさらばえた、貉らくは──

　まるで戯ぎ画が化かされた、私のなれの果てのようにも思える。とても哀あわれで、不愉快な存在だ。

「元総そう理りの導きとはいえ、何か運命じみたものを感じるな。こんな近きん隣りんで、貉に会えるとは」

　薄うす暗ぐらい貉の部屋で、貉と白さ湯ゆを酌くみ交わしながら……

　私は穏おだやかでない心中を隠しつつ、語る。

「ええ……貘ばく様に拝はい謁えつできるとは、私も驚おどろきました。これも類るい族ぞくの定めでしょうか……」

　貘が喰くらうのは、人の恋心だが……

　貉が喰らうのは、人の──友情。と、明治時代に民俗学者・南みな方かた熊くま楠ぐすから聞いた事がある。

　なので貉に憑つかれると、人は人の友情を感じられなくなる。男女間の友情も喰われてしまうので、まっとうな恋もできなくなる。しかも貉は暴食で、友情に類する感情なら家族の情でも喰らうらしい。

　結果、貉に憑かれた人間はコミュニケーション障害を起こし、独りぼっちになっていくのだ。

　あの早乙女さおとめ刹せつ那なという少女は、アリスベルの話によれば学校にも友達がいないようだったし……貉と２人きりで、ここに住んでいる。事実、熊楠の話の通りなのだろう。

「あんなに表情豊かな刹那さんを見るのは、久しぶりであります。いいえ、初めてかも……」

　これも熊楠のスケッチを見た事があるだけだったが、『朋瓶ホウベイ』──友情を落らく雁がんに変えて奪うばう、私の『恋レン函カン』と同種の小こ壺つぼ──を膝ひざの上に抱かかえて、貉が呟つぶやく。

「また喰らうのか。あの乙女の友情を」

　誘導尋じん問もん気味に、私が尋たずねると……

　貉は微笑ほほえんで、

「いいえ。ご存知のようですので明かしますが──刹那さんは最近はもう心を閉ざしてしまい、誰だれとも友情を結ぼうとなさらないのです。私の餓うえも、至るところまで至り……最も早はや、苦痛を感じませぬ」

　そう、哀かなしげに応こたえてきた。

　したくないと願っていようと、ふとした事でどうしても抱いだいてしまう『恋心』と違って──人は『友情』を、断とうと思えば断ててしまう。

　それが故ゆえに、貉は貘より死にやすい。

　絶滅すらまことしやかに囁ささやかれていた、希少な妖あやかしなのだ。位は貘より１つ下だが。

「死ぬつもりか、貉よ」

「はい」

　見えぬ目を閉じたまま、貉は金色の髪を揺らして小さく頷うなずく。

「此こ度たび、お国に命じられた奸かん臣しん・夷い狄てきの討とう伐ばつを最後に──刹那さんには、妖よう刕とうを手から放していただきたいのです。護ご國こく様の御おん身みを取り戻そうと、これより、この国は荒れることでしょう。表社会もですが、裏に蠢うごめく者たちの世界はもっと荒れる。この貉らくの見えぬ目には、その未来がよく見えております」

　自身が脆ぜい弱じやくな貉には、その代わりに郷土の興こう廃はいを先読みする力があるという。

　それによって、自分が生き延びられそうな土地を渡り歩くと聞いたが──

「刹せつ那なさんは、まだ若い。妖よう刕とうとしては、この国の裏社会で生き延びれないでしょうから……ただの少女として、表で、やり直していただきたいのです。時代の悪を討つ妖刕は、原はら田だ様が務めて下さることに期待して──彼にお会いして、私は、覚悟を決めたのです」

　もう、ここを死に場所と定めたのだな。貉は。

　だが生憎あいにく、私は貉ほど愛国心や義ぎ俠きよう心しんに厚い妖あやかしではない。静せい刃じを護ご国こくの妖刕にするつもりは無く──静刃本人にも、その気は無いだろう。

　何より彼は、妖刕を辞めたがっているからな。

　しかしこの末まつ期ごの貉を気き遣づかって、私はその辺の話は伏せて聞き役に徹した。

「最期に、私のせいで幼い頃ころから友人を作れなかった刹那さんが……手前勝手ではありますが、お友達を作るところを見届けてから死にたいと願っておりました。アリスベル様と刹那さんが出会えたのも、きっと神の巡り合わせかと……」

「──そう上う手まくいくかや？　喰くえ、貉、喰え。お前、無む駄だ死じにするじょ」

　突然、貉と私の会話に──

　静刃の携帯電話を引きずり、いつのまにか貉の部屋に入ってきていた鵺ぬゑが割り込んだ。

「分からぬは、夏の日和ひよりと人ひと心ごころ。乙女心と秋の空。女心ほど、先の読めないものはないじょ。アリスベルと早乙女さおとめの間に友情が今あるんなら、今の内がチャンス。今、喰え。何も考えず、喰え。びょひひっ」

　相変わらず、性格の拗ねじくれている鵺だが……

　今に限っては、優やさしいことを言っているのかもしれないな。貉の死を看過しようとしていた、私よりは。

　喰え、喰え、と、踊おどり始めた鵺に……貉が、苦笑いしたとき。

　その踊りが、ピタッ、と止まった。

「……！」

　私も、弾はじかれたように立ち上がる。

　そして窓に飛びつき、おそらく何年も閉ざされていたであろう鎧よろい戸どを──上げる。

　案の定、明け方だったハズの空は暗い。

　そして、雨が降っていた。

　関せきヶが原はら、シャルルロワ、沖おき縄なわ……戦場を思い出させる、むせかえるようなニオイと共に──真まっ赤かな雨──

　血の雨が。
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　道場を後にした時、早乙女さおとめが、

「……不幸中の幸いだったな。２人ともフル装備で」

　庭の様子を見て、舌打ちしながらそう言った。

　枯かれ山さん水すいの日本庭園に、真まっ赤かで粘ねばついた血の雨が降っている。

　早乙女邸ていを囲んでいた白い塀へいは消え失うせ、その向こう側には地じ獄ごくのような……

　というか、地獄そのものの光景が広がっている。血の池、針の山、火の河。仏教で地じ獄ごく道どうに堕おちたらどうなるかを人々に喧けん伝でんするために描えがかれた、地獄絵図ってやつだ。

「──『絶ぜつ界かい』だな」

「ああ、こけおどしさ。案ずるな、ニセ妖よう刕とう」

　ビビや瑠る姫きにやられた事があるから俺おれも慣れてるが、早乙女も平然としてる。

　絶界とは、異能が現実空間に二重張りする異次元空間。

　そこで行われる事は普通の人間には見えなくなるので、ハデにやりたい異能が決闘場として利用する事が多いものだ。しかし絶界の維持には大きな力が必要で、ヘタすると展開した異能自身も出られなくなる事もある、リスクを伴う技だと貘ばくに教わったが──

「ニセ妖刕、これを広げた相手に誰だれか心当たりはあるか？」

「なんとなくだが……元総そう理りがマッチメークしてくれたヤツ、その片割れじゃないか？」

　違和感を感じ、眉まゆを寄せて地獄絵図を見てみるが……

　術者が見た絵を再現・投影しているらしい地獄絵図は、俺が知ってるものとは微妙に違う。

　地獄に国境があるのかは知らんが、どことなく──

　──中国風なんだ、この地獄は。







【　Episode 15　再びチヤレンジヤー・緋色のスカーレツト・挑戦者アゲイン　】




　俺おれの読みが、珍しく的中したようだ。

　火の草原を踏み越え、燃える尾や髭ひげを生やした馬のような獣けものに騎き乗じようして──真まっ赤かに染めたシルクの、チャイナドレスをアレンジしたような衣装を着た女がこっちへやって来たのだ。

　三さん國ごく無む双そうの女キャラを地で行くような、非現実的なムードの美女だ。スタイルもやたらいい。

　女は、血の池と化した早乙女さおとめ邸ていの庭で……

　表示ガイドによれば中国の霊れい獣じゆう・麒き麟りんとやらを立ち止まらせる。

　そして、目め尻じりに赤い隈くま取どり化粧をした鋭い眼めで、早乙女の家を見回した。

「好ハオ」

　唇くちびるにも真っ赤な口紅を引き、長い黒髪を編み込みのあるお団だん子ごツインテールに結い、下着をつけてないのか中身の形がハッキリ分かる胸を張った女は──

「──リリオパラ・マイオパラ・ワァサイダーホゥ──！」

　神経に障さわる甲かん高だかい声で唱え、たんっ。

　鎧よろいをつけた麒麟の背に手を突き、クルリと前転して鞍あん上じように着地した。

　その雑ざつ伎ぎのような華か麗れいな動きと共に、ばらっ……！　その中国風の衣装が解ほどけ、光の羽は衣ごろものように変質する。裸になったその体に、光の帯が素早く巻きついていき──

　どこかで見覚えのある感じの、今までとは別の意味でハデな衣装に替わっていく。

「……！」

　その光景に、俺は思い至る。

（居鳳いのうヶが浜はまで見た、ビビの変身と……ソックリだ……！）

　元の衣装のイメージを残した、勇ましくも、どこかコスプレっぽいブラウス。

　臙えん脂じ色いろのアンダースコートの周囲にヒラヒラ広がるスカート。

　赤を基調にした、アニメっぽい衣装──

　──魔法少女マツキーナだ。まず間違いなく。

　魔法少女は日本固有の異能だったはずだが、その中国版に見える。

　おそらく……

　アニメ文化の伝でん播ぱと共に、中国でもあのスタイルをパクった異能が発生してたんだ。

「異能は集まると異能に感知されやすくなる。居鳳の学校で習わなかたカ？」

　紅べに孔く雀じやくの扇で俺を指してきた、女は──

「お前たち、芭蕉扇バジヤオシヤーンでバラバラに消し飛ばす。でもアリスベル──『魔女狩りマツキ・ハンター魔女・マツキ』だけは難しい。だからあとで別の殺し方で料理するネ。嘻クシ嘻クシ」

　──と、サディスティックに目を細めた。ハム太た郎ろうみたいな笑い方をしつつ。

　俺おれはすぐ、妖よう刕とうに目標方ターゲツト向指示ロケーターを表示させたが……

　女の言う通りだ。アリスベルは、この絶ぜつ界かいにいない。

　俺たちは、魔女マツキ・アリスベルが出かけて留守のところを奇き襲しゆうされたってワケか。

　バッ、と麒き麟りんの上で扇を広げた中国の魔法少女マツキーナに対し、

「貴様が藍ラン幇パンの殲チエンだな？　私に狙ねらわれている事を知っていたのか？」

　白套ハクドの裾すそを揺らして、早乙女さおとめが正対する。

「知らいでか。日本の官公に中国の[image: ][image: ]スパイが何十人いる思てるネ」

　中国の魔法少女──殲は、扇で口元を隠して目を細める。

　嗤わらって、いるのだ。

　俺たちをナメきった態度で。

（……『魔女狩がり魔女』のお守もりがいなきゃ、妖刕が戦えないとでも思ってやがるのか）

　妖刕の効果で、俺の中の獰どう猛もうな俺が覚かく醒せいしてくる。

　そうさ。俺だって、魔法少女と戦うのは初めてじゃない。

　隙すきを突いたつもりらしいが──返り討ちにしてやるぜ。

「飛んで火に入る夏の虫だな、殲」

　腹を括くくって一歩前に出た俺と同様、

「今は冬だがな。どうあれ、日本で勝手は許さないぞ。中国異能」

　俺の隣となりに立ってきた早乙女も、この侵入者と闘やるつもりらしい。

　すっかり頭に血が上った様子で、殲を睨にらみ付けている。

「じゃあここも今から中国にするどうヨ。お前の屋敷、住みよさそうネ。もらう」

　ニィ、と紅あかい唇くちびるの端を上げた殲は……麒麟の臀でん部ぶに載せていた甕かめを取り、がぶり。口をつけ、中身を吞のむ。

　──酒だ。強きよう烈れつなアルコールの香りが、血のニオイに混じってここまで漂ただよってくる。

　おそらくあれは……アリスベルや矢や子こさんが糖分でやっていたような魔力の補給だな。

「領土とは戦って奪うばうものネ」

　甕を片手に早乙女に笑いかけた殲には、全く酔よった様子は見られない。

「領土とは戦って守るものだ」

　そう返している早乙女の方が、むしろ冷静さを欠いているカンジだ。

「口を慎つつしむが良いネ、小日本人シヤオリーベンレン。中国は世界の中心、文明の起源。辺境の小列島に住む猿さるマネ民族の分際で、お前たちが独立してる事自体が分不相応ヨ。名誉漢かん民族に取り立ててやるから、釣魚デイアオ臺列嶼ユタイリエユといわず日本列島を全部差し出すが良いネ。嘻クシ嘻クシ」

　バカにするような口調の殲による、わざとらしい挑発に──

「──猿マネと海賊版は、貴様らのお家芸だろう！　その歪ゆがんだ中ちゆう華か思想、叩たたき斬きってくれる。あと尖せん閣かく諸島は日本の領土だッ」

　早乙女さおとめは額に青筋を浮かべ、怒鳴っている。

　なんとなく感じていたが……早乙女は国こく粋すい主義的なところがあるからな。

　そこに調べのついていた殲チエンは、意図的に日本を侮ぶ辱じよくして早乙女を怒らせているんだ。

　舌ぜつ戦せんを仕掛けた殲もセコいが、早乙女も早乙女だぜ。煽あおりにホイホイ乗せられやがって。

「ここは日本うんぬん以前に、お前の家だろ。押し込み強盗は──排除するぞ」

　頭に血が上ってる早乙女を少し制し、俺おれは準潜在能力開放セミオープンアクトに入る。

　バキッ、バキバキッ……という、背中や胸や腹、手足の筋肉が引き絞られていく音と感覚が自分の体から伝わってくる。男の俺ほど盛大には聞こえないが、ピキッ、ピシシッ……という同質の音は早乙女の体からも聞こえてくる。

「排除で済ませられるかな。私は不器用でな。勢い余って打ち首にしてしまうかもしれない」

　右みぎ眼めを青く光らせて例のコワイ笑顔になった早乙女は、白グローブの手を左腰の刀に掛ける。

　その瞬しゆん間かん、先手を取ってきたのは──殲の方だった。

「──化勁火フアジンフオ──」

　殲が胸の谷間から紙の札ふだを出して前方に投げ、口から酒を吹きかけると──パンッ──！

　札が弾はじけ、極ごく々ごく小さな、眩まぶしい火球を空中に生じさせた。

　それが、ゆっくりとこっちへ飛来する間に……蠅はえの形になり、蝶ちようの形に変わり、鳥に、鰩エイに、そして炎の獅し子しへと、次々に姿を変えつつ巨大化していく……！

「……っ!?」

　不可解な炎だ。変形もさることながら、広がれば広がるほど激しく高温になっていく。

　炎は獅子から鯨くじらへ姿を変えながら、バァアァアァッ──！　と、屋敷の屋根に覆おおい被かぶさった。

「……！」

　ナパーム弾でも喰くらったかのように、早乙女邸ていが炎に覆われていく。

　ここも今や地じ獄ごく絵図の一部、灼しやく熱ねつ地獄になってしまった。

　炎の波は家を焼き落とし、崩れた壁かべの向こうに……燃えさかる和わ傘がさに囲まれた貉らくがいる。

　貉を抱だき留めて守る貘ばくと俺の目が合った、次の瞬間──

「[image: ]ハイ[image: ]ヨーッ！」

　炎の波を追うように走る麒き麟りん、その背に立って、殲が俺に襲おそいかかってきた。

「──ッ！」

　麒麟の燃える足が俺を蹴け散ちらそうとするのを、重ねた両手で受けて防ぐ。

　だが漆しつ黒こくの蹄ひづめは、鋼鉄のように硬く、重い。

　黒套コクドのグローブが無ければ、腕が肘ひじまでグシャグシャに砕かれていただろう。

「殺ジヤッ！」

　すぐさま、表示ガイド──警告アラートッ──とっさに妖よう刕とうを抜刀した瞬間、ガスッ！　──ガスッ！

　これも悪夢のように重い２連撃が２方向から、絶妙な時間差を伴って襲い来た。

　目では炎しか捉とらえきれなかったそれらを双刀で受け流し、連撃の合間をスリ抜けると──

　殲チエンが中国の大おお薙刀なぎなた、いわゆる青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうをカヌーのオールのように構えているのが見えた。

[image: ]

　だがその偃月刀は、三さん国ごく志しで関かん羽うが持っていたものとは違う。もっと凶悪だ。

　炎を纏まとうブ厚い巨大な包丁形の刃やいばが、上にも下にもついてやがる。

　双そう刃じんの青龍偃月刀、しかも炎属性か。ゲームでも見た事ないぜ、そんな贅ぜい沢たくなの。

「呀ヤァ──哈ハッ！」

　殲は上刃を俺おれや早乙女さおとめの刀にブチ当てては、その反動で下刃を振り回す。棒ぼう術じゆつに近い動きで、休みなく、回転力を活いかした重い連撃を振り下ろしてくる。

　しかもリーチ差で、こっちの刃は騎き上じようの殲に届かない。

「[image: ]ハイ、[image: ]ヨォーッ！」

　ブオッ──と、今度は下から上へ、燃える双刃偃月刀がゴルフクラブのように振るわれた。

　早乙女を股またから一刀両断にしようと、両足の間を掬すくうような軌道の斬ざん撃げきだ。

「か、傾かし巍ぎ十じゆう字じッ！」

　それを察した早乙女が、Ｘ字に構えて下ろした妖よう刕とうの交点で偃月刀を受ける。白い編み上げブーツで交点の峰みねを踏み、偃月刀に乗って大きく跳はね上げられつつ──くるくるッ、と抱かかえ膝ひざ後転で殲から遠ざかる。長いポニーテールが空中で弧こを描えがく中、早乙女は器用に左刀を納刀し、抜いたッ。Ｍ＆Ｐ・Ｒ８、.357マグナム──

　ガウッ！　ガガガウッ！　空から早乙女さおとめが、常人なら反動が大きくて連射できないソイツを４連射した。

　そして、ダンッ、と瓦かわらを踏み割って燃える自宅の屋根に着地し、膝ひざ立ちで残弾も斉せい射しやする。

「──撃ち合い望むか、白妖刕バイヤオリー！」

　ギギギギッギギギギンッ！　と、偃えん月げつ刀とうを盾たてにして防弾した殲チエンは──

　その動きの流れで、折り畳たたみ式の双そう刃じんを麒き麟りんの鎧よろいに戻した。返す手で紅あかい扇を放り上げた時、妖よう刕とうの表示ガイドが……殲が突き出したデカい胸の前に、強きよう烈れつな磁力反応を読み取っている。

（磁力技──『芭バ蕉シヨウ扇セン』？）

　さっきの殲の発言から、妖刕はあれがその予備動作だと読み取ったらしい。

『前へならえ』のような体勢で構えられた、殲の技は──

『電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン』──『Saotome is locked早乙女が捕捉されました』──

（──電磁投射砲……レールガンの事か……!?）

　弾子が何なのかは未判明だが、殲は射撃技に向けて力をタメている。タメが長くなればなるほど力を籠こめられるようで、妖刕が概がい算さんした表示によると──

　そのエネルギー量は最大で、艦砲射撃のような威い力りよくまで高められるようだ。

（マズいぞッ、あれは──白套ハクドでも受けきれない！）

　だが焼け崩れた屋根から縁側に落ちてきた早乙女は、殲に立ちはだかる。

　回避の準備動作を、見せない。

　なぜだ！　早乙女には俺おれと同様の表示が見えてるハズなのに！

「早乙女ッ！　受けるな、避よけろォッ！」

　殲めがけて飛び出しつつ、叫んだ俺に──

「──妖刕は折れず、曲がらず！　敵に背を向けるなど、卑ひ怯きよう者もののすることだ！」

　早乙女は左右の妖刕を大きく下げ段だん後方に振りかぶる。炸サク牙ガの構えだ。

　そこで俺は気づく。

　早乙女の背後、家の中には、貉らくがいる。

　早乙女は、貉を守っているんだ……！

「──貘ばくッ！」

　一言叫んで、俺は方向転換する。

　距離的に、おそらく殲のレールガン射出を妨ぼう害がいするのには間に合わない。

　なので、俺は早乙女の手前で黒套コクドを翻ひるがえして跳とび上がり──白套の襟えり首くびを摑つかんで、かっ攫さらう。

　──その瞬しゆん間かん。

　紅べに孔く雀じやくの扇が殲の胸の前に落ちてきて、中に隠されていた鉄てつ串ぐしのような針が１本飛び出した。その初速は──マッハ８・５！──レイジングブルの４倍超、妖刕の予測よりも速いッ……！

　──ヒュドオオオオオォォォォォァァァァッッッッッッ──!!

　新幹線のような音を上げて、文字通り目にも留まらないニードル弾が宙を駆け──

　直撃はなんとか避よけたものの、俺おれと早乙女さおとめはその衝しよう撃げき波はに吹っ飛ばされる。俺の手が空中で早乙女を離してしまい、もう何にどうぶつかっているのかも分からなくなった数秒の後──

「──ッ……！」

　爆撃をくらったように破壊された屋敷の屋根を押しのけるようにして、なんとか顔を上げた。見れば、割と近くで──今の攻撃の直撃を避けた貘ばくが、助けた貉らくに覆おおい被かぶさるようにして瓦が礫れきからハミ出ている姿も見える。

（なんて、攻撃だ……ッ……！）

　芭蕉扇バジヤオシヤーンとは──

　射出武器でありながら、その進路にある全すべてを衝撃波で破壊して進むマップ兵器。

　西さい遊ゆう記きに出てくる鉄てつ扇せん公こう主しゆの武器の名に恥じない、小山ぐらいなら数発で消し飛ばすような驚きよう異いの攻撃だ。

　瓦礫を押しのけて、立ち上がろうとするが──出来ない。ダメージの表示は、右足──俺の大だい腿たい四し頭とう筋きんが損傷し、膝しつ蓋がい骨こつが外れてる。

　黒套コクドが治しにかかってるが、１分や２分で完治させられる軽傷じゃない。

　焦あせって顔を上げると、貘の脇わきから、

「あばよだじょー！」

　チョコチョコッ！　と、アンゴラウサギの短い足で逃げ出す鵺ぬゑも見えた。

　すぐさま貘が蔦つたのようなムチを出して捕らえているが、

「あー、おい貘。鵺を元に戻せだじょ。したらばアイツの脳天を緋ヒ箍コ來リで撃ち抜いてやるじょ。フヒヒッ」

　いま逃げようとしたくせに、鵺はそんな事を言ってる。

　自身もどこか負傷したらしい貘は「……鵺はダメだ、静せい刃じ。こいつは魔法少女マツキーナの眷けん族ぞく。この戦況下、ヘタをしたら向こうに付きかねん」と、鵺を胸の合間に押し込んでる。

　だが──じゃあ、どうしたらいいんだ。

　妖よう刕とうは表示ガイドで早乙女、貘、鵺、貉を見捨てて逃げる事を推すい奨しようしてくるが、男が女を見捨てて逃げるワケにもいかないだろッ。

「キャーハハハハ！」

　反り返って高笑いし、麒き麟りんから血の池に降り立った殲チエンが……

　血と泥でぐちゃぐちゃになった庭先に倒れる早乙女のそばに、歩み寄る。

　そしてその長い美び脚きやくで、ぐしゃっ。早乙女の頭を踏みつけた。

「……うっ……！」

　それで失神から意識を取り戻したらしい早乙女は、起き上がろうとするが──

　再び、頭を殲に踏みにじられる。今度は、顔を血と泥の湖畔に擦すり付けられるように。

「白妖刕バイヤオリー、黒妖刕ヘイヤオリー。日本鬼子リーベングイズども。異能の戦いくさは、真まことの戦争の緒戦ネ。この国の経済よく耕たがやした褒ほう美びに、もうじき我ら中ちゆう華かが国ごと乗っ取ってやるヨ。この辺りは、いずれ殲チエンの街。この家はいずれ殲の家、藍ラン幇パンのアジトにするネ」

「あ……ッ、ぐ……！」

　呻うめく早乙女さおとめの頭を執しつ拗ように踏みつける殲は、俺おれにも鋭い視線を送ってくる。

　すぐに早乙女を助けに行きたい所だが──

　表示ガイドで視みえる。殲の胸元に、２発目の磁力反応が発生しているのが……！

「──生まれながらに、そしてずっと豊かなつもりの、小日本。弱者が貯ためれば強者が獲とるは、世界の必ひつ定じようヨ」

　また芭バ蕉シヨウ扇センで早乙女が撃たれたら、バラバラにされて血の池の藻も屑くずだ。

（そうはさせるか……ッ！）

　俺はもう後先考えず、殲の狙ねらいを自分に引きつけようと──這はって、貘ばくや貉らくから離れる。

　そして妖よう刕とうを片方鞘さやに収め、レイジングブルを抜いた時。

「あァーら、キミが黒い妖刕クン？　カワイイお顔じゃない。好みよ？」

　俺のすぐそばの頭上から、女喋しやべりの──

　しかし低い、ダミ声がかけられた。

（この絶ぜつ界かいにもう１人……人が!?）

　いきなりの乱入者に驚おどろいて顔を上げ、さらに驚かされた。

　声の主ぬしは、男だったのだ。

　カーキ色をした防寒コートを着た、ソイツは──

　２ｍ近い身長に加え、体に厚みがある。服の中は多分、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなのだろう。

　黒髪をポマードで塗り固め、元は色黒らしい顔をファンデーションで明るくし、濃い香水のニオイを漂ただよわせている大男は、

「……ンフッ。麻あ相そうセンセから聞いてるでしょ？　アタシ、巻まき。巻六むつ雄お。夢見る26歳よ」

　ばちんっ、と、俺を見下ろすデカい目でウインクしてきた。

　こ、コイツが……

　軍事クーデターを企たくらんでいるという──

　陸自の、巻、なのかッ……？

「ほら殲。帰るわよ。アナタが遊んでるから、もうすぐ魔ま剱けんが帰ってきちゃいそうじゃない」

　視線を殲に移した、巻に──

　殲はムスッとした表情になって、早乙女を踏む足を止めた。

　唯ゆい我が独どく尊そんなタイプに思えるが、どうも……巻の言うことは聞くらしい。

　そしてそれに、俺も本能的な部分で納なつ得とくがいく。

　この男には、俺たちよりも人間離れした何かを感じる。

　眼めの奥に、ただの人間ではない──悪魔的な本性を隠している感じだ。

　異能ではなさそうだが、それに準ずる何かだ。歴史番組で見たヒトラーみたいな、言葉では言い表せない存在感がある。

「妖よう刕とう・魔ま剱けんが揃そろっちゃうと、アナタでも面倒でしょー？　それにそこには妖あやかしもいるじゃない。各個撃破は、子供でも知ってるケンカの基本──」

　──ヒュガッ！

　薄うすら笑いを浮かべて語っていた巻まきの喉のど笛ぶえに、妖刕──

　サーベルが、カップ形の鍔つばの辺りまで深々と突き刺さった。

　倒れた姿勢から、早乙女さおとめが妖刕を片方投とう擲てきしたのだ。

　だが、巻は……血の一滴も流さず、

「やァねぇ。野や蛮ばん」

　ノドを刺されたにも拘かかわらず、ニマァと笑う。

「……この、売ばい国こく奴どめッ……！」

　早乙女が歯ぎしりする中、どろり……と、巻の体がひしゃげていく。

　ヘドロのようになって溶けるその体は──恐らく何らかの式しきで作り出された紛まがい物。

　遠えん隔かくにいる巻を極めて精密に、立体的に放送しているモノだったんだ。

「ほォら殲チエン、さっさと帰るわよ。アタシ、女にはキビシイわよォ……？」

　そう言って崩れた、気味の悪いヘドロ人形を一いち瞥べつしてから──殲は、血の池の水面下で足に絡からまっていた藻ものような草を払う。そしてヒラリと宙返りして麒き麟りんに騎き乗じようし、

「再[image: ]ツアイチエン、白妖刕バイヤオリー、黒妖刕ヘイヤオリー。命いのち冥みよう加がな小鬼どもヨ」

　吐き捨てて、絶ぜつ界かいごと……

　薄れて、消えていった。

「……」

　地じ獄ごく絵図の光景が、解かれると──

　それこそ夢から覚めたように、屋敷は元通りになっている。

　静かな朝の曇くもり空の下、いつの間にか鳴り始めていた俺おれの断絶警報インデイケーターだけが響ひびいている。

　血の池も消え去り、うっすら雪の積もった日本庭園に戻っているが……そこに倒れた俺と早乙女のダメージは消えていない。

　鞘さやに収めた妖刕を杖つえにして立った俺は、屋敷の奥から貉らくに肩を貸しつつ出てきた貘ばくに──

「貘、アリスベルに連絡をしてくれ。殲を追うぞッ」

　あと１分も戦えないながらも、そう叫ぶ。

　右みぎ膝ひざを黒套コクドが締め上げていき──ガコッ！──と、とりあえず膝しつ蓋がい骨こつを元の位置に整復した。俺は激痛に顔を顰しかめるが、お陰でなんとか歩けそうだぞ。つまり、まだ俺は戦えるんだ。

　だが、貘は首を横に振り……

「──絶ぜつ界かいを解除する際、殲チエンは長距離絶界橋イマジナリ・リープで消えている。さほど遠くに跳とべる式しきではないが、追えるものでもないのだ……だが何にせよ、殲は絶界と戦闘で莫ばく大だいな式力ちからを使ったハズだぞ。またすぐには仕掛けてこないだろう」

　冷静に、そう説明してくれる。

「静せい刃じよ、お前は知らないであろうが……絶界は敵の異能の下見に用いられる事も多いのだ。戦いを有利に進めるために張られる事もあるが、原則、展開した方が力を費消して不利になるものだからな。だから絶界の中で戦いが完結する事は少なく……一いつ旦たん水入りとして、改めて、現実世界のどこかで戦うのが常道だ」

　貘ばくの補足を聞きつつ……敵を取り逃がした事を悟った俺おれは……

　鞘さやに収めた妖よう刕とうを杖つえにして、倒れたままの早乙女さおとめの方に向かう。

「……ハデな下見もあったもんだぜ。あれだけ破壊されてたが、この屋敷は大だい丈じよう夫ぶなのか」

　どこも壊れていない早乙女の家を見上げつつ貘に尋たずねると、

「絶界は虚きよ数すう方向に上張りした空間。自然はそこと現実空間のバランスを取ろうとして、逆の事象を起こそうとするものだ。理解は難しいだろうが──少なくとも、今後この家は火災にはしばらく見舞われないだろう」

　言われた通り、難しい回答が返ってくる。この辺が俺の理解の限界だな。

　貘の胸元から畳たたみの床に降りた鵺ぬゑは、

「静刃、早乙女、お前たち、30点だじょ。もっとがんばれ、だじょ」

　ニヤニヤしながら、そんな事を言ってくる。

　足さえ無事なら蹴けり飛ばしてやるところだぜ。

「早乙女……」

　俺は早乙女の刀が、断絶警報インデイケーターを鳴らしていない事に気づく。

　妖刕は抜刀・納刀のアクション以外でも、戦う意志の有無に反応して機能のＯＮ／ＯＦＦが切り替わる。

　早乙女は……俺より先に、戦意を失っていたんだな。

　砂利の敷かれた庭で、仰あお向むけに倒れていた早乙女のそばに屈かがむと──

　早乙女は顔を手で覆おおっていた。その縁には……涙が伝っている。

　だが早乙女はそれを見られるまいと思ったのか、俺に背を向けた。そして四つん這ばいになり、

「さっきは──なぜ助けたのだ！　あの電レ磁ー投ル射ガ砲ンで……一歩間違えていたら、お前も死んでいたんだぞ！　このニセ妖刕！　馬ば鹿か者もの！」

　助けてやったのに、この言い草。何だよコイツ。男だったら殴なぐるところだな。

　しかし、プライドの高いこの早乙女が……あそこまで敵に足あし蹴げにされ、悔くやしさとショックで泣いているのを前にすると……

　俺も、キレ返す気にはなれない。

「ニセ妖よう刕とう。あの時のお前の判断は間違っていたッ！　私に視みえた表示ガイドの通り──お前は私を見捨てて、敵を討つべきだったのだ！」

「なに言ってんだ。恩着せがましい事を言うつもりはないが、そしたらお前が死んでただろ」

「構わない！　個は国に優先されない！　国のため、あの侵略者を前に──お前は個を捨てるべきだった！　私を見捨てるべきだったのだッ！　それを……うぅ……ううっ……」

　自分も貉らくを守ってあの殲チエンに立ちはだかったくせに、早乙女さおとめは矛む盾じゆんするような事を言って泣く。

　これは、俺おれに……八つ当たりしてるんだろうな。

　どんなに大人おとなびていても、コイツは俺より年下の、しかも女なんだ。それを思い知らされた気分だよ。

「あの場で私が撃たれて死のうと、それは私の不覚だっ。それに私のお父様が言っていた、『妖刕は折れず曲がらず、死すときも必ず道連れを伴う』──私はヤツらと刺し違え、死んでも打ち首にする──捨て身の覚悟でいたのだ！　それを、お前が……なぜだ！　なぜ私を助けたのだ！」

　踏まれて汚れた顔を庭に伏せ、早乙女は黒いポニーテールを震ふるわせて泣いている。

　そういえば……早乙女は、昔から１人で戦ってきたと言っていた。

　仲間と一緒に戦うという事、チームワークや友情といった事の意味がよく分からないのかもしれないな。そっち方面で説得してもムダだろう。

　そう考えた俺は……幾つか妖刕が表示してくれた宥なだめるセリフの中から、

「理由がいるのかよ、男が女を助けるのに」

　別の理屈を選んで、適当にそう言っておいた。

　すると早乙女は、

「……！　こ……この、おせっかい焼きめ……」

　としか言い返してこず、伏せたまま……黙った。

　……どう効いたのかは分からんが、どうやらセリフの選せん択たくには成功したみたいだな。

　後ろから見えるその耳が、じわ、と赤くなっていくのが分かる。熱っぽくなってるみたいだ。

　また興奮して怒られるとややこしい事になりそうなので、

「俺はおせっかいを焼くタイプじゃない。妖刕は２人しかいないんだ。どっちかが死んだら、近接戦のできる個体ユニツトが不足する。そうならないためにも、危ない時は俺を頼れ」

　問答無用の空気を流して、早乙女の腕を引いて起こそうとした。

　すると、

「痛つっ……！」

　早乙女は早乙女で足首を挫くじいていたらしく、立ち上がれずにいる。

　ので、しょうがなく抱かかえてやった。妖刕の表示通り、お姫様抱だっこで。妖刕はこの抱き方が好きなのか、よく俺に指示するよな。

　痛みに眉まゆを寄せていた早乙女さおとめは、自分が抱だき上げられた事に気づくと「きゃっ」と、小さく、女の子っぽい声を上げた。

　そして、あわあわと口を震ふるわせて俺おれを見上げている。

「……お前、妖よう刕とうが無いと軽いな。やっぱり、女だ」

　感じた通りを言うと、早乙女は今度は「わぁ」と言うように口を開ける。そして、ツリ目を大きく見開いてビックリしたような表情で俺を見てる。

　……あったか？　ビックリ要素。今の俺の発言に。

「な、何を言ってるのだ、お前は。そんな事、なんで、言うんだ」

　見れば、俺の腕の中の早乙女は顔を赤くしてしどろもどろになってる。よく分からない反応だが、さっきみたいな八つ当たりモードではなくなってるみたいなので良しとしよう。

　その時、表示ガイドが──

　早乙女の胸から、ドキドキという心拍に合わせて飛び出すようなピンクの光の粒を見せた。大部分は俺の胸にぶつかって弾はじかれてしまうが、その一部が俺の中に入ってきている。薄うす気き味み悪くもあるが、不思議とイヤな感じはしない光景だ。

（この、光は……）

　かつてビビやアリスベルの胸から出ているのが視みえた事がある、不可解な表示だ。

　だが今回、それとは別の光も見える。早乙女の手元からチリチリと出てくる、細い銀色の鎖のような表示だ。それも、一部が俺の手に巻きついていく。

「……？」

　どっちも、意味は分からないが……害のありそうなものではない。

　それに殲チエンの襲しゆう撃げきで疲れ果てた今、異能的なものを気にしてる元気は無い。無視だな。

　いつの間にか俺の黒套コクドの胸元をギュッと摑つかんでいた早乙女を連れて、家の中に戻ると……

　貘ばくは何やらもったいなさそうに、貉らくは嬉うれしそうに微笑ほほえんで、鵺ぬゑは苦々しい顔で、それぞれ俺たちの方を向いていた。何だその、三者三様のリアクション。

「……済まない、貉。俺たちが来たせいで敵に見つかっちまったみたいだな」

　大人おとなしくなった早乙女を畳たたみに下ろし、貉にそう謝ると──

「いいえ、こちらこそ申しわけございませんでした。皆さんに来ていただいたのは……半分は、あの者たちを誘おびき寄せるためでしたので」

　畳の上に座り直した貉は、和服の裾すそと金髪を広げて……土ど下げ座ざしてきた。

「何？」

　俺は少し眉を寄せるが……

　その貉を見る貘は、『何となくそうだと思っていたぞ』的な顔をしている。

「麻あ相そう様の命が下った以上、どの道もう私たちは隠れてはいられませんでしたし──殲たちがどこに拠点を置いているのかは、杳ようとして知れませんでしたゆえ」

　異能は、集まると見つかりやすくなるというが──

　貉らくはその特性を使って、わざと殲チエンたちを引きつけたってのか。

「お前……危なっかしい事するんじゃねえよ。お陰で死にかけたんだぞ。俺おれも、早乙女さおとめも」

「殲本人が攻め込んでくる前に、斥せつ候こうでも送り込んでくるかと思っていたのです。読み違え、平ひらにご容よう赦しや下さい」

　頭を下げたまま、貉はケモノ耳っぽい髪まで伏せて謝ってくる。

「それに、収しゆう穫かくもありました」

　顔を上げた貉は、袂たもとから取り出した小さな糸巻きを見せてくる。

　その糸巻きには、蔦つたのようなものが巻きついており……庭の外へと続いている蔦は限りなく細く、見えなくなっている。それがどうやら、今も少しずつ伸びているようだ。

「何だ、それ」

「これは貉の『蔦ツタ引ビキ』。貉は地中に穴を開ける事にかけては、他ほかの妖あやかしより器用な事ができます。先ほど貘ばく様に御お式力ちからをお借りしつつ、私は庭にこの魔性の蔦の根を張り巡らせておりました。その一本は、気づかれぬよう殲の足に根を下ろさせましたゆえ──勘かん付づかれて断たれるまでは、蔦はどこまでも伸びてゆきます。今後は殲が腰を落ち着けた土地で、蔦が株分かれしましょう。そうなれば、そこがどこか貉には感じ取れるのです」

　糸巻きに巻かれてある蔦は、さっき殲が帰り際ぎわに足から払っていた蔦と同じ色をしているが……貉の説明は一部よく分からないので、俺は貘の方を見る。すると、

「要するに、殲に発信器を付けたのだ。私たちとて、ただ戦いを見ていたワケではないぞ」

　貘は今回珍しく、分かりやすい喩たとえで説明してくれるのだった。




　　　　[image: びび]




　新校舎の廊下に貼はった、あたしたちのライブのポスターが──破かれている。

「腹立たしごしやつぱらいわねやげつずッ……」

　怒って山やま形がた弁べんが出てる瑠姫よし子の隣で、あたしは松まつ葉ば杖づえに寄りかかりつつ溜ため息いきをつく。

（セアラが言ってた通りね。分からなくもないわ、みんなのこういう反応）

　というのも、これは見え見えの黒ミサ。普通の学校でやるのとは異なり、居鳳いのう高でやるのは『理由は聞かず、魔力を分けてちょうだい』と言ってるみっともない呼びかけになるのだ。

　──でも。

（見苦しくても、やらなきゃいけないのよ。あたしたちは）

　ポスターを貼り直す、あたしの足は……まだ治っていない。

　矢や子このもそうだが、異能の快癒式ラジエルは外傷、それも重傷に特化している。捻ねん挫ざ程度に使うには強すぎて、むしろ悪くなってしまう怖おそれも大きい。だから自然治ち癒ゆに任せているのだ。

「黒ミサだ」

「恥知らずね。さすがＸ組バツテンだわ」

　Ⅳ組マツキの生徒たちにそんな後ろ指をさされながら、新校舎を後にし──旧校舎の裏で練習している矢や子こ・祈いのり姉妹と合流する。

　そこでは、人間スピーカーのキリコが体育座りで２人に向けて音楽を鳴らしていて……

「ここはポチタマ体操の『にゃーん』のところのステップだよ、お姉ちゃん」

「う、うんっ。にゃーん……にゃん？」

「そのにゃーんじゃないよ、このにゃーんだよ」

　姉妹オリジナルの方法で、頑張ってくれてる。

　あたしがそこに声を掛けようとした時──

　ぽん、と、あたしの肩に手がかけられた。

「？」

　振り返るとそこには、

「なっとらんわお前ら。花はな神楽かぐらは形から踊ろ思うてもダメやで。ただのダンスとちゃうんや」

　苦笑いしながらの、八や九く藻も先生が来ていた。

「先生……」

「まぁ、どうも本気でやるつもりみたいやからな。よっこらせっと」

　ばふぅ、とシート代わりの風ふ呂ろ敷しきをキリコの真後ろに広げて、先生は……

　キリコの肩に腕を乗せ、背に体を預けるように胡座あぐらをかいた。

「頑張ってる生徒の味方すんのは、教員の職務やしな。ビビ。お前もちょこまか歩いとらんと、整骨院でも行って足を治す方に専念せえや。それが今のお前の仕事やで」

　ぽん、と、竹皮で包んだお弁当みたいなものを投げてよこしたので……

　胸の前でキャッチしたあたしが開いてみると、中には稲荷いなり寿ず司しが入ってる。

「ただのおいなりさんやないで。自然治ち癒ゆ力りよくを高めるやつや。それ食って、早く戻ってこい。お前、『Nu-ヌ・Mă-マ・Uitaウイタ』のセンターなんやろ」

　と、八九藻先生は白い歯を見せて笑いかけてくれた。

　あたしがお礼を言おうとしたのに照れたのか、先生はそれを遮さえぎるように矢子・祈の方を向く。

「ウチのシゴキは厳しいで！　覚悟しとけよー！」

　胸を頭の上に置かれても無表情のままでいるキリコと一体化した感じで、八九藻先生が叫ぶ。

「──厳しい？　上等ですわ！」

　指示もないのに代理でセンターに入った瑠る姫きが、矢子と祈を左右の手で抱だき寄せて笑う。

　あたしはガラにもなく、みんなで気持ちを一つにして力を合わせてる今に──

　ちょっと、涙ぐんでしまう。

　あーもう、ニガテなのよ。こういうの。今まで割と、ぼっちだったからさ。

　ていうか先生、なによそれ。職員室じゃキビシイこと言ってたくせに、最終的には優やさしいんじゃん、あんた。

　潤うるんだ目をごまかすように横を向いて、頰ほおばったお寿す司しは──ぐえ。苦いっ。

　しかもお米が紫むらさき色いろなんだけど。やっぱりキビシイわね。今のは取り消すわ、八や九く藻も。




　実は優やさしいのは、八九藻先生だけじゃなくて──

「セアラ先生が『よかったら使わせてあげて』って言ってこられましたし……」

　──セアラも、だったみたいね。

　あたしたちは吹奏楽ブラバン部に連れられて、音楽室に入り……毎晩、彼女たちの練習の後にここを使わせてもらえる事になったと告げられた。

「私も、皆さんが夜に外で練習してるのを何度か見かけましたから」

　モコモコしたツインテールをチェック柄のリボンで結った吹奏楽部の部長が、あたしたちにウインクしてくれる。

「いいの？　あたしたち、評判悪いわよ？　あんたも知ってるんでしょ、これが黒ミサの練習だってこと」

　あーもう、あたし。なんで素直に「ありがとう」って言えないのよ。すっごく嬉うれしいのに、疑うような目つきで部長さんを見ちゃうし。

「うふふっ。最初は確かに『カンパを欲しがってるみたい』ってみんな笑ってましたけど……最近は、そうでもないですよ。『あれだけ必死に練習してるんだから、きっと何か理由があるんだろう』って、同情的な人も出始めてます。たとえば、私とかね」

　部長さんは先せん輩ぱいだけあって、器うつわが大きく……

　そんなあたしにも笑顔で応じてくれてる。

「機材はキリコが運ぶ。音おん響きようの効率を考えて、スピーカーを、ここと、ここに設置する」

　トコトコと室内を歩き回るキリコを見て、窓から室内の様子を覗のぞいていた吹奏楽部員たちが「カワイイ」「男の子喋しやべり」「小動物」などとコソコソ話してる。

「それに私、神楽かぐら坂ざか46の渡わた部べ麻ま弓ゆみさんの大ファンなんです！　[image: ]まゆずみさん、職権乱用とは分かってますが──彼女のサインを！　これに！」

　ぎゅ！　と、あたしの手を摑つかんできた部長さんは──

　あたしに、手作りのアルバムを渡してきた。あたしの仕事の方のグループ、その１人の写真ばかりをスクラップしてる。

　ど、どうりであたしたちに好意的だと思ったら、この人ドルオタ──アイドルオタクだったのね……！

「あー、わ、分かったわ。もらってきてあげる」

「ありがとう[image: ]さん！　大好きビビニャン！　ライブ楽しみにしてますからね！」

　部長さんに抱だきつかれ、仕事の方のアダ名で呼ばれて、あたしは苦笑いするしかない。

　うーん、あたし……麻弓マユユとは性格合わないから、あんまり仲よくないんだけど。頭下げて、もらってこないとね。今度。




　あたしの足も、日に日に回復していく中──

　レッスン場を得たあたしたちは、今までより効率よく歌とダンスを磨みがき上げていけた。

　とはいえ、ライブまでの期間も短いので……やっぱり、やれて６曲ね。

　最近の一般的なライブで演じられる曲数は、15～25曲と多い。あまり音楽ＣＤが売れない分、ライブでの満足度を高めようとして曲数が増加傾向にあるのだ。高校生とはいえ、あたしたちNu-ヌ・Mă-マ・Uitaウイタのライブは曲が極端に少なく、しかも全すべてがカバー。アンコールで水増しするにしても、１曲１曲の完成度を高めていくしか成功の見込みはないわ。

　猛もう練習でヘトヘトになり、折り重なるようにして音楽室の床に転がる祈いのり・矢や子こ・瑠る姫きに──

「──次はアリソン・リメリックの『Lead You To Heaven I-Mode Classic Mixリード・ユー・トウー・ヘブン』からアースウィンド＆ファイアの『Boogie Wonderland Big Mama Remixブギー・ワンダーランド』に繫つなぐとこまで。やれる？」

　まだ足が万全でないのでコーチ役に徹しているあたしが言うと……

「はいっ」

　最初は仲間内でも恥ずかしがって踊りきれてなかった祈が、最近はそれをだいぶ克こく服ふくできた笑顔で答えてくる。

「まだ頑張れますっ」

　ダンスさせるとすぐバテていた矢や子こも、早朝に自主トレと称してランニングを続けた甲か斐いがあったらしく、立ち上がる。

[image: ]

「ホホホッ。聞き惚ほれて、見とれてもよろしくてよ」

　瑠る姫きのオンチも、ソロ以外ではなんとか誤ご魔ま化かせるレベルになってきていて……

「キリコもあと４曲まで動ける」

　体育座りのキリコは元々機材担当だったのだが、あたしの代打でセンターを何度かやらせてみたところ（髪飾りで何やらチートしてるらしいものの）指示した動きを再生する能力がある事が分かった。無表情なのは致命的とも思われたが、最近この練習を見に来てくれる吹奏楽部の女子たちには妙にウケがいいので、告知ナシで本番に出てくるサプライズ・メンバーとして特訓中だ。

　誰だれがサプライズするかは知らないけど、予定とは違う事が起きるのが生ライブってやつだからね。
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　あれから、私は──

　自分が少し、おかしくなっている事に気づいている。

　貉らくが『殲チエンの居所が摑つかめるまでここに原はら田だ様とアリスベルさんを住まわせませんか』と言ってきた時も、今までに感じた事のない感情を抱いだいた。

　……静せい刃じはいいが、アリスベルはイヤだ、という……

　不自然なので、そうとも言えず──いま、静刃とアリスベルは私の家に仮住まいをしている。

　そして私は、夜になるたび……

　何かが心配で、ソワソワした気分になってしまうのだ。今のように。

　いや、何かが、ではない。分かっている。私が何を案じているのかは。

　だがそこに直面する勇気は無い。考えたくもないから、最近は早く寝るように努めている。

　今夜も１人、宿題とイラストのノルマをこなすと──そそくさと布ふ団とんを敷いて、貉が織った花柄の寝ね巻まきに着替え、横になってしまっている。

　だが俯うつぶせになり、マクラに顔を埋うずめていると……

（静刃の胸や腕は……大きかったな……）

　また、あの時の事を思い出してしまう。

　殲との戦いを思い出すと、気が狂いそうなほどに悔くやしくなる。しかし、その後で静刃に抱だき上げられた時の事を思い出すと、別の意味で頭がおかしくなりそうになるのだ。

（……）

　ふと、自分に覆おおい被かぶさっている掛け布団が──どういうわけだ。静刃に、静刃に思えてきてしまった。まるで静刃に後ろから覆い被さられて、腰を抱かかえられているような──あの時の、静せい刃じとアリスベルのような──

「うわっ、うわっ」

　いけない。それ以上はいけない。そんな事を考えては！

　と、慌あわてて仰あお向むけになる。だが──

　今度はもっと過激な体勢になってしまったような妄もう想そうに苛さいなまれる。

「ああ、もうッ……！」

　顔から火が出るような思いで、布ふ団とんから抜け出し……

　……何をやっているのだ、私は。

「わ、私は女である事など捨てたのだッ」

　否いな。自分で自分にそう言い聞かせてしまう事が、捨てきれていない事の証あかしなのではないか。

　そして、ずっと考えてしまっていた、辛つらい事──

　──静刃と、アリスベル。

　あの２人は別の部屋で寝ているはずだし、以前に２人で動物のような形になっている痴ち態たいを私に見られた時……ハッキリと、否定していた。２人は、その、そういう関係ではないと。

　だが、今、ひょっとしたら──２人は、一緒にいて……

　仲なか睦むつまじく、話してたりするんじゃないか。

　同じ臥所ふしどで。

「……っ……」

　布団に戻りつつ、私は……いつしか自分が、携帯電話と電話帳を手にしている事に気づく。

　ダメだ。そんな卑ひ怯きような事をしては。

　だが、確かめたい。

　静刃とアリスベルが、いまそういう状態にないことを。

（……電話帳……いや、でも、おかしいだろう。夜に電話するなど）

　悶もん々もんと考えながら──

　この携帯電話には電子メール、通称ｅメールという機能がある事を思い出す。

　学校でも、女子同士が内密の話題を遣やり取りするのに使っていると盗み聞きした事がある。

（そうだ、ｅメールなら……夜分に送っても無礼ではないとか）

　だが、メールとは──どうやって送信するものなのだ？

　このボタンか？　いや、これだ。このボタン。本文、という所が便びん箋せんのようなものだろう。そこに……なるほど、こうやって文字を打ち込めばいいのだな。だが、平ひら仮が名なしか出ないぞ？　どうすれば漢字になるのだ？

（ああ、私はどうしてこう……不器用なのだろう……）

　自分が惨みじめに思えて、涙ぐんでしまうが……

　それでもどうしても確かめたくて、悪戦苦闘すること小半時間。

　私はなんとか、電話帳に書いてもらった静せい刃じのメールアドレス宛あてのメールを送信する準備を整える事ができた。

『きょうはありがとうおやすみなさいだ』

　これが今の私の、精いっぱい。

　漢字への変換は、結局できなかった。

　送信、と書かれている画面に対応しているボタン……

　ここを押せば、ｅメールが送られるのか。送られてしまうのか。静刃の携帯電話へ。直接。

　押すぞ。押してしまえ。すぐさま返信があれば、少なくとも静刃は今アリスベルとそういう状態にないという事が分かるのだから……だ、だが、こんな騙だまし討ちのような卑ひ怯きような事──

　──あっ、あっ、押してしまったっ。つい、指が震ふるえて……！

「……！」

　どうしよう。送ってしまった。ｅメールは機能上、相手先に瞬しゆん時じに届くものだ。となれば今、静刃は私からのｅメールを読んでいるのか？　急に送られてきて、ヘンに思われたりして──

　──ピピピピピピッ！──

　という音に、私は「ひゃあっ！」と布ふ団とんを跳はね上げて飛び起きてしまう。

　ちゃちゃちゃ、着信だッ。しかもこの音は通話と違う。きっと、きっとｅメールだぞ……！

　熱い物でも持っているかのように携帯電話をお手玉してしまってから、ぱかんっ！　と開き……震える指で、操作しにくかったが──

　画面の『受信ボックス』なる位置に『未読メール：１』と書かれてあるのを見て、心臓が口から出てきそうな思いがする。

　バクバクと体の内側で跳ねる、私の心臓……

　ｅメールは、このｅメールアドレスは、せ、せ、静刃からだッ。来たッ。本文は──

『句読点ぐらい使え』

　だけだったが、これは……静刃は、アリスベルと戯たわむれている所ではなかったという事だろう。

　ふぅーっ……と、私は大きく安あん堵どの息をつき……

　苦笑いしながら、携帯電話の画面──そこにある、静刃が打ち込んでくれた文字を眺ながめる。

　送る相手もいないから、食わず嫌いだったが……ｅメールなるものは、意外と便利で楽しいものだったのだな。

　心配事が少なからず解消した私が、携帯電話をポンポン投げ上げて喜んでいると──

「──お前、静刃の事が好きなんだじょ？」

　枕まくら元もとから声がして、私は吼コウ破ハで声を上げそうなほどに驚おどろく。

　布団から逃げ出すようにしつつ振り向くと、そこには鵺ぬゑがいた。

　ヌイグルミとしての愛らしさを台無しにするような、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で。

「おっおっ、おまっ、えはっ、なに、を……！　私は、あんなニセ妖よう刕とうの事など……！」

　壁かべ際ぎわまで後ずさってしまった私に、鵺ぬゑは、

「今は貘ばくの恋レン函カンがないもんで、鵺が喰くい放題。今夜はお前に、いい事を教えてやりに来たじょ。お前が分かっていない『男心』ってやつの話だじょ。びょおびょおびょお」

　などと、よく分からない事を言いながら短い足で歩み寄ってくる。

「いい事……？　男、心……？」

　何だ。

　この妖あやかしは敵か味方か今ひとつハッキリしないヤツだが、私に何を教えにきたというのだ。

「男は本心では好きな女が目の前にいても、その自分の気持ちに気づいていない事があるんだじょ」

「……？」

「静せい刃じは今、お前を好いていないような言動をしてるかもしれないじょ？　でも、本当は好きかもしれない。その可能性は常にあるんだじょ。歴史的に見ても、男妖よう刕とうと女妖刕はくっつきやすいんだじょ」

　……っ……

　それは確かに、そうなのかもしれない。

　だって、現に、私の父上・母上も共に妖刕だったのだし──

「早乙女さおとめ、お前、これはチャンスだじょ。なので、お前には鵺が支援物資をくれてやるじょ」

　などと鵺が示したのは、いつの間にか部屋の片かた隅すみに積まれてあった服だ。

　何やら流れに逆らえない気分になってきた私が、その洋服を見るだけ見てみると……それはブラウスやスカート、ワンピースといった、私と同年代の女子が着そうな洒落しやれたものだった。

　気に入らなくはない……いや、むしろ一度は着てみたい、しかし自分には似合わないだろうと諦あきらめていたタイプの──

　清せい楚そで、女性的な洋服だ。それが、沢たく山さんある。

「着てみるじょ。お前、こういうお嬢様系が好みだじょ？」

「だ、ダメだ。こんなの……軟弱だッ。それに、足あし下もとがスースーしてカゼをひくだろっ。私はこの、ス、スカートというものが制服でさえ恥ずかしいんだッ」

　なんとかして断ろうとしつつも、私の苦情には力がない。

　手は逆に、洋服の山の中からアマベルのシフォンワンピースを選び出してしまっている。

　鵺に言われるまま、それをちょっとだけ合わせ……袖そでを通してみるだけ通してみて……結局、着付けてしまう。鏡を見る前から自分で分かるほど、茹ゆだるように赤面しながら。

　そして、ドキドキしながら姿見に自分を映すと──

「……！」

　初めてだ。

　自分で自分を、女子だとハッキリ思えたのは。

「男は目で──視覚で恋に気づく。早乙女さおとめ。お前、ちゃんとカワイイじょ。明日は靴くつや下着をくれてやるじょ。そうすれば……アリスベルにも対抗できるじょ」

　もう、目が回りそうだ。

（……アリスベル……！）

　この私が、こんな自分の姿、こんな自分の心を直視しているだなんて。

　こんな──男に見せる、女の姿を。

　男を想おもう、女の心を。
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　殲チエンとの戦い以来──

　早乙女が少し、おとなしくなったような気がする。初の完全敗北で自信を失った事もあるのだろうが、何というか、しおらしくなったような……ヘンな感じだ。

　まぁ、サーベルの鞘さやで俺おれを殴なぐったり突ついたりしてくる頻ひん度どが減ってくれたのは個人的に歓迎すべき変化だけどな。

　とはいえ、早朝に叩たたき起こされての稽けい古こは継続してやらされている。

（今日、土曜だってのに……）

　半分はマジでもう勘かん弁べんしてほしいシゴキなんだが、半分は、ありがたい。

　というのも、早乙女は割と教えるのが上う手まく──

「ニセ妖よう刕とう。お前は敵への力の当て方が一方通行すぎる。妖刕は２本あるのだから、力と力を２方向から──例えば、こう当てればッ──相手をひっくり返したり、隙すきを作ったりできる」

　──どたんっ。

『当てればッ』で実際に両サーベルの鞘を当てて俺を倒してくるのはともかく、勉強になる。

　今のは、あの赤あか坂さか見み附つけでも喰くらった投げ技と同質の技だった。

　早乙女は俺の頭を右に押し、足を左に払い、両手でハンドルを回す要領で……俺をグルリと回転させたのだ。こっちも準潜在能力開放セミオープンアクトだったのに、割と、易やす々やすと。

「これを『偶ぐう力りよく』と言う。柔道などでも術技立てられているものだぞ」

　俺を見下ろして、やや大きめの胸を張る早乙女は……なんか、楽しそうだな。やっぱＳだぜ。

　だが年下のドＳ美少女にハッ倒されて喜ぶ趣味は俺には無いので、

「……なるほどな。女の細腕を補うために、パワー増ぞう幅ふく技わざを身につけたってワケか」

　と、俺は道着姿の早乙女を見上げつつ女性差別気味なことを言う。

　またポカッとやられるかな？　とも思ったが……最近おとなしめの早乙女は、立ち上がった俺を腕組みして見上げてくるだけだ。キリッとした、凜り々りしい上うわ目め遣づかいで。

「……」

「何だよ。急に黙るなよ早乙女」

「えーっと……今日の朝あさ稽げい古こはここまでにしてやるが、そのだな、今後……私の事は下の名で呼んでもいいぞ」

「？」

「刹せつ那なだ。刹那と呼ぶ事を特別に許可する。あ、べっ別に他意は無いぞ。４文字より３文字の方が早く呼べて、戦闘時にコミュニケーションしやすいからだっ」

「じゃあ俺おれのことニセ妖よう刕とうとか呼ぶなよ」

「それは断る」

　何なのコイツ。でもこれ、今後は早乙女さおとめと呼ぶと殴なぐられるパターンだな。どうでもいい事でケガを負う事はない。ご要望通りにしてやろう。

「分かったよ刹那」

「ふぇっ!?」

　ぴょん、と、俺に名前を呼ばれた早乙女はビックリ顔で小ジャンプ。

「自分で要求したクセに、なんでビビるんだよ」

「うっうるさいっ。ついでにそのッ、聞くがなッ！　お前とアリスベル──アリスベルさんは、本当に、恋仲じゃないのか？　どういう関係なのだッ？」

　今度はこの話題の飛躍。何かヘンなもの拾い食いでもしたのかね？　コイツ。

　しかも……

　今はなぜかピンと来て分かってきてしまったが、早乙女は『組んで戦ってる仲間だ』などという回答を求めてはいない。

　男と女としてどうなのか、という意味で聞いてきているのだ。

（この……今あまり聞かれたくない事を聞いてきやがって……）

　だが早乙女はキレ気味に俺を睨にらみ上げてくるので、これに答えないワケにはいかなさそうだ。

　──いっぺんうまくいきかけたが、あれは一時の事だった。もう俺はアリスベルの気持ちが分からない。だから今は、俺とアリスベルは、別にどうでもない。

　などと……カッコ悪い事実を年下女子相手に答えるのも、カッコつかなさすぎる。

　なので俺は、

「……別に、どうでもない」

　結論の部分だけを抜ばつ粋すいして、そう早乙女に答えておいた。

　コッソリ表示ガイドを使って俺が本音で言ってる事を確認したらしい早乙女は、

「──どうでもないのか。そうか。そうなのだな。では横取りにはならない。よかった」

　テンションを高めて、ルンルンと道場を後にしていく。

　なんでか俺に背を向ける瞬しゆん間かん、すげえ笑顔にもなった。

　お前、俺とアリスベルが恋人じゃないと何が嬉うれしいんだよ。

　それじゃあ、まるで──

「なんだよそれ、早乙さおと……刹せつ那な。ヘンだぞさっきから。なんでそんなこと聞くんだ。よかったって、何がよかったなんだよ」

「ニセ妖よう刕とう。バカ妖刕。少ないとはいえ脳ミソがついているのなら、自分で考えればいい」

　ヘタなドラマみたいに──

　俺おれと早乙女さおとめが、道場内を追いかけっこする。ていうか刹那お前、準潜在能力開放セミオープンアクトで逃げるのズルいだろっ。俺も使うぞテメー。
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　──その場に崩れ落ちそうな自分を、私は今、懸命に保っている。

　盗み聞きするつもりは無かったのです。

　断じて、そのような恥知らずなことをするつもりは無かった。

　でも……２人が毎朝、剣術の稽けい古こをしている事は知っていたので──

　私はそれが終わる頃ころにと、離れの道場に来ていたのです。

　先日『男子はスポーツの後にタオルを持って来られると嬉うれしい』と聞いたから、静せい刃じ君に、タオルを持って……殲チエンたちが襲しゆう撃げきしてきた際に自分が不在だった償つぐないを少しでもしようと。

　その道場の出入り口、扉の裏で──聞いてしまったのです。

　静刃君と早乙女さんの、会話を。

　それでなくても、静刃君は私に最近……どうしてなのか、冷たい態度を隠さない。

　お台だい場ばでは──私の思い上がりかもしれませんが──私をあんなに、１人の女として扱ってくれていたのに。

　あの時は、抱だき寄せて、口付けてくれたのに。

（……『別に、どうでもない』……）

　私は知らず知らずの内に、彼を傷つけるような事をしてしまっていたのでしょうか。

　それに──早乙女さん。

　あなたはどうして静刃君に親しい呼び方をさせ、今のような質問をしたのですか。

　いえ、私は知っています。分かっています。

　私がいなかった先日の戦いで、何があったのかは知りませんが……それ以降、早乙女さんは明らかに静刃君に好意を抱いだいている。戦いの後に芽生えた友情が、愛情に変わりつつある。

　静刃君の反応も、祈いのりや矢や子この時とは違う。

　あの頃の戸惑うような態度とは違う。早乙女さんと一緒にいる時は、もっと楽しそうで……彼女の好意に、ハッキリとではないまでも勘かん付づいている様子が……今も、ある気がします。

　ああ、あの少女１人のせいで──

　私の心が、乱れる。早乙女さん。あなたのせいで。

「……っ……！」

　足音──２人が追いかけ合って、この扉の方へ走ってきた。

　私は弾はじかれるように、廊下にあった戸と棚だなにタオルを放って──

　廊下の角、その先まで逃げて自分の身を隠してしまう。

　ちょうどその辺りで、静せい刃じ君と早乙女さおとめさんが道場から出てきたらしく……

「……あれ？　こんな所にタオルがあるぞ。そうだ、ほら──ニセ妖よう刕とう。お前が使え。男子はスポーツの後にタオルをもらうと嬉うれしいのだろう？」

　私が置いたタオルを取って、早乙女さんが静刃君に渡したようです。

　ああ、それは──私が。私が、持ってきたものなのに。

　静刃君のために、私が、持ってきたものなのに。
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　わーははは！

　ははははだじょ！

　美う味まい。美味い。人間の嘆なげき、悲しみ、嫉しつ妬とや憎ぞう悪お。

　人の不幸は蜜みつの味──とは、まさにこの事だじょ。

　いやー、こうも上う手まくいくと逆に拍子抜けしちまうにゃあー。

「ほれ！」

　位相幾何展開マテリアライズした赤ランドセルから、それはそれは美味いパフェが収しゆう穫かくできたんだじょ。

　恋愛絡がらみの感情は、恋レン函カンの方が怨オン函カンより吸収力が強いもんだじょ。だから『嫉妬』は今まで貘ばくに獲とられちまってたもんだけど、貘の恋函はアリアが押し込んできた夜にブチ壊され済み。

「……誰だれだか知らんけど、よくやったじょ狙そ撃げき手しゆ！　お前のお陰だじょ、デュフフ」

　台だい場ばでは静刃とアリスベルがくっついて、それを貘が一いつ瞬しゆん食わないもんだから──

　いやー、あん時ゃ毒々しい物を見せつけられたもんだじょ。

　ほんとマジ迷惑。ラブるカップルは公害だじょ！

　人間どもはリア充じゆうを規制する法律とか、イチャつくカップルはブチ殺していい法律を作って、人間同士でマジその辺なんとかしろだじょ。

（今の静刃と早乙女もたいがいだけど、アリスベルの嫉妬心から獲れるパフェがあるからにゃ。なもんで、あれは料理の途中で出る生ゴミみたいなものと……ガマンしてやるじょ）

　それに……

　静刃と早乙女がチュッチュしそうになったらば、次はその寸前でそこを引き裂さいて、静刃とアリスベルの仲を取り持ってやるじょ。

　したらば今度は、早乙女側からもパフェが収穫できる。

　これぞ鵺ぬゑ式しき、名付けて『三角関係二毛作』だじょ！　わーはははは！

　うひゃひゃ、失恋した元リア充を見ながら食うパフェは美味いね！
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　早乙女さおとめの異常行動がまた一段レベルアップした。

　朝あさ稽げい古この後でシャワーを浴び、着替えて洋間に現れたかと思うと……

　今まで私服はズボンだったのに、スカートばき。

　この近所──代だい官かん山やまとか中なか目め黒ぐろを歩いていてもおかしくない、今風でオシャレな、ちょっと異性への媚こびも感じられるワンピースを着てきたのだ。

　こ、これは……

「刹せつ那なお前、さっき道場で頭でも打ったのか？」

　その背中に控えめについてるリボンをつまんで、俺おれは心配しつつ尋たずねる。

　すると早乙女は「ひゃっ」とか声を上げて俺から少し離れ、

「い、いいだろう別にっ。私がこういう服を着ても。それとも何か、着てはならない条例でもあるのかっ？」

　赤くなって逆ギレしてくる。ていうか今気づいたが、うっすら化粧してる……のか……？

　よし、普段の腹いせにイジってやるか。

「何かに目覚めたのか？　迎げい賓ひん館かんじゃ『女を捨てている』とか言ってたくせにな」

「うっうっうるさいッ。捨てても、たまには拾うのだっ」

　ばふ、とソファーに掛けた早乙女は──キョロキョロ。

　他ほかに誰だれもいない事を確かめるように室内を見回してから、

「ところでニセ妖よう刕とう。お前はどんなタイプが好きなんだ」

「何のタイプだよ。ポケモンなら、いわタイプだ」

「打ち首にするぞ。お前は、どんな女が好きなのかと聞いているのだ」

　このセリフの前半と後半、すごい落差だな。

「……つまんない話を振ってくるんじゃねーよ。別に、女に対してそういうのは無い。女より男とつるむ方が気楽だしな」

　洋間の戸と棚だなにあったゴーフルの盗み食い目当てで来ていた俺は──

　早乙女がいなくなるのを待つためにも、ソファーに掛ける。

「つまり、じゃあ、男っぽい女が好きなんだな」

　などと自分なりの超解釈をした早乙女は、ニタァ。慣れない笑みを顔いっぱいに浮かべて、ひょい。ソファーを立って、ぽふ。改めて、今度は俺の隣となりに座ってきた。

　そのポニーテールから、花みたいなシャンプーの香りと──少しレモンに似た、甘あま酸ずっぱい早乙女本体の香りがしてくる。

「なんで……近くに座るんだよ」

「ここは私の家だぞ。何か理由が無ければ、ここに座ってはならない条例でもあるのか？」

　早乙女さおとめは、ニコニコ。切れ長の目を細めて、俺おれを隣となりから見上げてくる。赤い顔で。

　こうなるとさすがの俺も、なんとなく分かってきた。

　最近、俺は早乙女に気に入られているみたいだ。

　しかも発言の端々から伝わってくるんだが、男子として。

　ていうか、女子からのそういう気持ちに……気づけた事が、自分でも不可解なほど新鮮だ。

　なぜ今、こういう感情がシンプルに伝わってくるんだろう。早乙女から。

　だが、それに気づいてしまったとはいえ──

　この早乙女を、避ける事はないだろう。

　どうせアリスベルは俺のことを好きじゃないんだろうし、早乙女は早乙女で可愛かわいい所もある。大人おとなっぽい子だし、あまり年下という感じもしない。実際、男っぽいので一緒に居いても気楽だ。

　なんというか、このまま流れに任せてしまえば……

　いずれ将来、自然に──

　早乙女と一緒になってしまいそうな、そんな感覚もある。

（でも……）

　楽しそうにしている早乙女を横に座らせているのに、俺は──

　罪な事だが、アリスベルの事を思い出してしまう。どうしても。

（俺は……アリスベルの事が……）

　でも、それは諦あきらめなきゃいけない事なんだ。

　アイツは、きっと俺の事を好きじゃないんだから。




　貉らくに白さ湯ゆを運んだあと、俺たちは夕食のために居間の座卓を囲むのだが……

　妖よう刕とうを使うと脂あぶらっこい肉類を食べたくなる事もあり、俺と早乙女は割とガッツリ系の出前を平らげる。殲チエンへの怒りを忘れないようにするため、中ちゆう華かをな。ある種の臥が薪しん嘗しよう胆たんだ。

　鵺ぬゑは何やら機嫌が良く、アンゴラウサギの身空でニンジンをボリボリ食べている。

　人前で物を食べるところを見せたがらない貘ばくは、いつも通り茶を傾けているだけだ。

　早乙女の隣ではアリスベルが……あれ？

　ほとんど、何も食べてないな。八角形の皿に盛られた炒飯チヤーハンが、最初の形から崩れてない。

　顔色も青白く、体調が優すぐれないみたいなんだが……

「──どうした？」

　眠たそうにフラついたアリスベルに声を掛けるが、返事がない。

　そこで、俺以外の皆もアリスベルの不調に気付いた時──

　がたんっ。

　アリスベルが、倒れた。早乙女にぶつかるようにしてから、真後ろに。

　驚おどろく早乙女より先に、

「──ど、どうしたッ!?」

　俺おれは立ち上がり、駆け寄ってアリスベルを抱だき留めた。

　見れば、アリスベルは目を半開きにして朦もう朧ろうとしている。

　熱は無いみたいだが、病気らしいぞ。

「ぬっぬっ鵺ぬゑは何にもしてないじょ！　アリスベルが勝手に、いきなり倒れたんだじょー！」

　それを見て、鵺は妙なテンションで慌あわて──

「まだ何も聞いていないぞ鵺。何か良からぬ事をしていたのには気づいていたがな」

　俺が畳たたみの上に仰あお向むけに寝かせたアリスベルを診みながら、貘ばくが言う。

「おいアリスベル。ちゃんとこっちを見ろ。どうしたんだッ」

　アリスベルは「静せい刃じ君……すみません。だ、大だい丈じよう夫ぶですから……」と細い声で応こたえてくるが、素人しろうと目めにも大丈夫とは思えない。

　そうして、貘がアリスベルを診察すること５分、10分……

　俺、早乙女さおとめ、茶ちや碗わんを被かぶって身を護まもる鵺の視線が集まる中──貘が、

「……怖おそれていた事が起きてしまった。早晩、起きてもおかしくないと思っていたがな」

　そう呟つぶやき、小さく唇くちびるを嚙かみしめる。そして顔を上げ、

「案ずるな。すぐにどうこうという事ではない。だが……この件、少し私たちだけで話したい。早乙女、お前はしばらく外してくれまいか。家主に非礼とは思うが、今から私がアリスベルに話す事は──お前は聞かない方がいい内容なのだ」

　真剣な目でそう言って、早乙女を隣となりの部屋に追い出している。

　そうして、居間が２０１３年から来た俺たちだけになったところで──

「未解明な部分も多い分野の話なので、私にも確証は無いが……これは『存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐん』。おそらく、アリスベルの存在が希き薄はく化かし始めているのだ」

「存在が……希薄化？　どういう事だ」

「先日調べた通り、この２周目の歴史では、１周目の歴史よりも藍ラン幇パンの凶悪化が早まっている。それにより、藍幇と敵対するアリスベルの存在は脅おびやかされているのだ。この原因不明の失調は──藍幇の殲チエンが、アリスベルの味方である我々を圧倒した事で──そのパワーバランスが藍幇側に傾いた事に対する反応かもしれない。確かな事は言えないが、自然な病気や、異能による呪のろいではない事までは私が今確認した。鵺、お前も関係ない」

　額に汗を滲にじませて、貘が言う。

「ほらなー？　鵺のせいじゃなかったじょ？」

　空気の読めない鵺が茶碗の下から出てきて、垂れ耳をパタパタさせている。

「じゃあ……アリスベルは、どうなるんだ」

「存在劣化症候群は理論上の失調で、その症状は私も今初めて見たが……おそらく時折理由もなくこういった発作や衰すい弱じやくを起こし、いずれは自然死に追い込まれるのだろう」

　不自然な、自然死……か。

「止める手はないのか。その自然をねじ曲げるような……」

「自然を相手には戦えない。それよりも──前に話したようなバランス取りを急ぐべきだろう。藍ラン幇パンを倒すのだ。ただし、適度にな」

「……適度に？」

「倒しすぎれば、今度は私たちの存在が脅おびやかされる。自然も常にバランスを取ろうとしているのだからな。どの程度が『適度』なのかは分からないが、とにかくこれ以上負けてはダメだ。アリスベルに症状が出たからには、藍幇を有利にしてはいけない。それだけは確かだぞ」

　運命の、見えない糸で──

　アリスベルの命が、脅かされている。

　その糸の一本を切ったのは、殲チエンに負けた俺おれ……って事か。

　責任重大だな。

「押されたからには、押し返せって事か……了解だ、貘ばく。俺たちはちょうどおあつらえ向きの案件を抱かかえてるんだしな」

　辛つらそうなアリスベルの手を取りながら、俺は貘にまっすぐ向き直る。

「──殲だ。ヤツを俺が斃たおして、この間の借りを返す。アリスベルのためにもな」
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　その晩から……

　静せい刃じは、アリスベルにほとんどつきっきりで看病をしていた。

　早朝の稽けい古こには来るが、前よりずっと気迫の籠こもった様子になっている。何かのスイッチが切り替わったように。

「……」

　稽古が終わるとすぐ、アリスベルがいる客間に引っ込んでしまう静刃の背を見て……

　私は学校へ行くため、制服に着替える。

　静刃はアリスベルを看護するために、ずっと学校を休んでいる。

　……静刃の……

　アリスベルが倒れた時の、あの表情。

　アリスベルのために、人が変わったかのように献身的に働く姿。

（『男は本心では好きな女が目の前にいても、その自分の気持ちに気づいていない事がある』……か）

　鵺ぬゑが前に教えてくれた話を胸の内で呟つぶやき、私は──

　着替えを終えて、鏡の前で苦笑する。

　静せい刃じの場合、それはアリスベルに対しての事だったんだな。

「いいんだ。私は女などとうに捨てたのだから」

　私よ。

　早乙女さおとめ刹せつ那なよ。

　それなら、なぜ泣く。

　未練がましく、なぜ今さら静刃に電話などしようとしている？

　自分の気持ちを言葉で伝えても、もう意味がないじゃないか。静刃の本心は、本人より先に私が分かってしまったのだから。

「やっぱり、機械は……ニガテだ」

　携帯電話を放り投げて、涙を拭ぬぐい──

　学校へ向かう。この家から、逃げ出すように。
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　いやー、ここで出たじょ。鵺ぬゑの幸運っぷり。

　自分では何もしてないのに、今度は早乙女からアリスベルへの嫉しつ妬とパフェが収しゆう穫かくできるとは。

　そうだじょ早乙女。お前みたいな喪も女じよが恋愛なんか出来ると思ったら大マチガイ。

　普段から女の子フェロモンを出してる88Ｄのアリスベルと、泥縄で女っぽくしようと慌あわてる75Ｂの早乙女じゃ、勝負になるワケがないんだじょ。

　ほーれほれほれ、自分の性的魅み力りよくの無さを悲しめ、恨うらめ、嘆なげけ。

　フラれて泣いて、鵺に深ぁーい絶望を喰くわせろなんだじょ。

　いやーこの感情のパフェは味にコクがあるにゃあ。若い乙女が初恋で失恋。いやーざまあで、ウマー。美う味まいだけじゃなく、カロリー豊富で栄養価も高い。これだけ食べれば──

　──式力ちからが、それはそれは貯たまったんだじょ。

　今なら識しってる式しきを何でも使えそうな、そのぐらいのフルチャージっぷりを感じるじょ。

（次はうまく、貘ばくの前でイイ子ちゃんぶって……）

　元の、かっわいいロリロリ鵺に戻してもらうんだじょ。

　そーすれば鵺は、晴れて自由の身。

　自由になれたら、すぐ──

　──貘！

（あの憎にっくき貘を、ブチ殺してやるんだじょッ！）

　貘……

　貘ばく雲くも居い昇のぼりの時とき得え。人じん間かんに阿おもね益えき獣じゆうを繕つくろい、剰あまつさえ妾わらわ、鵺ぬゑ七しつ宝ぽう浮ふ図ず乃の塔とを謀たばかりし慮りよ外がいの奸かん妖よう。

　遺念したとは謂いわせぬ。この平成の世では相あい身み殺ころしとは云いえ、貘は明治にても妖よう刕とうを用兵し、妾の首を断った咎とがを有もつ。其その縫ぬい跡あとは黥いれずみにて糊こ塗とせど、貘が竊ぬすみし体たい軀くから未いまだ癒いえ銷きえぬ。

　妾わらわが権ごん現げんし直りし暁あかつきには、貘ばくの素そつ首くび、妾わらわが緋ヒ箍コ來リで三み度たび貫つらぬいて呉くれよう。

　然しかる後のち、掌てにて引き千切って呉れようぞ。襤ぼ褸ろ布ぬののようにな。

　びょお、びょお、びょお……







【　Episode 16　遠いあなたへヌ・マ・ウイタ　】
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　膠こう着ちやくしていた事態が──動いた。

　貉らくが殲チエンに付けていた『蔦ツタ引ビキ』、異能の発信器が反応したのだ。

　異能の蔦つたが根付いた周辺を、貉はマンガの超能力捜査官がやるようなサイコメトリー能力でリアルな墨すみ絵えに起こす事ができ……

　和紙に描えがかれたその１枚目は、鬱うつ蒼そうと茂しげる森の光景だった。

　シダのような葉が生えた、天高く伸びた木が集まっている奇妙な絵だ。

　葉の落ちた跡と思われる木の幹には、漢字の『八』を逆さまにしたような模様が一様にある。

　博識な貘はそれを見ただけで、

「なんと。これはマルハチの樹き──小お笠がさ原わら諸島の固有種だぞ」

　と、大まかな場所をまず判明させた。

　そして、後に描かれた海岸線の様子や水平線に見える島の様子から……

　殲が小笠原の無人島・仍しき島じまにある、陸上自衛隊の訓練場建設予定地にいる事が分かる。

　仍しき島じまは島とう嶼しよ地域での有事に備えて国が買収したが、訓練場の工事は未着手の状態らしい。

　殲チエンはあのオカマの自衛官・巻まき一佐と結託してるから、自衛隊の土地に住みついている事には納なつ得とくもいく。

　いるんだな、そこに──藍ラン幇パンの、殲が。
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　蔦ツタ引ビキとはまた、貉らくも古い式しきを我に付けたものよ。

　ヤツは我を早乙女さおとめ邸ていに誘おびき寄せたつもりらしいが、ならばこちらも誘き寄せてやろう。

「分かってないのよねェ、あの子たち。刃向かってる相手が国だってこと」

　巻は鏡きよう月げつを傾けつつ、『それ』の上でシダの木々を見上げる。

　我は１本が日本人の平均月収ほどもする茅台マオタイ酒しゆをあおるが、巻はその安酒が好きらしい。

　つくづく、変わった男よ。

　だがこの巻という男、学があり、常識にとらわれぬ傑けつ物ぶつでもある。いずれ中ちゆう華か東端の為い政せい官かんとして、日本を任せるべきだろう。藍幇を通じて、共きよう[image: ]さん党とうにも推挙するに足る人材だ。

「──殲ちゃん、遠えん慮りよせず何本でも吞のみなさいよ。アナタの国と同じで、公ア務タ員シたちにとってお金は稼かせぐものじゃなくて、もらえるものなんだからねー」

「金だけではなく、武力もヨ。それにしても……お前たち日本人は刀に始まり、武器造りには秀ひいでてるネ」

　開発に五百億円近くかかったという『それ』を、我は鼻歌交じりに眺ながめる。日本の国防費は中国の軍事費の約半分とはいえ……これはこれは。見事な物を、造るものよ。

　それもこれも、国の経済力あってのこと。

　金の力は、我ら超常の徒をも上回る力なのだ。

　そう、我はその力を──この国から奪うばい取って、我が国にもたらしたい。

　北京ペキン・上海シヤンハイ・香港ホンコンといった都市部だけでなく、中国の隅すみ々ずみまで。

（我には大志がある。我の真まことの敵は、矮わい小しような妖よう刕とう共だけではない。我は……もっと大きな物と斗たたかっておるのだ）

　真の敵。

　我が抗あらがうべき真の敵とは──貧困──

　祖国に蔓延はびこる貧困、貧しさこそが、我の真の敵なのだ。




　青い沼ぬま。

　日本向けの工業製品を量産する工場、その裏に流れる川の先……硫りゆう酸さん、水銀、カドミウム、ヒ素といった工業廃水が流れ着く、浙せつ江こう省しようのとある産業廃はい棄き物ぶつの不法投棄場。

　我は違法な無む戸こ籍せき児じ・黑孩子ヘイハイツとして、そのゴミために捨てられておった。

　ヘソの緒おを付けたまま、丸裸でな。

　中国では[image: ]划生育ジフアシエンギユ政策──いわゆる『一人っ子政策』に反して生まれた子は、貧困にあえぐ親に捨てられたり売り飛ばされたりする事がよくある。

　我もまた、その捨て子の１人だったのだ。

　役人は面倒臭くさがってゴミと一緒に我を埋めようとしたそうだが、その上司が規則に従わせて当時奇跡的に存在していた育幼院、日本でいう児童養護施設に預けさせた。だが、５歳の頃ころにそこも汚職による予算不足で潰つぶれ、我はまた青い沼ぬまに逆戻りする事となった。

　産さん廃ぱいの山からビニール袋を拾って着て、生ゴミを漁あさって食えそうなものを何でも食い、生きるため街に出ては盗みを働き──

　何年目かの春、小學……『学校』なる建物を窓から覗のぞいた時。

　そこでは不思議なことが行われておった。

　我と同じ年の頃の子どもらが、清潔な布の服を着て、読み書きや算数を教わっておったのだ。

　あれを学べば、我も工場や街で見られるような普通の人間になれるのではないか。

　そう直感し、我は窓から教員の話を盗み聞きし、地面をノート代わりに文字を学ぼうとしていたところ……

　授業が終わって外に出てきた子どもらに、「流浮浪浪儿児！」「不来学校如金も払わず果你不付[image: ]学校に来るな！」と罵ののしられ、棒で半死半生になるまで叩たたかれて追い払われた。

　今にして思えば、我を叩いた子の中には我の兄か姉がいたのかもしれんのう。

　腕が折れ、頭ず蓋がいにヒビが入り、目や耳から血を流しながら……

　我は夜半までかけて這はって帰った青い沼で、眠りについた。おそらく末まつ期ごの眠りに。

　ゴミとして棄すてられたのだから、ゴミとして死ぬ。

　ゴミに始まり、ゴミに終わる。

　それは実に自然な最期と思えた。

　親を恨うらもうとは思わなかった。

　恨むべきは貧しさ、貧困なのだ。

　だが……

　わずか数年の人生の最後に見た、学校。あの光景。あれは、羨うらやましかった。

　普通の人間になることを約束された、普通の子どもたち。

　貧困に陥おちいらなかった、それだけで我から見れば遥はるかに豊かな、普通の人間たち。

（……我は、普通の人間として生まれたかった……）

　そんな事を想おもいながら、夜のとばりの中で──眠りと死の狭はざ間まにいた、その時。

　青い沼に──

　金色の光が降り注ぎ、光と共に、何者かが降り立ってきた。

　羽ばたいている。

　目は棒で殴なぐられたせいもあってよく見えないが、声は聞こえる。

　その何者かに続くようにして、我の周囲に何人かの少女が現れたのも……彼女らの会話から分かった。

「鵼コン、找到了第これが５人五的女孩目の少女か」

「人才是可能有才能はありそうだね」

　それぞれ青、緑、黄、白の煌きらびやかな衣ころもを身に纏まとった、天女のような少女たち──

　その４少女を導いた、鳥のような翼つばさを頭に生やした女。

　それが……私の存在を嗅かぎつけて上海シヤンハイ藍ラン幇パンからやってきた妖あやかし・鵼コン。およびその傘さん下か、超常の戰せん鬥とう部隊の一味だったのだ。

　時は西暦２００４年。日本で妖同士の抗争に敗れ、大陸に逃れてきた鵼コンが中国で魔法少女モハーシヤオニユを作り始めていた時期。旧来の魔女のように対魔戦に偏かたよりすぎる事なく多様な戦局に対応できる日本式の魔法使い、魔法少女は……中国の裏社会でも、利用されつつあった時代だ。

　我はその素質有りと見なされ、他ほかの似た境遇の少女たちと共に鵼コンの子飼いとなった。

　上海の藍幇系組織で暮らし、術式を一つまた一つ学ばせてもらい……

　ある日、魔法少女を学ぶために見せられたアニメ。そこに描えがかれていた『日本』という国に──我は、驚おどろいた。この地上に、こんなにも豊かで清浄な国があるのかと。

　仕事で東京を訪れてからは、その驚きが妬ねたみに変わる。

　この国の都は、見た目だけ先進国を真ま似ねた上海とは違う。本物だ。

　日本のアニメは、フィクションではなかったのだ。大都市の隅すみ々ずみまで行き渡った富と高度なテクノロジー。そして何よりどこもかしこも清潔で、あの青い沼ぬまのように汚染されてはいない。

　我の目には、日本は二次元の中に描かれていたものが具現化された楽園に映った。

　それを目まの当たりにして、我の妬みは──野望に変へん貌ぼうしていく。

（この国を、乗っ取ってやる）

　水も土も汚れきった我の国土を棄すて、この日本を植民地にしてしまえばいいのだ。

　中国で日々何十人、何百人と生じる、かつての我のような子どもらを皆ここに導く。

　そしてここを、我らの極楽浄土にしてやるのだ。
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　アタシが日本を変えたいのは、日本のためなの。

　小さい頃ころは勉強の虫でねぇ。偉えらくなれたのも、ただ成績が良かったからよ。そうして、国の中枢に入って分かったんだけど……国民は、『今』しか見てない。愚おろかなブタ共だわ。

　でもアタシは、10年後、20年後を見み据すえて動く。

　誰だれに何と言われ、後ろ指をさされようとね。

　今の政権はダメね。シロウトの集団だわ。あれはあと２年ぐらいで、自じ公こう政権に戻るでしょ。

　そうなればまた、日本は大局的には親米路線へと戻る。

　今までは良かったかもしれないけどね、これからはそれじゃマズイのよ。

　日本は、アメリカに騙だまされてるの。便利な女が悪い男に騙されてるようなもの。

　アメリカは、自分たちの利益しか考えてない国。金の事しか頭にない集団よ。日本から金を取るだけ取って、イザとなったら難なん癖くせ付けて見捨てる。日本なんか都合のいい金ヅルだとしか考えてないのよ。アタシが防衛駐在官やってた時に、向こうさんそう言って笑ってたもん。

　このまま行けば遠くない将来、アメリカと中国の国力は拮きつ抗こう・逆転する。

　そして日本は米中対立の板いた挟ばさみ、いずれは島とう嶼しよ部から順に米中の代理戦場になっていく。

　その長い長い戦いは、中国が勝つ。

　二次大戦のイタリアみたいに戦争が始まってから切り替えるんじゃ、遅いのよ。アメリカの『日本州』になってる現状から、中国の『日本省』に──今から、なっておかないとダメ。

　そしてアタシは、その党軍事委員会書記にでもしてもらおうかしら。

　小お笠がさ原わらで藍ラン幇パンの子と一緒に戦争ゴッコをしておくのも、その伏線の一つってとこよ。

　党中央軍事委員会でも、アタシの覚えがよくなる事でしょうし。

　なんたって──小笠原諸島はかの鄧とう小しよう平へいが設定した、中国の第２列島線の一部。

　中国の、対米第２防衛ラインなんだからね。
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　深夜の竹たけ下した桟さん橋ばしで──

　貘ばくが即金で買った小型高速貨客カーフェリーに、代だい官かん山やまのマンションからホイールモードで牽けん引いんしてきたクリムゾン・ベルを格納する。

　車６台を積載できる船内でクリムゾン・ベルからビニールシートを外すアリスベルは、体調こそ戻ったが……貘曰いわく、存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんでまたいつ失調するとも限らないらしい。

　なので式しきの使用はリスクが高く、貘に厳しく制限されている。

「アリスベル、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ハラハラしながら尋たずねると、居鳳いのう高のセーラー服姿のアリスベルは……

「私よりも、クリムゾン・ベルの方が──この時代では補給やメンテナンスもできないので、細部モジュールのアラインメントが取れていない状態です。心配です」

　割とハッキリした声と表情で、応こたえてくる。

「……巡航速度は27ノットだ。仍しき島じままでは丸１日かかるので休息の時間に充あてろ。なお、小型フェリー特殊基準で定められた限界航行距離の５海かい里りを遥はるかに超えて違法に航行するので──夜間、無用の電波や光は出さぬように」

　そう告げた貘が操舵室ブリツジに入っていくのを、俺おれとアリスベルはクリムゾン・ベルの隣となりで見送る。

　早乙女さおとめが都立渋しぶ谷や中学の制服から白套ハクドに着替えて出てきた頃ころ……重いエンジン音が始まり、グラリ、と船が進み始めた。

　積載が少ない事もあり、東京湾を搔かき分ける引き波は少ない。

　俺おれが黒套コクドのベルト、そのバックルを一つずつ締めていく間──フェリーの灯あかりを消す前にと、アリスベルは一いつ旦たんクリムゾン・ベルをホイールモードからＰパＡツＤドモードに変形させていく。

「……何だこれは。こんな兵器……見た事もないぞ。今さら訊きくのもおかしな話だが……お前たちは何者なのだ。一体、どこから来た」

　早乙女が目を丸くして尋たずねてきたが、俺は、

「──遠くからだ」

　とだけ答えて、アリスベルの搭乗を手伝う。

「ＰＡＤ・クリムゾン・ベル──アロケーション。セットアップ、フォーマット・チェック、イニシャル・ローディング──オールグリーン。コンプライアンス制御、ハーネス固定よろし。対ショック機構、定位置への装着を確認。設定シークエンスに入ります」

　アリスベルは決められた手順に従って、クリムゾン・ベルの機能を確かめている。

　だが、その表情はあまり明るくない。

「燃料流動計……38％～39％で推移。マスター・スレーブ操作機構のバイラテラル制御、可。ローラーダッシュ、作動確認。アシンメトリック・シールド……不可。キャンセルします」

　俺にはよく分からない読み上げを行っているが──

「どうなんだ。キリコ無しで動かせそうか」

　ＰＡＤと一体化したアリスベルに聞くと、アリスベルは半透明のＨＭＤ越しに笑顔を見せた。

「少しなら。ただ、敵は選びたいですね」

　不調に陥おちいる怖おそれのあるアリスベルまでもが、戦う準備をしているのは──

　俺と早乙女が仍しき島じまに上陸しようとする動きに勘かん付づいて、巻まきが牽けん制せいに航空機を使ってくるかもしれないと貘ばくが考えたからだ。

　アリスベルはそれを引きつけて邀よう撃げき、余力があれば仍島を空くう襲しゆうして俺たちを支援する役目を買って出てくれている。

「……ムリはするなよ。殲チエンたちぐらい、俺たちがすぐシメてやるから。なぁ」

　と、早乙女の方を振り向くと──

　なぜか腕組みして少々不愉快そうに俺たちを見ていた早乙女は、

「ああ。目に物見せてくれよう。ニセ妖よう刕とうのお前と、本物の妖刕の私でな」

　と、眉まゆをツリ上げて応こたえてくるのだった。




　鵺ぬゑは船がニガテらしく、浦うら賀が水すい道どうを出た辺りから船ふな酔よいでグッタリしている。

　それを貘が胸の谷間にしまった、翌日の夜──

「──敵の無線を傍ぼう受じゆした。正確に言うと傍受した軍事マニアの書き込みを複数件見つけた。来るぞ。想定外の方向からだ」

　携帯を手に少し慌あわてた様子で現れた貘ばくが、アリスベルに告げた。

「戦闘ヘリか。何らかの異能か」

　早乙女さおとめが問いかけると……

「違う。航空自衛隊のＦ─15Ｊイーグルだ。対領空侵犯措そ置ちの夜間訓練飛行を装よそおっているが、１機が我々とすれ違うコースに向かうらしい。護衛エスコート戦闘機・フアイターを付けて、間もなく厚あつ木ぎを出る」

　……！

　その言葉に、妖よう刕とうの表示ガイドで敵機の性能を教わった俺おれと早乙女は絶句してしまう。

　Ｆ─15は巡航速度マッハ０・９。バルカン砲・サイドワインダーやスパローといった空対空ミサイルを備えた、米ダグラス社の傑作機。型は古いが、日本の航空自衛隊も２００機以上を保有する──マジ物の戦闘機だ。

　そんなのと……

「──闘やりましょう」

　迷う素振りすらなくそう言ったアリスベルを、俺たちは……

　もう、言葉もなく見る事しかできない。

「静せい刃じ君。そんなに心配しないで下さい。私もクリムゾン・ベルも、そこまでヤワじゃないですよ」

　小さく笑ったアリスベルは、クリムゾン・ベルを背に振り返り──

「では、次は仍しき島じまで」

　そう告げて、黒髪のツインテールを結び直すのだった。




　表示によれば、気温は──マイナス１度。

　冷たい夜風を切って、俺と早乙女を乗せた黒い高速インフレータブルボートが仍島へと疾しつ走そうする。

　もう貘の乗るフェリーは黒い海の向こうだ。

　アリスベルが飛び立った頃ころから、洋上にはかなり雪が降り始めている。上空の雪雲の中では、雷が光っているのも見える。現実なのに、絶ぜつ界かいみたいな光景だな。

　黒套コクドのフードの中から、白い息を吐いていると──

　妖刕による字幕つきだが、

「──初めて会った夜も、雪だったな」

　俺とタンデムするような体勢で真後ろに搭乗している早乙女が、そんな事を言ってきた。

「そうだな。でも……あの時とは違うな、刹せつ那な」

「何が違う」

「あの夜は敵だったが、今夜は仲間だ」

　俺おれにそう言われて、早乙女さおとめは……黙って、俺の背に摑つかまる手に力を込めてくる。

　──私は、誰だれとも、友情を結ばないのだ──

　そう言っていた早乙女だが、今はそうでもない感じだ。

　それでいい。俺たちは殲チエンの戦闘力を体験済みだし、戦闘機まで運用してくる巻まきも侮あなどれない。

　俺たちの間に連れん携けいが無ければ、きっとこの戦いを生き残れないのだから。

　今はもう大きな陸地に見える仍しき島じまの縁へり、真っ暗なその浜へ──

　俺たちのボートが、半ば座ざ礁しようするような形で乗り上げた。

「……行くぞッ」

「ああ」

　波打ち際ぎわの海水を跳はね上げて浜辺に飛び降りた俺が、早乙女の手を引いてボートから降ろす。

　星砂を蹴け立たてて上陸した先は、すぐシダの森になっている。暗くら闇やみの中だが、雪雲の切れ間に月がある。さらに妖よう刕とうが『Night vision +2』と表示をしてきて、色彩は若じやつ干かん薄うすいものの辺りがよりハッキリ見えるようになった。

（……ベトナム戦争の映画みたいだな）

　木生シダ・マルハチの樹きが鬱うつ蒼そうと茂しげる森に潜入し、そんな事も思うが──

　映画と違って、雪が降っている。

　島内も、黒套コクド・白套ハクドが無ければ凍えてしまいそうな寒さだ。

「ニセ妖刕、水があったぞ。潮風を切ってきたから、ノドを水で流しておいた方がいい」

　と、早乙女が大木のそばで片かた膝ひざをつき……

　きゅっ、きゅっとオープンフィンガーグローブを外して手を杯さかずきにする。

　そして割れた岩からいい感じに流れていた水を受けて、飲んでいる。

　見れば俺たちの前方、島の奥へ向けてはかなり急な坂になってる。そこの地下を通ってきた水のようだ。冷たくなさそうだし、飲んでも大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺も潮風に揉もまれたせいか、緊張からか、アリスベルが心配だからか……

　ひどくノドが渇かわいていたので、早乙女の方へ歩み寄ると──

「水みず盃さかずきだ」

　早乙女は自分の手に汲くんだ水を、俺に差し出してくれた。

　──水盃。

　それは二度と生きて会えないかもしれない時に水を分けて飲む、古い日本の風習だ。

「……赤あか坂さかプリンスホテルでもやったな。これ」

　俺は早乙女の手からそれを飲み、顎あごを袖そでで拭ぬぐう。

　それを見た早乙女は小さく口元を緩ゆるめ、

「ニセ妖刕。私が、もし死んだら──麻あ相そう先生の下もとで国のために戦う、その仕事を引き継いでくれないか。お前なら、きっと出来るだろう」

　照れ隠しにかＭ＆Ｐ・Ｒ８、.357マグナムを出し、シリンダーに初弾を装そう塡てんしながらそんな事を言ってきた。

　そして、チャッ、とシリンダーを戻し……照れくさそうに俺おれを見上げて、回答を待っている。

「刹せつ那な……悪いが、そのつもりはない」

「……」

「なくていいだろ。お前は死なないからだ。俺が守るからな。たった２人しかいない妖よう刕とうだ。性別や色は違うが、助け合っていこうぜ」

　気休めにそう言ってやると、早乙女さおとめは──

　暗い森の中でも分かるほど、顔を赤らめて頷うなずいた。とても、女の子らしい表情で。
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　機体に収納されていたデュアルスキン宇宙服を纏まとい、雪の夜空に打って出た私は──

　改めて、覚悟を決めます。

　ＨＭＤモニターに表示されるべきキリコの顔は、今はありません。

　私とクリムゾン・ベルが、全すべて自分で判断するしかない。それがこの空での戦いなのです。

　前方に──３機。

　貘ばくが把は握あくしていたＦ─15Ｊに加えて、それより一回り小さいＲＦ─４Ｅが２機。

　練度の高い、高度差を付けた綺き麗れいなデルタ編隊を組んでいる。

　３機は騒音のようにパルスレーダーを放ちつつ、敵味方Ｉを識別ＦするＦ質問電波すら送らずに、まっすぐ私の方へ向かっています。

（そう。それでいいのです）

　私は静せい刃じ君たちや貘を守るため、仍しき島じま周辺上空を守る直ちよく掩えん機きの役目を負っているのですから。

　見つけてもらわなければ、来てもらわなければ困ります。

　だから向こうが私を捕ほ捉そくしやすいよう、アクティブ・ステルスも切っている。

　一方、向こうはこちらが１機と見るや──護衛の２機が空対空ミサイルＡＡＭを置き土産みやげに放ち、左右に散開していきます。

　明らかに、私を挟きよう撃げきする機動ではありません。

　ＰパＡツＤドの情報によると、このＲＦ─４Ｅには全高度パノラミックカメラ、赤外線探知装置、長距離斜方写真ポッドなどが搭載されているようです。

　つまり僚りよう機きは護衛ではなく、偵てい察さつのために運用されている。

　相手は、Ｆ─15Ｊでの──一いつ騎き打うちをお望みなのですね。

『４００ｍに降下、高度を維持せよDescend and maintain 1.4 thousand.。これより空中戦訓練機動に入るAbout to start A-C-M drilling.』

　訓練を装よそおう向こうの管制通信は、クリムゾン・ベルに筒抜けです。Ｆ─15Ｊのパイロットは若い女性。その英語は正確でも、ＬとＲの区別が曖あい昧まいな日本語訛なまりがある。日本人なのですね。

「──日本人同士、悲しい同士打ちになりましたね」

　片通話でも構わない、と、私はクリムゾン・ベルから音声を発信します。

　今の気持ちを、彼女に伝えたくて。

「私はあなたに会った事もない。もしかしたら、お友達になれる方なのかもしれません。でも、お許し下さい。今夜ここは、押し通ります。私には守りたい人が、帰りたい場所があるのです。それは、譲ゆずれないものだから」

　速度を上げて接近していく、Ｆ─15Ｊとクリムゾン・ベル──

　ＲＦ─４Ｅからの空対空ミサイルＡＡＭは全すべて捕ほ捉そくしていたので、連装の短距離空対空ＳＲＡミサイルＡＭを放って──迎撃しておきます。遠い空で、それらが弾はじける光が流れ星のようにまたたく。

　しばしの沈黙の後……

　驚おどろいた事に、Ｆ─15Ｊから私へ音声での応答がありました。

　それも、日本語で。

『──案ずるな。これは私の仕事の一環だ。報道されないだけで、こういう邀よう撃げきは間々ある。私も、任務の遂行は譲れない。命令を受ければ、それを実行するのが自衛官だ』

　なんという──

　誇り高き、プロフェッショナルでしょう。

　このＰパＡツＤドは、３年後の天才が造った先端科学兵装ノイエ・エンジエ。この時代の航空自衛隊からしてみれば、未知の新鋭機。それは今、ＡＩＭ─７スパローを容た易やすく迎撃した事で分かったハズですが──

　それでも全く臆おくすること無く、彼女は私に向かってくる。まっすぐに。

　威い嚇かくに退ひくような女ではない事は、分かりましたが……

　あまり、良い展開とは言えませんね。

　近接格闘戦になれば、速度に劣るＰＡＤは不利なのですから。

「無事帰れたら、いずれアフタヌーン・ティーでも。ごちそうしますので」

『アッサムで頼む』

　それを最後に、向こうは通話を切り──

　私もクリムゾン・ベルからＵＡＶドローンビットを展開して、高速度空中格闘戦モードに変形させていきます。

　もうＨＭＤの暗視装置越しに、私の目にも見えてきている。彼女が。

「──目標コード、Ｆ─15Ｊイーグル。３次元位相ＤＰレーダーで捕ロツク・捉オン・中トウー。βログ自動記録開始。ＵＡＶドローンビット展開率86％。全増ぞう槽そう、切り棄てパージアウト。ＰＡＤ・クリムゾン・ベル──ショータイム」
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　腐くさるほど流れ着いている椰や子しの実を搔かき分け、僅わずかな月明かりを頼りに海岸線を進む。

　そうして見つけた小さな鍾しよう乳にゆう洞どうに、俺おれと早乙女さおとめは一いつ旦たん入った。

　ヒカリゴケの生えていた洞どう窟くつ内には……さらに、エノキ茸だけぐらいの光るキノコも生えている。水晶みたいな石も、岩から露ろ出しゆつしている。外は雪に加えて、霧きりも出てきた。

　幻げん想そう的で、美しい島だ。

　やる事は殺し合いだが、異能同士の戦いには似合ってるかもしれないな。

（このキレイな風景……どうせなら観光で来て、のんびり眺ながめたかったよ）

　俺は棚たな田だのような鍾グ乳ー石ルに腰掛け、空にいるアリスベルの事を思う。

　アリスベルは俺たちが空くう襲しゆうされないように、今ごろＦ─15たちと戦っているのだ。

　クリムゾン・ベルは未来の機体だが、先月の鵺ぬゑとの戦い以降は補給もメンテも無い。今は、装備の７割ぐらいしか使えない状態らしい。

　空自の戦闘機は、万全の武装を整えてきているだろう……心配だ。

「ニセ妖よう刕とう、この廃はい墟きよを目指そう」

　早乙女が衛星写真地図と共に、貘ばくが用意してくれた戦時中の古い地図を見せてくる。

「仍しき島じまは太平洋戦争時、戦地になる前に終戦を迎えた島だ。旧日本軍がトーチカを造営していたが、それはそのまま遺い棄きされている。まずはそこを調査して、殲チエンが拠点にしていないようなら利用しよう」

　俺は早乙女と頭を寄せるようにして古地図を覗のぞき込み、現在地との位置関係を把は握あくする。

　早乙女が指した廃墟は、島の中心部にある山の向こう側にあるようだ。

「直接戦に備えて、ヘタに体力を消しよう耗もうする事は避けたい。山越えは避けよう。こう、山を回り込む感じで行くぞ」

　俺が黒いオープンフィンガーグローブの手で、地図にルートを示すと──

　早乙女は小さく頷うなずいて、俺をしっかり見てきた。間近から。

　だが俺と目が合うと、

「……私も同意見だ。い、行くぞ」

　また赤くなって、そそくさと俺から顔を離す。

　そして鍾乳洞を出ながら、俺に背を向けたまま……

「ニセ妖刕。これは、今ここですべき話ではないかもしれないのだが──」

　かなり積雪した足あし下もとを踏みしめ、濃くなってきた霧を眺めている。

　そして、鍾乳洞から自分のそばに出た俺に、

「私は……今お前に、今まで他人に感じた事のない感情を感じている。感じた経験が無いから、どの言葉が当てはまるのかは分からないのだが──お前と共に戦える事が、嬉うれしく思えている。お前の技量はさておき、今、１人ではない事を幸さいわいに思っているんだ」

　そう告げて、歩き出した。

「……」

　早乙女さおとめの表現から想像するに、それは……

　仲間に対する、友情のようなもののように思える。

「この感情は、悪いものではない。私はもっと早く、他ほかの人間にもこの感情を抱いだくべきだったような気がする。だが、その感情は今まで私の心から欠落していたのだ。それが最近、唐とう突とつに去来するようになった。お前や、アリスベルに対してだ。まるで、急に配達を許された手紙のように──」

　小さな湾を形成する海岸線沿いに、俺おれと早乙女は時々手を貸し合いながら岩や大たい樹じゆを避よけ、島を歩く。

　もう、俺たちが乗ってきたボートはかなり遠くに見えている。

「……俺も、その感覚は感じた事がある。少し別の感情で……どういう時に何を感じたかは、言えないが……まるで誰だれかが、俺の心のどこかをオン・オフしてるみたいな感じだった」

「──やはりな。このような話を、他の者から聞いたことはあるか？」

　言われてみて、少し考えるが……

「無い。こういうのは、俺と、刹せつ那なだけだ」

　そう答える。

　すると、早乙女はしばらく黙ってから、意を決したようにこっちに振り返った。

「……これは私の仮説だが──『妖よう刕とう』の感情は、何者かによって、何らかの理由と手段で、操られている」

「何……？」

「手を下しているのは、おそらく貉らくと貘ばくだ。正直に答えろ。貘は[image: ひゃく]％信用できる相手か？」

「……まあ、相手がお前だからぶっちゃけるが……答えは、ノーだ」

　俺の回答に、早乙女は自説への確信を強めたように眉まゆをツリ上げた。

「貉と貘は、何かを隠している。私は貉とは家族のように接しているが、その裏で──幼い頃ころから、ある事を疑っていたのだ。おそらくそれは、貘にも共通して言える事だろう。ここなら誰も聞いていないから、私も言おう……お前と、アリスベルのためにも。それは──」

　と、早乙女が──

　俺に、何かを言おうとした時。

　──ヒュッ──バツンッッッッ──!!

　ドオオオオオオオオオオオオオオォォッォォォッンッ……！

「──！」

「……！」

　辺りに、雷でも落ちたかのような爆音が鳴り響ひびいた。霧きりが吹き飛び、砂浜が揺れ、海面が泡立ち、マルハチの樹きがガサガサと激しくざわめく。何だ、何が起きたんだッ……！

　ゴウッ……！　と、燃え上がる炎が遠くに見えて──

　俺おれと早乙女さおとめは、揃そろって言葉を失った。

　２人が仍しき島じまに乗り付けた──それでフェリーまで帰る予定だった、インフレータブルボート──強化ゴムボートが、跡形も無く消し飛んでいたのだ。砂浜の一部と共に。

　海側の空中には打ち上げられた砂と蒸じよう発はつした海水がトン単位で跳はね上がっており、海面へと緩かん慢まんに降り注いでいる。

「……砲撃、だッ……！　さっき、着弾音と、それから一拍遅れの砲声が聞こえた。今のは、超音速の砲弾による攻撃だぞ……！」

　早乙女が目を丸くして、

「この音は──富ふ士じ演習場で聞いた事がある。だが、そんな。44口径[image: ひゃくにじゅう]ミリ滑かつ腔こう砲ほうだなんて、そんなもの……！」

　口早にそう言い、パニックになりかけた──その時。

　そいつの接近を、妖よう刕とうの目標方ターゲツト向指示ロケーターが教えてくれた。

　ついでに始まった、けたたましいエンジン音とキャタピラ音もな。

　島の中心側から、木の少ない山の尾根に──見えた。

　密林迷彩も真新しい、全長９・４ｍ、全ぜん幅ぷく３・２ｍ、48ｔの巨体が。
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「……ひ、一ヒト〇マル式しき戦車……！」

　早乙女が言うまでもなく、その巨漢の正体を妖刕がスペックと共に表示してくる。

　俺おれたちのボート──逃げ道をまず塞ふさいだのは、戦車。

　陸自の、一ヒト〇マル式しき戦車だったのだ……！

　一〇式は去年、つまり２００９年に制せい式しき化かされた世界初の第４世代戦車。最新Ｃ４Ｉ連接ネツトワーキングで超精密射撃を実現する一撃必殺の主砲に加え、Ｍ２重機関銃と同軸機銃を備えた、天下無双の攻撃力を誇る──日本の新型主力戦車だ。

　現存するあらゆる砲弾を防ぐ複合装甲スーパーアロイには増加装甲も加えられ、アクティブ防護システム、車体遮蔽ハルダウン──隅すみ々ずみまで、一いち分ぶの隙すきも無い。

　攻防共に完かん璧ぺきな、地上最強の兵器。まさに動く要よう塞さいといった威い容ようだ。

　表示ガイドによれば、あれの一部は京きよう菱びし重工の製品でもある。キリコの姉が一部設計したのかもな。近い未来、妹の仲間となる俺を襲おそうとは知らずに。

「……巻まきのヤツ、あんなモノを持ち出してきやがって」

「戦争用の、本物の戦車を……異能との戦いに用いるとは。無分別なッ」

　ボヤく俺の隣となりで、早乙女さおとめはサーベルに手を掛けている。

「それだけ買われてるって事だろ、俺たちが。さて、逃げるぞ」

「馬ば鹿か者ものッ！　ヤツらは血税を私闘に用いる国こく賊ぞくだぞ！　それに背を向けて逃げるなど──」

「弾を撃たせて血税をムダにしないためにも、逃げるぞ」

　抜刀しようとした早乙女の柄つか頭がしらを押さえ、俺はその手を引いて戦車から遠ざかろうとする。

　すると、

「わあっ」

　俺に手を握られたら、急におとなしくなって──早乙女も、ついてくる。

　やめてくれよ。そういう女の子的な反応。

　ここはそういう場じゃないだろ。正しよう真しん正しよう銘めいの戦場なんだから。

　俺は戦車から隠れて──どうせ視察照準器の赤外線カメラで丸見えだろうが──マルハチの森を挟はさんだ向こう、雪原の方へ雪を蹴け立たてて走るが……

「……っと」

　その手前で急停止する。せざるを、えない。

「……！」

　同じものが視界に表示されたらしい早乙女も、絶句して目を見張っている。

　前方の雪原に──

　とんでもない数の、爆風型地雷が敷ふ設せつされていたのだ。

　しかも雪をかぶっているせいか、妖よう刕とうの表示も曖あい昧まいだ。

　闇やみを引き裂さくエンジン音を上げて、一〇式戦車は──

　山の稜りよう線せんを伝うように、森を回り込んで来ようとしている。

『──妖刕の静せい刃じく～ん、刹せつ那なさ～ん。２名様、ご案～内』

　拡声器を通じて聞こえてきた、この、ダミ声は……

　巻まき。あのオカマ野郎だ。ふざけやがって。

　だが、どうする。

　戦車は海岸線辺りからなら、俺おれたちを障害物ナシで撃てる。現代の戦車は対人用の兵器ではないとはいえ、徹てつ甲こう弾だんの直撃を喰くらえば黒套コクドも紙きれ同然。体は引き裂さかれて肉片も残らないだろう。当たらずとも、至近弾をもらえば即死は免まぬかれないぞ。黒套といえ鉄てつ壁ぺきではない事は、鵺ぬゑの牙ガ鳴ナリ刃バで判明してるんだ……！

　それでも、地雷原を前にした俺たちは退くこともできない。森に戦車は入れないだろうが、砲撃はお構いなしにできる。森の中で俺たちの動きが鈍くなれば、それも命取りになる。山頂方面へ逃げる事もできるだろうが、急きゆう峻しゆんな雪の坂道をノロノロ登ってたら一ヒト〇マル式しきのいいマトだ。

　俺たちはこの雪原の手前、一定区間に──いるしかないのだ。

「砲撃……来るぞッ！　離れろ！　抜け！」

　２人まとめて死ぬ事のないよう、俺から離れつつ──早乙女さおとめが叫ぶ。

　俺も妖よう刕とうの鯉こい口ぐちを切りつつ反対方向に走る中、既すでにこっちに砲塔を旋回させていた一〇式が──ドオオオオオオオオオォォォォォォォォォンッ!!

　岩を避よけてスラローム走行しながら、当たり前のように主砲をブッ放してきた。

　表示ガイド──『Slow LV5』──徹甲弾じゃない。かつて対歩兵用に使われていた榴散弾シヨツトシエル──の、現代版としても応用できる、矢筒弾フレシエツトだッ。

　超音速で砲口を飛び出した砲弾は、そのすぐ先で爆発し──

　ダーツの矢のような、数千本の金属矢が俺たちめがけて雲うん霞かの如ごとく迫ってくる。

「──！」

　最初に俺たちが離れた事で、向こうが砲弾の炸さく裂れつ距離を遠くしたのが幸いした。

　矢や弾だまは俺と早乙女を殺傷圏内に捉とらえてはいるものの、散開しすぎている。

　もらうのは、俺が19発、早乙女が16発。表面積の都合上、俺の方が多い。

「旋セン刃ジン駁バクッ！」

　居鳳いのう高で瑠る姫きの吸血ガデニア梔子花・ドラキユリアを防いだ技名を叫ぶと同時に、着弾──

　上下に構えた妖刕をスクリューのように捻ねん転てん・旋回させて、約半数は弾はじいた。

　だが、ビシビシッ！　と、防ぎきれなかった矢弾が10発俺に命中していく。内３発は黒套の縁に当たっただけだったが、残り７発が全身に次々と激突してくる。

（……ッ……！）

　すんでの所で防性オーラが間に合って、なんとか貫かん通つうは免れたが……

　俺は雪にブッ倒れ、腹から上がってきた血を咳せき込みながら撒まき散らす。

　妖刕が俺の体のダメージを表示するが──肋ろつ骨こつ多発骨折、腎じん臓ぞうが片方破裂、骨こつ盤ばんも亀き裂れつ骨折……見るんじゃなかったぜ。

「──ニセ妖よう刕とうッ……準セミで、山を越えるぞ！」

　俺おれよりうまくフレシェット弾をいなしたらしい早乙女さおとめが、坂の上の方から叫んでくる。

　潜在能力開放オープンアクトをムダ遣づかいしないため──

　俺は妖刕を納刀して起き上がる。だが、すぐには追わない。また向こうが砲撃してくるのに備えて、早乙女との距離を空あける。

　自分が残って一ヒト〇マル式しきのマトになる形だが、２人まとめてまたやられるよりはマシだ。

『ドント・ストーップ、シャンパン・コール♪　おかわり行くわよー、ハイ飲んで、飲んで、飲んでェー！』

　遊び半分らしい巻まきの、楽しげな声が一〇式側から聞こえてくる。

　向こうは安全な鉄箱の中から余裕の攻撃、こっちは防戦一方で攻撃そのものができない。

　この、刀と戦車の戦い──どうすりゃいいんだッ。




　森も利用しつつ、地雷の無い山頂付近の尾根を越えるまでに……

　俺たちはあの矢筒弾フレシエツトを３発、焼しよう夷い弾だん・複合弾をそれぞれ１発ずつ撃たれている。そのたびにダメージは蓄ちく積せきしていったが──

　ボロボロになりつつも、なんとか生きている。俺も、早乙女も。

「この山岳は……急きゆう峻しゆんだ。稜りよう線せん射撃は、不可能だろう」

　煤すすと泥、側頭部からの出血で汚れた早乙女がそう言いつつ、地図を広げる。

　それを頼りに、俺と早乙女は肩を貸し合いながら山を下りていく。

　進んでいくと、島の大地は次第に平へい坦たんになっていき……岩や樹木が減っていき……

　その先の──３方向を山に、１方向を海に囲まれた広大な窪くぼ地ちで、まばらに生えたマルハチの樹きの合間に旧日本軍のトーチカを見つける事ができた。

　辿たどりついたそこは、60年以上の歳月でほぼ崩れ落ちていた。

　何本か重なるようにして折れた鉄骨を残して、廃はい墟きよになっている。

　だが、中途半はん端ぱに身を隠す事ぐらいはできそうだ。

「まずは……九死に一生を得たってとこだな。だがこれも、俺たち本体……熱源がある以上、すぐ見つかっちまうんだろうけどな」

　鉄骨を屋根にして、俺は暗がりの中で深く息をつく。

「そうだぞ。だからすぐに手を打たねばならない。ニセ妖刕。お前は何か思いついたか？」

「すまん。俺はノーアイデアだ。うちの妖刕はひたすら『逃げろ』だとよ」

「本体がニセ者なら妖刕もニセ物だな。こっちは歩きながら、一計を案じたところだ。しかし、この作戦の成功率は……妖刕曰いわく、11％らしい」

　やるか？　と、尋たずねてくるような早乙女の視線に──

　俺は苦笑いで、こう答えた。

「いいじゃねえか。そのくらいじゃないと、博ばく打ちは盛り上がらねえぜ。言ってみろよ刹せつ那な」

　初めて会った夜、トラックの上で斬きり合った時と同じ俺おれのセリフに……

　早乙女さおとめも、苦笑いする。

「うーん……言い辛づらいんだよな、この作戦は。お前っぽい、悪い点があるものだから」

「どういう事だよ」

「力任せで、頭の悪い作戦なんだ」
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　案の定、ボウヤたちはあの廃はい墟きよに逃げ込んだわね？

　立て籠こもって戦うつもりかしら。銃しかないのに。フフフッ。

　狭い車長席で、アタシはｉＰａｄをツンツクしながら──

「トーチカに逃げ込んだ場合は、予定表では……あーらカワイソー。砲撃の上、踏みつぶしてトドメですって。ほら行きなさいよ」

　操縦手クンの脇わき腹ばらを軽く蹴けって、海岸線沿いに一〇式ヒトマルちゃんをドライブさせる。

　そうして悠ゆう々ゆうと着いた星砂のキレイな浜辺から、車長用潜望鏡で廃墟を見ると……

　……あら？

　出てきてるわね。静せい刃じクン。

　血をポタポタ落としながら、ただ突っ立ってる。

　廃墟の横、15ｍ辺りで……逃げるでもなく、向かってくるでもなく、一ヒト〇マル式しきを睨にらんでるわ。

　ちょうどアタシが声を聞きたいナーって思った時、運良く集音器が彼の独り言を拾う。

『──妖よう刕とうは折れず、曲がらずだ』

　まぁ……男の子らしいセリフ。

　男の子らしいお顔つきで、戦車相手に正対しちゃって……

「……カッワイィ～わぁ～。敵じゃなかったらカレシにしちゃいたいタイプ」

　アラヤダ、ヨダレが出ちゃった。アタシとしたことがはしたない。

　──ていうか、妖刕で斬りにきたってワケ？

　静刃クン。あなたは魔法の刀を持ってるらしいけどね。この複合装甲スーパーアロイは切り裂さけないわよ。軽く突き刺すぐらいはできるかもしれないけど。

　というわけで、アナタどうやらジ・エンド。みたいね。

　──バイバイ。

「7.62mm機関銃ドウジクで的当てよ。はい撃って」

「はッ……しかし……」

　この距離に至って、自分たちが戦ってる相手が年とし端はもいかない少年だと気づいた砲手クンは……テレスコープ越しに静刃クンを見て、ちょっと引いてるわね。

　ダメよー、そんなんじゃー。ウフフッ。

　これは彼とアタシたちとの、戦争なんだから。

　戦争になったら、女子供だってビシビシ殺さなきゃ。

　よーし、自衛官として──今夜アタシが鍛きたえてア・ゲ・ル。

「──撃てつってんだろ。外したらオカマにするわよ」

　がつっ、と、アタシは砲手クンの股またをちぎらんばかりに摑つかんで命令する。

「はッ……う、撃ちますッ！」

　──バリバリバリバリバリッ！──機銃が景気よく鳴って──

　あら。静せい刃じクンったら。ビシバシ当てられて、真後ろに倒れちゃったわ。

　……死んじゃった？

　ううん。あの子は『妖よう刕とう』。

　そう簡単にいくハズはないわ。顔だって主人公顔だしね。

「──踏みつぶして。あの子の服は防弾チョッキみたいなものだけど、耐圧性は無いハズよ。頭をスイカみたいに、ぐちゃっといってチョウダイ」

　今度は操縦手クンに命令して、一〇式ヒトマルちゃんを前進させていく。

　あーもったいない。貴重なオトコノコがまた１人、この世から消えちゃうわ。

　でも、これが戦争なのよね。いくら相手が好みのタイプでも──

　──ガツッッッッ！

「な──何よッ!?」

　突とつ如じよ車体に加わった、横からの衝しよう撃げきに──

　アタシが視察照準装置の赤外線カメラを旋回させると、側方に熱源。人。早乙女さおとめッ……！

　この小娘ッ。女に用は無いのよッ。男の世界に余計な手出ししないでチョウダイ！

　ていうか、しくじったわ。

　アタシのクセで、オトコノコ──静刃クンばかり見てて、女に気づくのに遅れちゃった。

「何されてるのッ？　履帯キヤタピラ狙ねらいッ？　──静刃クンはオトリだったのねッ」

　ｉＰａｄをビシビシ叩たたいて、周囲のカメラをどんどん切り替えると……ぐらり。

「白服の少女が、鉄骨……らしき物を、車体の下に突き入れました！」

「ひ、左から５度……！　じゅ、10度ッ！　持ち上げられてますぅ！」

　操縦手クンがオカマよりも情けない声を上げた。

　──ど、えっ、これ、どういう事よっ？　まさか──
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　すぐさま跳はね起きた俺おれは、妖刕を抜き放って──

「うおおおおおおおおおおおォォォ───────ッッッッ!!」

　潜在能力開放オープンアクトのパーセンテージを急上昇させながら、全筋肉を引き絞って──ザクッッッ!!

　左右の妖よう刕とうを、戦車の正面ド真ん中に突き立てた。

　空戦用に軽量化されていたキリコのＰパＡツＤドと違い、戦車の装甲は硬く、ブ厚い。最新素材で造られたそれに、赤熱化した妖刕をズブ……ズブズブッ……！　と埋めていく。

　突き刺しただけじゃない。

　妖刕はそんなに甘くないぜ。

「うわああぁあぁぁぁぁぁぁ───ッ……！」

　俺おれから見て右側・車体左側から、早乙女さおとめの声がする。

　旧日本軍が遺のこしていった鉄骨を横から車体下に突き入れて、早乙女は一ヒト〇マル式しきのキャタピラを片方浮かせているのだ。セン抜きと同じ原理の、第２種梃て子こというヤツの要領で。

　髪を振り乱し、クロスした妖刕で鉄骨をがむしゃらに押す早乙女──

　その潜在能力開放も、40％、50％と上がっていく。

　こっちも30％、40％……まだ上げるぞッ。

　だが、増加装甲を纏まとった一〇式戦車は、妖刕の表示ガイドによれば48ｔ。妖刕２人で全潜在能力を開放しても、真上に持ち上げる事は不可能だ。

　だから──！

「うおおおおおッ……！　ああああああァッ……！」

「うわあああああああッ……！」

　俺たちは闇やみ夜よに吼ほえるような叫び声を連ね、力を合わせる。

　早乙女が言っていた、『偶ぐう力りよく』──２つの力を合わせて、ひっくり返すのだ。この、鋼鉄の猛もう獣じゆうを。

　どんな高性能戦車でも、ひっくり返されれば戦えない。ただの鉄の塊かたまりになる。

（──なるほど、俺っぽい、力任せな作戦だぜッ……！）

　コイツが、泥どろ臭くさく、頭の悪い、俺と早乙女の──初の合体技。

　現実はスマートなアニメやマンガのように、カッコ良くはいかないもんだな。

　右キャタピラのみで信しん地ち旋せん回かいしようとする一〇式だが、こっちには妖刕の表示がある。

　戦車が暴れれば、その力は俺たちが車体左側を持ち上げる力に応用されていく。

　上がって、来た。上がってきたぞ。俺の手元も。

　俺は妖刕の柄つかに肩を当て、今度は一〇式の前部装甲板を直接手で摑つかんで持ち上げにかかる。

　傷は痛む。折れかけで済んでいた肋ろつ骨こつが１本、ゴキッ、と体内で音を立ててヘシ折れた。

　だが今、俺たちが挑んでいるのは死闘。負ければ死ぬ戦いだ。骨なんかは後でまた繫つながる。今は気にするな、静せい刃じ……戦え！　押せ！　押し上げろ……！

　表示──戦車は今、右に30度──ッ！

　もはや人間のものとは思えない、２頭の猛獣が吠ほえるような俺たちの声が島を震ふるわせる。

　戦車・対・少年少女２人。

　掛け値無し、全ぜん身しん全ぜん霊れいの勝負だッ……！

　一歩、また一歩、早乙女さおとめは梃て子この力点となって、支点となる鉄骨の先端部を地面に押し込むように進んでいく。作用点は戦車の左キャタピラ。それに俺おれが偶ぐう力りよくを加える。

　行けッ、上がれッ、上がれ……ェ……ェ……ッ！

　なおも一ヒト〇マル式しきが足あ搔がき、その力に俺と早乙女がつけ込む。偶力が更さらなる偶力を生み、車体の傾斜は45度まで上がっていく。道場での特訓の成果が、こんな所で活いきるとはな。

　早乙女の潜在能力開放オープンアクト、[image: ひゃく]％ッ……俺も続けて、[image: ひゃく]％に……至るッ……！

　こうなれば、妖よう刕とうは１人で５０人力だ。２人合わせて、１００人力。１２００馬力の戦車と正面からやり合うにはチョット力不足だが、そこは根性でなんとかしてみせようぜッ。

　俺と早乙女は次第に車体に潜もぐり込んでいき、さらに一〇式を押し上げていく。

　もう、一〇式は俺たちに腹をかなり見せている状態だ。

（47度……48度……ッ……！）

　だが──

　その辺りから、傾斜角度が増えなくなってきた。

　今や戦車の真下に潜り込んだ俺と早乙女から、声が上がらなくなってくる。疲労──というレベルではない負荷が、肉体を壊しているのだ。ずっと無視してきたが、バツッ、バツッ、と俺の腕や胸、大だい腿たいで鳴っている音は──筋きん繊せん維いがあまりの負荷に断だん裂れつしていく音。

（ダメだ、力が足りない……！　全然、たりない……！）

　角度が……

　下がり、始めた。

　44度、41度……っ！

　ダメだ、ダメだ、このままでは──俺と早乙女は、戦車と鉄骨の下敷きになってしまう──

　──リリッ、リリッ、リリッ──

（ここで──断絶警報インデイケーターかよッ……！）

　俺の耳元で、妖刕の鍔つばがそれを鳴らし始めている。

　早乙女が十字にして鉄骨を押し上げるサーベルからも、同じ音が鳴り始めている。

　傾斜、37度……ッ……！

　時間は、あと１分以下。

　妖刕からの警報音を聞きながら──目を合わせた、俺と早乙女は──

　互いに、笑っていた。

　妖刕は、刀。戦うために生まれた存在だ。戦う事を無上の喜びとする妖刕に──俺たちは、乗っ取られて──妖刕の刕、その刀の１つになっているんだな。今。

　だが、今に限ってはそれでいい。いいさ、勝つためならッ……！

　やれッ。やるんだ静せい刃じッ！　もう一度、戦車を、持ち上げるんだッ！

「うおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ─────────ッッッッ!!」

　バツバツッ！　ビシッ、ゴキッ！　という音が体の各所から上がる。

　体内を切り刻まれるような激痛をも無視し、俺おれは今や真上にある戦車の底を両手と頭で押し上げる。

　その決死の勢いで──角度がッ、増え始めた。

「にせ、ようとうッ……！　奥の手、いくぞォッ……！」

　もし戦闘可能時間が１分を切ったら、という事で早乙女さおとめが用意していた奥の手。

　それは──さっき雪原から早乙女が掘り起こした対人地雷。

　人の膝ひざから下を吹き飛ばす程度の威い力りよくしかないそれを、早乙女は一ヒト〇マル式しきが片かた輪りんで動いていた時にバラ撒まいている。そのほとんどは、今も車体の下にあるのだ。

　俺は戦車の底を押しながら、その地雷原にズルズルと移動していく。そして──

　──ドウッ！　ドウッ！　ドドウッ！

　次々に踏んで、爆発力を利用して戦車を押し上げにかかる。

　黒套コクドのブーツがあるとはいえ、こうも多数踏めば俺の足も無傷では済まない。

　どこの骨がどう折れ、どの筋肉や腱けんがどう切れ、伸び、捻ねじれたのか──妖よう刕とうも、もはや表示しきれないぐらいだ。一覧の一部は視界外に出ちまったよ。

　だが、その甲か斐いあって──

　上がる、一気に上がるぞ。地雷の爆発力を俺が何度も伝えて揺さぶった事で、相撲すもうで言う『がぶり寄り』の原理で戦車の重心が上がっていったんだ。

　傾斜が──70度を超え、ついに妖刕が車体重心を図示してくる。

　88度までいけば、一〇式は自然にひっくり返る事が分かったらしい。砲の重さがあるからだ。

　74度……76度……75度……77度ォッ……！

　拮きつ抗こうしている。競せり合ってるぞ。戦車の莫ばく大だいな重量と、俺たちの決死の力が。

　──リリッリリッリリッ──

　早乙女とペアで鳴り響ひびく断絶警報インデイケーター。そのテンポが、速まる。

　俺たちが、ただの少年少女に戻ってしまうまで──あと、30秒──！
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　傾斜の上昇が……止まったわ。80度ぐらい、ギリギリの所で。

　そして、戻り始める。

　79度──77度、確実に戻ってるわ。まさかこんな表示をするとは思ってなかったモニターの中の、車体傾斜角度が。

　もう車内の壁へき面めんに足を付けて屈かがむようにしていたアタシたちは、冷や汗を拭ぬぐう。

「んも～、ヒヤヒヤさせるんだからァ。あぁ、もう大だい丈じよう夫ぶよ。おバカさんたちは地雷を使った捨て身技まで使ったんだから──もう打つ手は無いでしょ。惜しかった、と言ってあげるべきね。ウフッ」

　75度──73度。力尽きつつあるのね。妖よう刕とうたち。

　アタシたちは余計な事をもう何もせず、ただ待ってればいいの。

　そうすれば、押しつぶせるんだから。どうせもう、動けやしないでしょ。

　グチャグチャに踏みにじってあげる。アタシをヒヤッとさせた罰よ。

「……っ……？」

　そこで、アタシは──

　車載モニターと連動させたｉＰａｄ内の、妙な警報に気づく。

　──アクティブ・ステルス──

　全方向へジャミングを行いながら、敵味方不明機がこの仍しき島じまに接近してる。

　詳細を開くと、『未確認飛行物体Foo fighter』……？

　ちょっとちょっと。冗談はよし子さんよ。何でここでＵＦＯが登場してんのよ。超展開にも程ほどってもんがあるでしょッ。

　車長用潜望鏡……じゃ、見れない角度からだわ。

　もう、破れかぶれで──

　アタシは双眼鏡を手に、操縦手用ハッチを開ける。

「ま、巻まき一佐！　危険でありますッ！　敵兵が──」

「──うるさいわよスカポンタンっ！　妖刕どもは車体下でしょっ！」

　操縦手クンに拳骨ゲンコをくれて、アタシは──

　暖房の効いた車内から、雪降る車外に頭と片腕を出す。

　そのＵＦＯ──フー・ファイターは──

「……『鳳ホウ仙セン花カ』……！」

　煙の尾を曳ひきながらヨタヨタ飛んでくる、赤い敵機──空自がその色から急きゆう遽きよ付けたコードネーム──未知の飛行パワードスーツ・鳳仙花だった。

「立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル……イーグルF-15Jを、いなしてきたっての……!?」

　双眼鏡で見ると、鳳仙花は火災を起こしつつも変形の最さ中なかにある。

　周囲を飛ぶ、サーフボードのような……子機？　が、外部に露ろ出しゆつしている鳳仙花の操縦手の腰回りにドッキングしていく。あれはおそらく、防御のための拡張アーマー。

　ここまで辿たどり着けるかどうか、ギリギリという感じの飛び方だけど──

「た、戦うつもりだわッ……！」

　この瞬しゆん間かん、初めて──

　──アタシの心に、『死』の文字がチラついた。

　そう。そうなのね。今まで侮あなどっていたわ。これが戦争なのね。

「……悪くないじゃない。スリルを超えてる、この感覚」

　そう独りごちて、アタシは下の２人を踏みつぶした後の鳳ホウ仙セン花カとの戦いに備え、スペックの把は握あくにかかる。アタシ、動体視力はイイからね。

　でも、端から端まで見た事のない兵器だわ。

　まるでＳＦアニメの世界から来たような……

「……美しい、わ……」

　アタシはつい、雲間からの月光に照らされたその機影に見とれてしまう。

　全長・全ぜん幅ぷくは共に目測３ｍ弱。鋭角的に見えて、流線形を各所に採用しているリフティングボディ。カウンター・シェーディングも何もない、堂々たる真紅のカラーリング。

　ここへの到達時刻から逆算して、恐らくイーグルがミサイルや銃弾を使い果たすまで粘ねばって帰投させたんだわ──操縦者が露ろ出しゆつしてるから機動力はたかが知れてるのに、撃げき墜ついされることなく。マトが小さい事もあるんだろうけど、きっとセンサーが常識外れに優すぐれているのね。

　武装は……ブレードやクローは無さそう。近接戦闘型じゃないわ。対イーグルに使い切ったっぽい実弾兵器のユニットも運用してるけど、副武装に見える。

　きっと主武器は──アリスベル本人だわ。

　つまり、異能の搭乗を前提にした機体。って事は──

「やれるわ。傾斜が戻ったら鳳仙花も討ち取るわよ。砲、用意しときなさい」

　──あれは量産機じゃない。試作機みたいなものよ。多分。

　サイズや推力から見て、あれのエンジンは──京きよう菱びしの電磁誘導Ｈ型磁気Ｍ流体力学Ｄエンジンしか考えられないわ。まだ実用化されてなかったハズだったけど……京菱の女ども、出来てたのに空自に報告してなかったのね。

　どっちにせよ、最新式すぎる製品。

　兵器は──新しすぎちゃ、ダメなのよ。

　実戦経験を積んで欠陥が洗い出されている兵器の方が強いの。一ヒト〇マル式しきの主砲は長年をかけて磨みがき上げられた技術の粋すい。信頼性は折り紙付きよ。

「──一番強いのは、量産機なのよ」

　昨日今日デビューしたような先端科学兵装ノイエ・エンジエなんか、欠陥だらけのザコに決まってるわ。

「傾斜、戻りつつありますッ。鳳仙花は接近していますが、攻撃してきません。迎撃──不要かもしれません、墜落しそうです……！」

「油断しちゃダメよ、アニメとかじゃ、赤いヤツと金色のヤツは強いんだから」

　アタシの横から外を見てる操縦手クンに釘くぎを刺しておくけど……

　確かに、墜落しそうね。

　よしんば着陸してきたとしても、あれは基本設計が空対空戦用のメカに見えるわ。冗長性はありそうだけど、それが地上戦を挑んできても……ジェネラリストは、スペシャリストに負けるのよ。地上──こっちのフィールドに引きずり込めばね。

　でも。ああ、もうッ……！　あの子、あの顔……！

　マルハチの木を掠かすめて、フラフラ降下しながら飛んでくる鳳ホウ仙セン花カに──

「鳳仙花、墜おちます。ははッ、ざまあみろ」

　操縦手クンは、笑ったけど。

「──クソッ、あのアマっ子ォ……！」

　アタシは舌打ちして双眼鏡を放り投げ、ハッチから車内に戻る。

　そして操縦手クンから取ったメットをかぶり、

「……イヤねぇ。せっかくセットしてきたのに」

　ボヤいて、手近なグリップに摑つかまった。

　アリスベルがやろうとしてる事が……機体のコースと、決死の表情から分かっちゃったから。

　傾斜は……68度。

「負けたわ」

　タッチの差で間に合ったのね──鳳仙花が。
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　ハッチから身を乗り出して、砲手が89式小銃を撃ってきます。さすがは自衛官だけあって、かなりの距離からでもその狙ねらいは非常に正確です。

　ですが、私はＵＡＶドローンビットでそれを防ぐ事をしない。クリムゾン・ベルの質量を落とさないために。

　イーグルとの空中戦で姿勢安定器スタビライザーが破損しているため、回避運動も取れないまま──ただ、弾丸に当たらない事を祈りながら飛ぶ。静せい刃じ君たちが押し上げている、一ヒト〇マル式しきめがけて──！

　パシンッ！　という金属音が上がり、私の顔がのけぞった。

　弾丸が、頭に直接装備していたネコの耳のような形をした集音器を掠めたのです。

「クラウン破損っ……！」

　自己ダメージ認識機能もロストしたクリムゾン・ベルのため、私は音声でそれを記録します。

　そして改めて、一〇式を睨にらみ付ける。

　ようやく私の意図に気づいたのか、今さら一〇式はスモークディスチャージャーを炸さく裂れつさせ──クリムゾン・ベルが可視光・赤外線・短波長の全すべてを遮しや断だんされた事を途切れ途切れに表示してきます。

　ですが一〇式。身動きの取れないあなたに、私のこの攻撃を躱かわすことはできないのです。

　残弾ゼロや燃料切れの表示を連ねていたＨＭＤに──

　私が視線で誘導する最終飛行コースから、私の意図する攻撃法を悟ったらしいクリムゾン・ベルが──『Thank you - Good bye』と、最さい期ごのメッセージを表示してきました。

　ごめんなさい。クリムゾン・ベル。

　私たちはあなたに、もう補給も整備もできない。

　マニピュレータ・ユニットの関節に付いているサーボモーターやその調節器レギユレータも出力が低下し、人間で言えば手足に力が入らない状態。着陸しての格闘戦は、不可能です。

　鵺ぬゑの時には荷電粒子砲メビウスを放ちましたが、存そん在ざい劣れつ化か症しよう候こう群ぐんでそれが出来るかどうか分からない今の私には──こうするしか、なかったのです。

「さようなら、クリムゾン・ベル……！」

　圧あつ搾さく空気の炸さく裂れつ音おんと共に、私はクリムゾン・ベルから切り離されます。

　私の体は一ヒト〇マル式しきを跳とび越えるようなコースで放物線を描えがき、高度３ｍ程ほどで高速の水平飛行を続けるクリムゾン・ベルは──

　静せい刃じ君たちが片かた輪りんを大きく上げていた一〇式に潜もぐり込むようにして、自らを激突させました。

　列車事故のような激突音が鳴り響ひびき、クリムゾン・ベルとの衝しよう突とつで傾斜角度を一気に上げた一〇式の巨体が──

　ゆっくりと、ゆっくりと、裏返っていく。

　そして、雷と地鳴りを合わせたような、モーレツな音を上げて──

　とうとう、一〇式が裏返る。

　次の瞬しゆん間かん、バンッ。私の腰に残っていたハーネスから半球状のエアバッグが展開しました。

　それで、ボールの中に入ったようになった私が……ザザザッ、ゴロゴロッ……雪原を転げ、樹木にぶつかって停止する。

　エアバッグの繊せん維いは向こう側が透過するほど薄うすく、すぐ風に溶けていきます。

　シダの木の下に残された私は、かつてレタ＝デルオロの墜つい落らく時にこうしてキリコが助かった事を悟りながら──立ち上がりました。

　静刃君は。早乙女さおとめさんは。

　無事だったのでしょうか。
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　ひっくり返った一〇式から抜いた妖よう刕とうを鞘さやに収めた俺おれは……その場に座り込む。

　早乙女も、片かた膝ひざをついて荒い息を繰り返している。

　──俺も、早乙女も、３分を使い切って……全すべてを出し切って、なんとか勝てたな。

　そして、フラフラとやってきたアリスベルも──

「もう、モーレツにヘトヘトです。環かん剱けんを組み上げる余力もありませんよ」

　俺おれたちが無事なのを見て、力なく安あん堵どの笑みをこぼしてる。

　長時間の戦闘を経て、本当に立っているのもやっとという感じで。

「こっちは抜刀からピッタリ３分だったぜ。あと１秒遅れてても潰つぶされてた」

　アリスベルに礼を言って、俺も苦笑いを返す。

　黒套コクドが体の各部を締め上げ、ギプスのように内側の傷をムリヤリ押さえてくれているが……こりゃ入院だな。黒套を着たまま。

「よくやった、ニセ妖よう刕とう……お前の腕も、少しは認めてやる」

　ボロボロになった白套ハクドを揺らし、足を引きずりながら──

　俺を珍しく誉ほめてくれた早乙女さおとめが、戦車に近付いていく。

　だが一ヒト〇マル式しきはハッチを固く閉ざし、沈黙してる。

　まあ、巻まきは自爆するようなタイプじゃなさそうだし……どっちにせよ、袋のネズミだ。少し休んでから缶詰みたいに車体を切り開けて、人ひと質じちに取ってやるさ。

　そうすれば、巻の手下こと殲チエンとの交こう渉しようもできるだろう。

　深く息をついて、三方を山に囲まれたここから南側の砂浜を見ると──

　そっちからはフェリーからゴムボートで来たらしい貘ばくが、俺たちの方へ近付いてきていた。

　アイツ、こんな時でもあの藍あい色いろのドレスだよ。寒くないのかな。

「……よかった、制服がありました」

　アリスベルはクリムゾン・ベルの残ざん骸がいの中から歪ゆがんだキャビネットを開き、居鳳いのう高の制服を取り出している。あちこち破けて肌が露ろ出しゆつしてしまっているデュアルスキン宇宙服の上から、制服を着るつもりらしい。チッ。

　重ね着するところとはいえ、ジロジロ見ていたら怒られそうなので──

　俺はアリスベルから目を逸そらし、東から白みつつある小お笠がさ原わらの海を見る。

　──キレイだ。

　戦いを終え、美しい自然をゆっくり眺ながめる……島に来た時の願いが叶かなったな。
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　──深夜０時。

　満月の光が差し込む講堂で、ステージの幕が開く。

　客は──けっこう、入ってる。吹奏楽部と、その友達。八や九く藻もが指導をしたと聞きつけた、Ⅰ組ヤバンセの生徒たち。まだ居鳳高に根強く存在してた、瑠る姫きのファンたち。

（ギリギリだけど……66人は、多分いるわ……！）

　彼女らは皆、あたしたちに魔力を取られる事を覚悟の上で集まってくれたのだ。

　キリコがプログラミングした、プロジェクション・マッピングに合わせて──

　Nu-ヌ・Mă-マ・Uitaウイタの衣装が、煌きらめく。

　短いスカートに慣れてくれた祈いのりも笑顔を保ち、ステージ上でも緊張を隠せている。

　先にステージに出ていった矢や子こも、ステップを間違えずに定位置につけた。

　陰では努力するタイプだった瑠る姫きも、通常の練習に加えて自主的な猛もうトレーニングを積んだらしく……ここで歌う曲に限ってはオンチを克こく服ふくできている。

　そして、観客のボルテージが上がり始めたタイミングで──

　──センターのあたしが、スポットライトに照らし出される。

　あたしの笑顔と歌声に、客が歓声を上げる。

　……ああ、至福の時だわ。

　足はもう大だい丈じよう夫ぶ。完治とまではいかなくても、痛み止めの注射は打ってきた。

　あたしは歌う。Nu-ヌ・Mă-マ・Uitaウイタは歌う。勿忘わすれな草ぐさのようなコバルトブルーの光に照らされ、遠い時の果てにいる静せい刃じたちを想おもって、想いを込めて歌う。

　この先何があろうと──

　──私を忘れないで、と。
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　……仍しき島じまに、地鳴り……？　微震だ。

　だが、震度１か２ぐらいだな。大したことはない。

　２０１３年から来た俺おれたちは地震慣れしている事もあり、最初は一ヒト〇マル式しきのハッチの前に正座して巻まきを待ち構えていた早乙女さおとめだけが周囲を見回した。

　しかし──

　その地鳴りが、続いた。10秒も、20秒も。

　地震じゃ……ない。

　その音の正体に気づいた早乙女が、青ざめていく。

「……そんな……」

　貘ばくが持ってきてくれていたイチゴ大だい福ふくを手から落としつつ、アリスベルが島の中央側を見る。

　俺が警戒心を高めていくと──背に収めた妖よう刕とうも準セミで目を覚まし──

「……ッ……！」

　妖刕に強化された視覚で、見えてきた。同じく強化された聴ちよう覚かくで、音も聞こえてきた。

　三方を山に囲まれたこの平地、そして南側の砂浜にも──

　──ドウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥッッッッ──！

　──ドドドウウウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥゥッッッッッ──！

　耳を劈つんざく砲声が谺こだまし、その一いつ瞬しゆん前に俺がアリスベルを、早乙女が貘を抱かかえて跳とんだ。

　だが──

　俺たちはそのまま、砲弾によって捲めくれ上がった雪と土の高波にフッ飛ばされる。50ｍ、いや、70ｍは飛ばされた。

「──ッ！」

　ダンッ！　と、アリスベルをお姫様抱だっこした姿勢で着地すると──

　損傷した両足や背骨に響ひびいた痛み以上に、見えてきた表示ガイドに打ちのめされる。

「ほーらご覧らんなさいッ。一番強いのは、量産機！　その理由はこれよ！」

　などとダミ声で叫びながら、俺おれと早乙女さおとめの離れた一ヒト〇マル式しきから逃げ出す──巻まきとその手下は、距離的にも体力的にも追えない。

　それに、追っている場合じゃない。こうなっては。

　煙の向こう、北・東・西の山の稜りよう線せんに──俺たちを取り囲む一〇式が見える。それも、９輛りよう。

　南側の海岸にも……赤く着色された、もう１輛の一〇式が出てきている。

　１輛倒すのでさえ俺たちの全ぜん身しん全ぜん霊れいが必要だった、地上最強の兵器が……10輛も……ッ！

「囲まれていたのかッ……！」

　俺の背後に降り立っていた早乙女が、貘ばくを立たせながら舌打ちする。

「随ずい分ぶんと大規模な演習に付き合わされたもんだぜ」

　俺も愕がく然ぜんとしているアリスベルを立たせ、尾根に点々と並んだ一〇式の群れを見回す。

　だが、背後、海岸の一〇式に──表示が、異能の存在を警告──

「──ニセ妖よう刕とう、どけっ！」

　早乙女が慌あわてた声を上げ、準潜在能力開放セミオープンアクトで俺を突き飛ばした。

　次の瞬しゆん間かん、それまで俺の後頭部があった位置──早乙女の顔面を、バシッッッッ──！

　高速の飛ひ翔しよう体たいが掠かすめ、赤い血の帯を曳ひいたかと思うと──

　平地の果てまで、飛んでいった。一瞬で。

　飛翔体は俺の右耳の脇わきを通過したらしく、ビシュッッッ！　という音が聞こえたかと思うとパンッ、という音がして、その後何も聞こえなくなった。衝しよう撃げき波はで、右耳の鼓こ膜まくが破れたのだ。

「～～～～～ッ……！」

　耳を押さえながら、転倒しかけた俺が顔を上げると──

　弾はじかれた早乙女は、アリスベルに覆おおい被かぶさるようにして倒れていた。

　早乙女を抱き留めたアリスベルの手に、大量の血が……

「──刹せつ那なッ！」

　叫んで駆け寄ると、早乙女の顔が──

「あ……くッ……ああぁッ……！」

　呻うめく早乙女を抱くアリスベルが声を上げそうになるのを堪こらえ、貘も目を丸くした。

　早乙女は顔面、それも両目を削そぎ取られるように傷つけられていたのだ。

　どう見ても完全に、失明している。

『──白い妖刕、そう動くと思ったネ。妖刕はまず目を潰つぶす鉄則ヨ。光るから暗くても雪でも撃ちやすかったある』

　砂浜側から──拡声器で、聞こえてくる、この声は──

（……殲チエンッ……！）

　赤い一ヒト〇マル式しきの砲塔上面ハッチから出てきて、紅べに孔く雀じやくの扇を手にした殲が……無線用マイクを手に、こっちを向いていたのだ。既すでに、魔法少女マツキーナの姿で。

　10輛りようの一〇式。

　さらにその１輛は、異能を搭載した──言うなれば、魔法戦車。

『日本の異能ども！　何を終わったような顔をしてるネ。戦いは今、始まったところヨ！』

　今の超音速の一撃は、殲の『電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン』。

　その威い力りよくを弱めつつ、狙そ撃げきに使ってきたものだろう。俺おれか早乙女さおとめの、目を潰つぶす狙ねらいで……！

　俺が舌打ちするより早く──ドドドドドドドドドドドドッ！

　いつの間にか砲塔を素早く旋回させていた山側の９輛が──海めがけて砲声を轟とどろかせる。

　赤熱化した砲弾が闇やみを駆け、水平線の方へ集まっていき……

　洋上に激しい爆発を生じさせた。

　俺たちがここへ来るのに使ったフェリーが、破壊されたのだ。

『これでもう誰だれも逃げられないネ。今日はアリスベルも居いるヨ。嘻クシ嘻クシ嘻クシ。我昔是は[image: ]ゴ[image: ]ミ中だ的つ旧た[image: ]我代が、我[image: ]了你昔は是在旧姫だつた[image: ]代お前を的公主殺す。那很滑稽こりやオモシロイ。[image: ]戦[image: ]車──前進[image: ]めッ！』

　白い歯をむいて笑いながら殲がマイクを車内に投げ捨て──

　にわかに強まってきた雪の中、赤い一〇式が、海岸線から平地側へ進撃してくる。

　殲は荒縄で縛しばった甕かめを左腕一本で担かつぎ、ごぶり、ごぶり──と酒を吞のみ、右手のひらを上にして……クイクイッ、と、こっちに『来い来い』の仕草をしてくる。

　その仕草から、カラになった甕を投げ捨てた殲が取った姿勢は……

　──レールガンの構えだ。２発目、今度は本気のヤツが……来るッ……！

　もう戦えない俺が息を吞んだ、その瞬しゆん間かん。逆に──

　──バァァァァァァァァァァァッッッッ──！

　こっちから殲の方へ、緋ひ色いろに輝く攻撃が空を駆ける。

　電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンの構えをキャンセルした殲が、戦車の上でバック転を切ってそれをギリギリ躱かわす。

　レーザーのような光は殲を掠かすめ、赤い衣装の胸元を切り裂さいた。それで大きくはだけた殲の胸の谷間からは、道術に使う札ふだとレールガンの弾子となる巨大な針がバラバラ散らばっている。

（……っ……！）

　今の、紅あかい閃せん光こうは──見覚えがある。極超短波増幅砲メーザー・ピアスだ。

「ケッ。緋ヒ箍コ來リを躱すかや。ビビが言ってた通り、『藍あいは青より』ってヤツじょ？」

　今や吹雪ふぶきとなった雪と共に流れる砂さ塵じんの中、貘ばくの隣となりに立っていたのは──

「鵺ぬゑ……！」

　女性用下着のような形に生えた体毛だけで、後は裸の……

　居鳳いのうヶが浜はまで俺おれたちを殺傷した時と同じ姿の、鵺ぬゑだった。

[image: ]

「──そうだ。今を窮きゆう地ちと判断しての、やむを得ん措そ置ちとして受け入れてくれ。静せい刃じ」

　絶体絶命のピンチに鵺を復活させたらしい貘ばくが、自身も戦うつもりなのか──ドレスの裾すそを上げている。

「安心しろだじょ。鵺はお前らに味方してやるじょ」

　緋ひ色いろの片目でこっちをチラッと見た鵺は──

「ずっと考えてた事が、ようやく分かったからだじょ。パンスペルミアの砦とりでとやらの事が──となると、巻まきが向こうにいる以上、あっちには付けないんだじょ」

　例の不可解な単語・『パンスペルミアの砦』を理由に、俺たちの側に立ってくれるようだ。

「その件、追って──居鳳ヶ浜で鳳おおとりと話して思い至った、私の見立てと対照させてもらおう。だが、とりあえずは目下の戦いくさだ。あの戦車中隊、それと殲チエンをどうする」

「こいつは……鵺にも、ちょこっと荷が重いじょ。逃げるじょ」

　貘と語った鵺は──

　戦うような素振りを見せつつも、既すでにその手を打っているようだった。

　その背後の空間が、蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがみ始めているのだ。マンホール大の、大きなレンズのような形に。

（……暦こよみ鏡かがみ……！）

　居鳳いのうヶが浜はまでそれを見た俺おれが、鵺ぬゑがやろうとしている事に勘かん付づく。

　鵺は──

　この過去の世界から、さらに過去に逃げるつもりなのだ。

　それに気づいたらしいアリスベルが、苦しむ早乙女さおとめを抱だきかかえながら鵺の方を向く。

「それで……逃げられるのですか。危険は無いのですか」

「アクアステルから戻ったばっかりで急造した暦鏡が、安全なワケがないじょ。だども、他ほかに手があるんなら言ってみろじょ」

「……っ……」

　振り向いたアリスベルに、貘ばくは小さく歯ぎしりしてから、

「……ダメだ。絶ぜつ界かいや短距離イマジナリ絶界橋・ジヤンプは公知の式しき。殲チエンに妨ぼう害がいされるだろう」

　そのサファイア色の目で、鵺の暦鏡を見ている。

　これで撤てつ退たいする方がいい、と言うように。

「まぁ先に教えてやるじょ。限界まで広げたけど、この暦鏡じゃ送れる質量に限界があるじょ。体がちぎれたくなかったら、荷物はできるだけ置いていくがいいじょ。それでも入れる人数は──４人までだじょ。誰だれか１人、ここで死ね。ついでに、死ぬまで暦鏡を守れ。殲なら、直接触さわれれば暦鏡を壊せるかもだからにゃあ」

　冷たく言い放った鵺は、右みぎ眼めを紅あかく、紅く、光らせていく──

「もう一つ。入った４人も、死ぬかもしれんじょ。暦鏡は元々クソ難しい式なんで、とにかく急速発生を優先して……これは、あちこち省略して造ったものなんだじょ。なもんで、大きな欠陥があれこれあるじょ」

「欠陥……？」

　眉まゆを寄せた俺に、吹雪ふぶきに吹かれる鵺は殲の方を向いたまま説明を続ける。

「この暦鏡は、地球の自転を補正できないものだじょ。出口の高度は分かるから山岳や海面に出ないようにはできてるけど、緯度経度がズレるじょ。緯度は±18度ぐらいまでに抑えたども、経度は抑えが効いてないから、ルーレットみたいに地球上のどこに出るか全く分からんじょ」

「どういう事だ、地球上のって──」

「運が良けりゃ日本。悪けりゃアメリカの砂漠。最悪なら、絶海の孤島に出るじょ。それと、時間の指定も──」

　そこまで言って、鵺は、パァッ──！

　ビシュウウゥゥゥッッッッ！

　と、殲の乗る紅い一ヒト〇マル式しきの前部装甲にメーザーを命中させた。

　おそらく車内の操縦手を殺害する目的で放たれた、その一撃は……

　複合装甲スーパーアロイを融ゆう解かいさせる激しい光を上げ、一直線に一〇式を貫つらぬいた。

　一ヒト〇マル式しきの前進が……止まる。

　だが、砲が動いた。まだ生きてるぞ。

　他ほかの戦車たちも作戦を切り替えたのか、連動する動きを見せて──次々と、砲口をこっちへ向けてくる。

　四方八方からの砲撃で、俺おれたちを粉こな微み塵じんにするつもりだ。

「あと１発は行った先のために取っておくじょ。鵺ぬゑは──のび太たの役はイヤなんで、先に行くじょ。ケケッ、早いもん勝ちだじょー！」

　そう言い残した鵺は、バッ、と足あし下もとを蹴けり──

　くるくるるっ、と抱かかえ膝ひざバック宙で暦こよみ鏡かがみに飛び込んでしまった。その暦鏡の危険性の説明も中途半はん端ぱなままに。

　その光景に気づいたらしい、殲チエンが──バッ！　バシュッ！　バシュッ！

　逃がさない、と言わんばかりに電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガンを速射してくる。

　タメが短いので一撃一撃の威い力りよくは小さいが、それでも十分な威力のある着弾が──

　俺たちのそばで、次々と地面を爆発させる。

　ただ、鵺のメーザーが掠かすめた際に弾子に微妙な歪ゆがみが生じたのか……その精度は少し落ちている。

「今……分かった」

　アリスベルに守られながら、抉えぐられた目を手で押さえていた、早乙女さおとめが──

　──微笑ほほえんで、いる。

「貉らくが、私の何を食べていたのか。そして、食べることをやめたのか……ははっ……はははっ。最後の最後で、分かったよ。そういう事だったのか」

　そう言って……

　立ち上がる。

　そして、アリスベルの手を振りほどいた。

　ヒュンッ──！　と、早乙女のすぐそばを電磁投射砲の矢や弾だまが通ったが、早乙女は回避する素そ振ぶりも見せない。避よけられないのだ。もう、何も見えないから。

「──静せい刃じ」

　初めて、俺のことを本当の名前で呼んで──

「アリスベルを守れ。貘ばくの事もだ。行け。私が残るから」

　──サーベルに、手を掛けている。

「よせッ、刹せつ那な……もうお前は戦えない！　さっき戦って分かってるだろう！　１人で、あの戦車10輛りようを倒せるワケがないッ！」

　俺が止めようとするのも、

「言ったろう？　私は、機械が嫌いなんだ。全すべて叩たたき斬きってやるさ」

　できもしない事を言って、早乙女さおとめは拒む。

　そして──シャンッ──

　鈴の音のような音を立てて、２本とも抜いた。もう３分使ってしまっている、妖よう刕とうを。

　リリッ──リリリリリリリリリリ──ッ！　と、断絶警報インデイケーターが今までにない音を上げている。

　使用できる３分を、超えたのだ。

　……パキッ……パキパキッ……ビシュッ……

　という音と共に、早乙女の白套ハクドが──

　内側からも、赤く染まり始めている。

　胸や背中、肩、肘ひじ、膝ひざ……肉体の各部分がその酷こく使しに耐えきれなくなり、出血しているのだ。

　こう……なってしまうのか。

　妖刕が３分以上、妖刕に頼ると。

「……早乙女刹せつ那な……ッ」

　その姿から、貘ばくが目を背そむける。

　だが、俺おれは──その姿から、目を逸そらす事ができない。

　赤い血の煙を交えて早乙女の全身から上がる、白い防性オーラは──部分部分でスパークし、その体の周囲に青い火花を生じている。

　早乙女を中心にした風が吹き、雪や煙は斥せき力りよくを持つように外側に退しりぞけられていく。

　ざしゅっ、と、一歩出た早乙女の腹に──ドンッ、と、何かが命中した。

　確かめるまでもない。殲チエンの電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン。その弾子となる、箸はしほどもある針だ。

　ドンッ、ドスッ。それが、続く。殲側で補正ができたらしく、当たり始めたぞ。

　避よけられない早乙女に、殲が狙ねらいを絞ってきている……！

　いや、そうさせているんだ。

　自らの身を挺ていして、早乙女が。俺たちを逃がすために……！

「刹那……！」

「静せい刃じ。どこへ行こうとも、死ぬなよ。まだ……お前と私は、決着が──ついて、いないのだから」

　背中越しに語る早乙女は、

「難しい、ことだな。国を守るということは。友を守る。それで──精いっぱいだ。そして、それで、いいのかもしれない。それぐらいしか、私のような、ちっぽけな人間には、で、できないのかもしれない」

　ボタボタと雪原に落ちる、早乙女の鮮血──

「本当は、私は、貉らくを守りたかったから。幼い頃ころからの、私の唯ゆい一いつの友達を──守りたかったから、戦っていたのだ。そして今は、静刃。アリスベル。貘。お前たちの、事も……守りたい。私と同じ、妖刕の運命に搦からめ取られ……」

　ゲホッ、ゲホッ、と、血の咳せきをして、早乙女さおとめが言葉を続ける。

　おそらく、遺ゆい言ごんを──

「昨日を、今日を、苦しみながら、共に生きてきた仲間を。その苦しみは、よく分かるから。だから、守る。そう思った時、私の体に──力が甦よみがえってきたのだ。願わくば、それを、明日も続けたかったよ……」

「刹せつ那なッ、もう……」

　と、衝しよう動どう的に早乙女の方へ駆け出そうとした俺おれを──

　貘ばくが止める。そして辛つらそうに、俺を後ろへ引っぱる。暦こよみ鏡かがみの、方へ……！

「妖よう刕とうは折れず、曲がらず──だが、形ある物は、みな壊れる。折れるまで戦わねばならない最さい期ごの日が、必ずいつか来る。私という刀がその役目を終える日は、今日なのだ。それだけの、事だ。行け、静せい刃じ。行け、アリスベル。私のために、行ってくれ──いまだけは、私に自分を、そう呼ばせてくれ──友のために、行ってくれ……！」

　早乙女っ……！

　山岳から連なった、世界を震ふるわせるような砲撃音を最後に──

　──俺とアリスベルは貘に抱だきかかえられながら、転げ落ちていく。

　暦鏡の中、歴史の向こう側へ。
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　なんだ。ハハッ……

　一ヒト〇マル式しきよ、そんな事では日本を守りきれないぞ。距離や高低差があるとはいえ、あれこれと種類を揃そろえた弾を９発も放たれたが……どうだ、私はまだ生きている。

　それにどうだ、ほら、立ち……上がれ……る。

『フフフッ、踊りなさい！』

　ははっ。こうなると、何もかもが可お笑かしくなるものだな。

　拡声器越しに聞こえた巻まきの下げ卑びた声も、

『お前の目、貉らくと揃えてやったヨ。嘻クシ嘻クシ』

　殲チエンの声も──これで聞き納めだ。

「……どうせ、しゅ、集音器か何かで、聞いてるんだろう。１つ、お、教えてやる」

　音源方向に向けて、私は語る。

「私が残ったのは、お前たちを殺すためだ。静刃たちは、甘いからな。巻、殲、お前たちをも殺さないつもりだっただろう。だが、私は、殺す」

『殺し合い以外に、どんな戦いがあるネ？』

　殲が、応こたえた。やはり聞こえていたのだな。

　砲撃に際して一時的に車内に引っ込んでいたらしいが、再び出てきたようだ。拡声器越しに聞こえる音からしか、もう推察もできないがな。

『それなら我は、お前に２つ教えてやるヨ』

　そのセリフに続いて──

　光の明滅だけは辛かろうじて微かすかにまだ分かる私の眼めに、眩まばゆい光が届いた。殲チエンのいた方向から。

『１つめ。現代の魔法少女は──２段変身するネ。これはお前たち日本人のアイデアよ』

　──バスンッッッッ！

　さっきの集中砲火に勝まさるとも劣らない一撃が、私を空中に打ち上げる。

　これは今までより遥はるかに強化されている、電磁エレクトロ投射砲マグネテイツクガン……！

　滞たい空くう時間から考えて、高さ20ｍは飛ばされて──ドンッ。

　再び、地面に落ちた。

『２つめ──魔法少女は、絶対に負けないヨ』

　その時……

　東から、光……

　これは、旭日あさひ。日の出だ。

　──殲。これからは、日出いずる国の時間だぞ。

「……ッ……！」

　私は割れた奥歯を食いしばり、所々欠けた妖よう刕とうを杖つえにして何とか立ち上がる。

　保もてよ、妖刕。私はお前たちと共に、いかに傷つこうとも戦い続けてみせる。

　白套ハクドよ。折れたら縛しばれ。ちぎれたら繫つなげ。私を、戦わせ続けるのだ。

（この命の尽きる、最後の瞬しゆん間かんまで……！）

　それまで何となく感じられていた暦こよみ鏡かがみの気配が、弱まっていく。これは壊れつつあるのではない。静せい刃じたちを──さっきの話から類推するに、別の時空へ運び終えつつあるのだろう。

　麻あ相そう先生は私に伏せていたが、静刃は……

　元々、違う時代から来た者、だったのだな。

　つまり私と結ばれる運命になど、最初からなかった男なのだ。

　それでも、それでも。

「──静刃。好きだ」

　最後に──

　もうこの時代にはいない男に呟つぶやいて、私は鏡を守る位置へ改めて進み出る。

　こんなになっても本人に直接言えなかったなんて、本当に……

　私は、不器用だな。

　──リリリリリリリ────────ッ！──

　と、今や断絶警報インデイケーターは連なっている。致死時間を遥かに超えているのだ。

　だが分かった事がある。

　潜在能力開放オープンアクトは３分を超えられるのだ。死ぬ覚悟さえあれば。

　そして──もう一つ、分かった。

「潜在能力開放ッ……[image: ひゃくにじゅう]％……[image: ひゃくごじゅう]％……ッ！」

　──[image: ひゃく]％をも、超えられるのだ。死ぬ覚悟さえあれば。

「……[image: にひゃく]％……さ、[image: さんびゃく]％ォ……ッ！」

　小さな頃ころ、お父様に聞いた──

『妖よう刕とうは折れず曲がらず、死す時も必ず道連れを伴う』

　なるほど、あの言葉の意味はこういう事だったのか。

　国こく賊ぞく・巻まき、侵略者・殲チエン。

　安い命２つだが、もらって逝いってやる。

　妖刕を持ち上げた私は──指に滴したたる血を跳はねさせながら、喉のど笛ぶえをカッ切る仕草を見せた。

　そして、ヤツらに宣告する。

「──打ち首だ」

　もはや私ではない、妖刕の声で。





── Love & Warfare Continues ──









　　　あとがき




　Ⅰ～Ⅲ巻と続いた鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨ編に続く『やがて魔ま剱けんのアリスベル』Ⅳ巻では、２０１３年から２０１０年へと時間を跳ちよう躍やくしてしまった静せい刃じたちの奮闘で物語がリスタートします。

　作中の静刃やアリスベルも最初は戸惑っていましたが、３年（正確には２年と１６０日）といえど、過去に遡さかのぼると様々な物事が変わっています。

　２０１０年とはつい最近のように思えて、かなりの過去。日本では政治が大いに揺れ動き、ＬＴＥの商用サービスが始まり、食べるラー油が大ブーム。ニンテンドー３ＤＳはまだ未発売だった頃ころです。

　世界ではアラブの春が始まったばかりで、宇宙を見上げればスペースシャトルが現役最後の打ち上げを実施。小惑星探査機はやぶさが火の玉となって帰還したのも、この年でした。

　静刃たちはこの巻のラストで、更さらに過去へ跳とぶ事になり──

　──縒よった紐ひものような宿命のできた、『緋ひ弾だんのアリア』の登場人物たちのいる時代へ転がり込んでいきます。




　さて、そこでちょっと気になるのが……

『アリスベルたちとアリアたちは、どちらが先に戦いを挑んだのか？』という問題です。

　アリスベルは２０１０年末の代だい官かん山やまや２０１３年初頭の神こう戸べでアリアたちに襲おそわれますが、アリア側の主人公・キンジも２０１０年の１月に静刃たちによる先制攻撃を受けています（『緋弾のアリア』ⅩⅤ～ⅩⅥ巻）。そのキンジやアリアたちが将来、２０１０年末の代官山や２０１３年の神戸でアリスベルたちを奇き襲しゆうして……と、双方はお互い先に戦いを挑んでおり、先に戦いを挑まれているのです。

　挑む側は自分たちが先に襲われたと思っているのでリベンジのつもりですが、仕掛けられた側にとってそれは身に覚えのないこと。恨うらみ晴らさでおくべきか、と、時間の流れの向こうで相手にリベンジ戦を挑む。まるでお互いのシッポに嚙かみついてグルグル回るトラとライオンのように、アリスベルたちとアリアたちは挑戦を連鎖させているわけです。

　Ⅱ巻末で鵺ぬゑが予言した、避けられない出会い。それはこのように、出会う前から戦う運命にあった──アリスベルとアリアの関係を示し唆さしていたのでしょう。

　この挑戦の連鎖をＰ・スカイラー・ミラーのＳＦ小説『存そん在ざいの環わ（As Never Was（1944））』にちなんで『挑戦の輪』と呼ばせていただく事にして……アリスベルたちとアリアたちの敵対関係にもいずれピリオドが打たれる事を祈りつつ、この巻にピリオドを打たせていただきます。





２０１４年５月吉日　赤あか松まつ中ちゆう学がく


















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「赤松中学先生」係

「閏月戈先生」係











本書は書き下ろしです。









[image: ]










やがて魔ま剱けんのアリスベルIV




緋色のチャレンジャー挑戦者・スカーレット








赤あか松まつ中ちゅう学がく





電撃文庫





2014年12月11日　発行





ver.002





©2014 CHUGAKU AKAMATSU





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『やがて魔剱のアリスベルIV 緋色の挑戦者』

2014年5月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/gaiji-150.png
150





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p039.jpg





item/image/gaiji-cid23054.png
b





item/image/p239.jpg





item/image/gaiji-cid19288.png





item/image/p153.jpg





item/image/gaiji-cid19283.png
7%





item/image/gaiji-u65f6.png





item/image/allcover-001.jpg
*aChifoT ) 2NN

rraeived

Fok Y 20— L ORI B
. & 70 RO -
DRI RIS BTN

5.

—JiT LN bEHIUC
PEFTD. BEHDDEINET A PV
T4 THATHEL &5 &5 %o

7 AN E OPR 15 2]
i, WY LA LN oKL &
S TEVIREL A5 8AE ) —

S SLBWALHAN, HHHO
TRHRR % & AATES DI LT
wlln

£
[
g
%
[

apEataing

PN IEd

SRR, FB. W REFCEDFTRTHF
BEDEEITR, AHDIIE Nothing is impossible®s
REMFIC [FHOTUF]. [HHOFUTAAL

4R
EeRPBERL TG, WECSHOASA M~
EBSNEIIETEZEMOTVBDT. TEBMOLLIL
TLBDOTIN, FNFENTAMNELDERIFITNDD
DeUnELA.






item/image/gaiji-006.png





item/image/gaiji-005.png





item/image/gaiji-004.png





item/image/gaiji-003.png





item/image/p106.jpg





item/image/gaiji-200.png
200





item/image/gaiji-002.png





item/image/gaiji-001.png





item/image/gaiji-kantanfu3.png
1]





item/image/gaiji-120.png
120





item/image/gaiji-u8ba1.png





item/image/gaiji-009.png
4%





item/image/gaiji-008.png





item/image/gaiji-007.png
e





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		【　Episode 13　緋色の挑戦者　】



		【　Episode 14　白い妖刀　】



		【　Episode 15　再び緋色の挑戦者　】



		【　Episode 16　遠いあなたへ　】



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-0002.png





item/image/gaiji-0003.png





item/image/gaiji-0004.png





item/image/gaiji-0005.png





item/image/gaiji-0006.png





item/image/gaiji-0007.png





item/image/gaiji-0008.png





item/image/p013.jpg





item/image/gaiji-cid7729.png
»

o
PR R





item/image/gaiji-011.png





item/image/gaiji-010.png





item/image/titlepage.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p131.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/kuchie-006.jpg
ASAR&ITV) Y
M&P-R8
357v97 L =

TAVHDHFB/A—H— - AI XTIy VB
Y—Z&Nf, BHEOURIN—KEHE, 7L—LIEX
HeIILEEHT, BAKIBTYITFLEES Y >
A—IC8RHBEATIIENTE, VARNN-KEHD
BRTHIRERDOI LS ERRU o £/o0 NLLE
TIE®T 2 bL—VERAZ, L—¥F =% b Fy by
Th XRA=TEVSLRBERPT Ty 2T MEE
BEYDEPUEE. (27T 1 HI - URILN=] £V
FFUOEDBY . & 50 BEIMICKHIC T Z 2REDEMER
ELT. BREREZSDEBEED TV S,

U

2K 1 267mm

FE ' 1,029 (2.27Ibs)
FEH 8 R

357% T F LB,
B8R v LB

FHA L/ EBE— BREM-AFFZATF)





item/image/gaiji-300.png
300





item/image/kuchie-004.jpg
DR

< S IRHL AN o ﬁbUEﬂmnE&ﬁaﬁ? () ©
TN PR e S IRET V0 5 @2 Q D LIKRRIVIPIN °
o
”bmuUﬂ%#EA&E..\S?BE%@?&SC
E:E:.&ﬂ_ﬁ._x u*_ﬁ%mm:&.)ﬁt%%ie\






item/image/p205.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/gaiji-100.png
100





item/image/kuchie-002.jpg
§3b2010=+®w_ﬁ“tmmﬁokab CEREE S )R

A SN






item/image/kuchie-003.jpg
“:.cﬁbzxxmm | Im°
BEHILIK RS R RS e
Bt %ﬁﬂ?&@éinu

Hﬁn.cbtam _H,Eixzu Ny .

-
SN Em_’_mx&zsm =) tA
o .f. &uégag\
© k)bﬁﬁﬁ*‘ .mt

‘ L

Mﬁﬁ_@?mg@

vﬁ-xmﬁxwﬁgw%
maw_amu&v‘






